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建築施工管理技士になるための

百号EE員長l迫骨自首会

購入指定図書代*

・受講料 12.000円 +

3.200円( 干500) 札 幌 10パ8 (金)

*  I 級建築施工管理技術検定

実地試験問題解説集

熊 本 10/2 3 (水)

ヨ

(1) 試 験 実 施 機 関

(2)受 験 申 込

受 付 期 間

(3)試 験 日

(4)試 験 地

(5)受 験 申 込 用 紙

販 売 機 関

(6)そ σコ イ也

新 潟 10/15 (火)

松山 10/24 (木) 名古屋 10/16 (水)

大 宮 10/23 (水)

東 京① 10/19 (土)

東 京② 10/22 (火)

横浜 10パ8 (金)

( 東京のみ夜間 コー スも開催いたしま す。)

目 試 験 に つ い て "

財団法人建設業振興基金 試験研修本部 Tel .03- 5473- 1581 

〒105 東京都港区虎ノ門4- 2- 12 虎ノ門 4 丁目森ビル 2 号館内

平成 Ｘ 年 Ｗ 月 ＱＹ 日 後 Ｑ ｾ 8 月 2 日(金)

. 1 級 ( 学科試験) 免除者および平成 8 年度 1 級 ( 学科試験) 合格者共に上記期間

内に必ず各自が受験申 込 を行って下さい。

. 1 級 ( 学科試験) 免除者とは、③一級建築士試験合格者の大半の方、および⑮平

成 7 年度 1 級( 学科試験) 合格者の方です。

(引l し 一級 脱 瑚 合格者 … 一書 … 剣 先 経 験 の|人l符 … 込によ り受験て |

きない場介があります。詳細については受験中込JIJ 紙に 同封の「手引きJ または、" ，会の訴例案

内引をご覧下さい。

平 成 8 年 11 月 10日(日)

札幌・仙台・東京・新潟・名古屋・大阪・広島・高松・福岡・那覇

附北海道開発協会・ 船東 北 建 設 協 会 ・ 船公 共 建 築 協 会 ・ 附 関東建設弘済会

附北陸建設弘済会・ 制 中 部 建 設 協 会 ・ 附近 畿 建 設 協 会 ・ 制 中国建設弘済会

船 四国建設弘済会 ・制 九州建設弘済会・ 制沖縄建設弘済会

. 受験申込用紙は、 6 月下旬より販売される予定です。

但し、 l  級( 学科試験) 免除者のうち、平成 7年度 l 級( 学科試験) 令絡.tHi . 、例建設業振興

基1(i: より送付される書類て受験中込を行って下さい。

また、平成 8年度( 学科試験) 令絡者は、千子絡通知 ;': にliiiJ' ずしてある郵便振作払込川紙で S rJ

2 日幽までに受験料を払込んで |ごさ L、。

- 受験 申込用紙は上記販売機関以外に 各都道府県建設業協会の τl'て販売 して い る紛J

会も ありま す。詳 しくは地元建設業協会 におた ずね下 さい。

女詳 しい資料は下記主催団体へご請求下さ い。

これは受験 に備 えた講習会です。受験 の

手続 きは各自が必ず行 って下 さい。

建設省・国土庁所管 財団法人地域開発研究所

建 築 施 工 管 理 技 術 研 究 会

〒162 東京都新宿区市ヶ谷砂土原町3- 4 (生泉市ヶ谷ビル)
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日本建築協会主催

第4 回 恒本建築協会賞l

候補業績の募集

日本建築協会におきましては、このたび第 4 回「日本建築協会賞」を実施することといたしました。建

設に関わるあらゆる分野において社会に貢献した業績( 建築作品を除く) を顕彰するもので、対象は個

人または組織とし、業種、職種、専門分野を問わず、広く各方面から募集します。業績は、技術、技能、

計画、著作、その他この賞の趣旨に適合するものであれば、種類を問いません。

下記募集要領により、平成 8年11月29日悩までに本会選考委員会あてご応募またはご推薦をお願いし

ます。

「日本建築協会賞」は、本会の目的である「建築関係各部門の連繋協力によって、建築に関する学術、技芸、事業の進歩発達を図ると共

に、建築を通じ、広〈社会に貢献する J ( 本会定款第 l 条) 趣旨に沿って、本会富位70周年に当たる駅前2年3 月に畠殿したものです。

第4回「日本建築協会賞」募集要領

第 1 趣旨

この賞は、倉l出 70周年を契機として倉殿したもの

で、建築界における総合団体としての本会の性格

に基づき、建設に関わるあらゆる分野において社

会に貢献した組織または個人に対して、その業績

を讃えるとともに、わが国文化の向上、公共の福

祉に寄与することを目的とする。

第 2 対象

上記の業績( 建築作品を除く) で、次に該当する

もの。

(1) 会員が推薦または応募したもの

(2) 本会支部か唯薦したもの

(3) 関係官公庁、試験研究機関その他関係組織が

推薦または応募したもの

第 3 提出資料

推薦または応募者は、業績の内容、評価等を説明

できる資料及び候補者の経歴書等を提出する。た

だし、資料となる出版物のあるときは、これを提

出資料に代えることができる。

提 出 獄5↓ は希望者には返却する。

第1回日本建築協会賞

( 昭和621手3 月30 日表彰)

- 建築総合試験所の設立と運営

. 技能訓練校の設立と運営

「日本建築 ｴｾ ｻ，会 ｲｵ ｴＧｴ牌

・「季刊大林」の刊行と「復元と構想、」の出版

. 建 設 業 界 へ のT Q Cの導 入

第2 回日本建築協会賞

( 平成 2 年 6 月27 日表彰)

. H 形 鋼の 開 発

・特別n 2 点

・大阪駅前市街地改造事業の完成

. ポートアイランドの建設

- 大阪市の総合設計制度

- 電気工事士技能競技大会の継続実施

• R C造超高層建物の建設システムの確立

. 大 阪 ビ ジネスパークの開発推進

・特別n 1 点

. 神 戸 市 北 野 ・山 本 地区の都市景観保全

第 4 提出先、期限

提出先大阪市北区梅田1 - 1-3-2100

社団法人 日本建築協会内

日本建諜協会賞選考委員会

TEL  06-348-0635 

FPJ < 06-348-0634 

提 出 期 限 平 成 8年11月29日樹

第 5 選考

全応募業績を選考委員会で選考し、本会理事会に

おいて入賞者を決定する。

第 6 発表

入賞者には、平成 9年 3月3 日( 月) 以降に通知する

とともに、幸匠道機関に発表する。

第 7 表彰

(1) 入賞者には賞状、賞牌および、賞金 ( 総鶴00万

円以内) を贈り、表彰する。

(2) 表彰式は、平成 9年 3月28日樹開催の本会創

立80周年言c ; 念式典において行う。

財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所 理 事 長 前 田 敏 男

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長 若 山 繁

株 式 会 社 大 林 組 代 表 取 締 役 社 長 大 林 芳 郎

株 式 会 社 竹 中 工 務 庖 代 表 取 締 役 社 長 竹 中 統一

新 日 本 製 織 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長 武 田 豊

大 阪 市 長 大 島 錆

神 戸 市 長 宮 崎 辰 雄

大 阪 市 長 西 尾 正 也

社 団 法 人 大 阪 電 業 協 会 会 長 若 山 繁

鹿 島 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長 鹿 島 昭一

大阪ビジネスパーク開発協議会

神 戸 市 長 笹 山 幸 俊

第3 回日本建築協会賞

(平成 5 年 6 月23 日表彰)

• r コモンシティ星回」における全地中配電方式の技術開発及び適用 関 西 電 力 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長 秋 山 喜 久

・耐火鋼による無被複鉄骨造建物の実用化 新 日 本 製 鍛 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長 競 藤 裕

' I N A Xギャラリーの活動とブックレツトの刊 行

- まちづくり会社 「黒壁」の事業展開とその成果

. 大型美術陶板等の開発と施工法の技術確立

・特別賞 1 点

- 制 俊構 造 の 研 究 とダイナミツクインテ リジェントピ J レの開 発

株 式 会 社 IN A X 代 表 取 締 役 社 長 伊 祭 郷三

株 式 会 社 黒 壁 代 表 取 締 役 社 長 長 谷 定 雄

大 塚 オ ー ミ 陶 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長 大 塚 正 士

京都大学名誉教授 小 堀 鍔ニ

建 築 と 社 会 ・1996. 6 1  



30's EYE21世紀へのエスキス

第19回

平山洋介

神戸大学講師

都市居住の再生

被災地の現場から考える

r30's EYE- 21世紀へのエスキス」をテーマ

に、 30代を中心に様々な分野でご活路の

方々 をゲスト鱗仰に迎え、従来の献策会形式

とは迷う「語り合い、告ら端技換を行う拾いをつ〈り

か士考えています。気軽にご参加下示、。

りんくう

ゲートタワービjレ

第l 期( 北棟)

見学会

2  

日 時 1996年7月26日幽

Ｑ Ｘ Ｚ ＳＰｾＲＰ Ｚ ＳＰ＠

会 場 日 本 建 築 協 会 サ ロ ン

* 大阪駅前第 3 ビル21階

講 師 平 山 洋 介

定 員 30人* 申込多数の場合は抽選

参 加 費 会 員 1，000円 → 宣 1，500円

* 学生は 500円引

* 含、飲物・消間見

* 団体会員扱いは |社 |名

申 込 7月19日悩 までに、ハガキ、

FAX、電話でお申込み下さい。

① 催し名 (30'sEYE)

②氏名

③個人・団体会員、一般の別

@職 場・学校名

信湯吻属亜F送先

@ 詔洛先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を7月22日(月)に発送

します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田トト 3 -2100 

大阪駅前第3ビル21階 干530

FAX. 348- 0634  TEL .348- 0633 

主 催 (扮日本建築協会

若い会員の集L ¥l J可委員会

主 担 増 岡 昌 彦/ 泉南市事業部

1994年、 日本の新しい玄関として開港

した関西新空港。この空港の対岸に建

言支が進められている「りんくうタウ ン」

は、空港のもたらすインパク 卜を最大

限;に，舌用し、「ノ Tシフィ ック・シティ」と

いうコンセプ卜のもとで、人 ・モノ・ 情

報の国際的な交流拠点となることが期

待されています。 このりんくうタウン

のシンボルともいえる りんくうゲー卜

神戸の惨状は、震災それ自体の範囲内

の完結した問題ではありません。世界

の多数の都市は、経済成長の滅忍 資本

移動のグローパリゼーション、フォ ー

テ'イズムの秩序の衰弱、高齢社会の形

成など、全面的な構造再編の逸とにあ

ります。神戸におきましても、基幹産業

の 劃 忌 開 発 プロジェク 卜の図書色イ ン

ナーシティの疲弊などが進み、時代の

変化が押し寄せていました。だから、復

興の可能性を探索するにあた っては、

概宣再編によるインパクトがすでにあ

って、そ こに震災のインパク 卜が追恕

していると考える必要があります。こ

の意味では、被災地は震災の打撃 を受

けているだけでなく、も っと深〈クラ

ッシュした状態に直面しているといえ

るでしょう 。 また同時に、神戸の問題

は、世界のすべての都市の再生に関連

した問題を凝集して欝見しているので

はないでしょうか。 このような文脈を

ふ まえて、とくに都市居住の問題を被

災地の現場から考えてみたいと思って

います。 ( 平山洋介)

タワ ー ピルも第 l 期ビル北棟が本年

(1996年) 秋にいよいよオープン しま

す。I也上56階建、 256mの西日本ーの高

さのビルは文字どおり 日本のゲー 卜と

なり、最先端のインテリ ジェン 卜オフ

ィ ス の 他 国 際 会議場やホテル、 宴会

場、インキ ュベータ括支などグローパ

ルビジネスの拠点として最高の環境を

備えています。 ( 里子田泰弘)

- 品I! 築概要

所 在 地 大阪府泉佐野市りん〈う従来北

設骨|監理 りんくうゲートタワーピル

1: 1娃 ・安井設計 ] V

施 工 大林・竹中 ・鹿島 ・シヤ ーノレ ・奥

村・ 泊池 ・戸旺i 長谷工 ・1畳m

村本・大末・森本・南海辰村] V

敷地而税 16.870.09m'  

建築而ffl 14.100. 11m'  ( 公共駐車場部合む)

延床fiiif i'l 118. 052.79m' (公共駐車場都合む)

総遊説様 S ' 一部SRC、B2 ・56F

ュ j切 1992$1' 8月一1996
i
f.8 月

オー プン 1996年 10月 ( 子定)

平山洋介 ( ひらやまようすり)

1958 大阪生まれ

1981  神戸大学工学部環境計画学科卒業

1988 神戸大学大学院修了 学術博士

日本姥築学会奨励賞受賞

1994 神戸大学発達科学部人間環境科学科

専任官尊師

東京市政調査会藤田賞受賞

日本都市計画学会論文奨励賞受賞

特 ｾ ｉ ｲＮ

現代大都市のリストラタチャリング( 京大

出版会、共軒、 1992)

コミュニティ ・ぺース トハウジング: 現代

アメリカの近隣再生( ドメス 出版、 1993)

Housing  and Fa mil y  Wealth: Comparat-

ive International  Perspect ives 

(Routledge. 共省、 1995)

大震災 100日の軌跡{ 神戸新11lI総合出版セン

タ一、共省、 1995)

携m! ・現代居住第 l 巻ー歴史の思想( 京大出

版会、共帯、 1996子走)

ｦ ｾ 座 ・ 現代居住買 ＧＳ 巻 。 居住空 ｉｩ刊 の再生Ｈ東

大出版会、共軒、 1996予定)

社会学講座第 6巻都市( }巨大出版会、共

折、 1997予定)

欧米 i. J : 宅政策論( ミヰノレヴ 71!r- Jii 、共帯、

1997子定)

日 時 1996年 7 月19 日幽

13:30 - 16:30 

講 師 野 田 泰 弘/ 日建諒官室前日長

増田宗忠/ 大林ほ力、'J V所長

定 員 60人

* 申込者多数の場合は抽選

集 合王殿也

*J R・南海「りんくうタウ ン」

駅下車すぐ

参 加 費 会 員 1，000円、一般 2，000円

申 込 7 月11 日同 までに、ハガキ、

FAX、電話でお申込み下 さい。

①催し名( りんくうゲート タ

ワーヒ'ル見学会)

②氏名

③個人 ・団体会員、→宣の別

但職場 ・学校名

⑤ 参加証郵送先

喧 漣絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 7 月12日ωに発送

します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田 卜|ー3-2100

大阪駅前第 3 ビル21階 干530

FAX. 348-0634  TEL .  348- 0633 



平 成 8年 度

日本建築協会評議員 ( 附)

平 成 8 年 度

目本建築協会役員会務分掌 州制

克 彦 ( き ん で ん )

卓 生 ( 中央: I i : 気 工 業 )

( 管工部門)

甲子t栓(扶 桑 管 工 業)

勉 (英 商 会)

洋 明 ( 明l 日 工 業 社 )

至 成 ( 日 比 谷 総 合 設 備 )

後 嗣 ( 須 賀 工 業 )

( 建材部門)

尚 雄 ( 束 洋 シ ャ ッ タ ー)

康 雄 ( シ プ タ ニ )

晃生( 加l 栂 又)

祐 治 ( シ ン コ ー )

一( 建聾工房和泉庖)

男( サングローブ)

日召

敏

回

木

鶴議 長

副 議 長( 束 畑 縫 築 事 務 所 )

( 日 建 設 計 )

( 安井建築 設計事務所)

( : J I [ 畑建築事務所)

( 技術部門)

健 治 ( 修 成 長I! 設 専 門 学 校)

- !! II  ＨｾＲ 問 主 ｉＡ 設Ｉ

英 明 ( 近 畿 地 建 )

昭 一 ( 建 築 工 房 和 泉 屋 )

f(iX ( 清 水 建 設 )

1専( 大 阪 市 計 画 局 )

裕 紀( 大阪府住宅供給公社)

敏 男 ( サ ン グ ロ ー プ )

幸 三郎 ( 東 芝 ラ イ テ ッ ク )

政 昭 ( 大 阪 芸 術 大 学 )

( 総合部門)

文 彦 ( 東 洋 土 建 )

裕 光 ( 鉄 処 主 I ! 設 )

邦 夫 ( 今 西 組 )

日出夫( 浅 沼 組)

宏 ( 大 林 組 )

日 ム ( 竹 中 工 務 庖 )

世 ( 戸 間 建 設)

佑 { 松 村 組 )

司 ( 銭 高 級 )

昭 ( 藤 木 工 務 底 )

彦( ! i ll 組)

二 ( 鴻 池 組 )

ー ( 三 井 建 設 )

宏( 問 中 建 設)

昭 ( 西 岡 工 業 )

勉 ( 西 松 建 設)

英 夫 ( 大 日 本 土 木 )

安 弘 ( 奥 村 組 )

昌 明 ( 安 藤 主 I ! 設 ) : 弁

( 電気部門) :清

伸 之(i 主 海 屯 気 ) ; 福

貞 雄 ( 八 千 代 危 設 工 業 ) ( 吉

宗 吾( 近 畿 工 業 ) :  

尾

野

瀬

藤

水

崎

本

成

矢

川

近

清

回

松

本 部 所 属 評 議 員

( 東海支部)

三 辰( 安井正I ! 築設刑事務所)

淳 之介( 東知|建 築 事 務 所 )

英 一 ( 鴻 池 組 )

金 之 ( 愛 知1 工 業 大 学 )

壮 一 郎 ( 愛 知 工 業 大 学)

輝 勇 ( 丸 普 深 見 越 装 )

( 京都支部)

明 孝 ( 日 本 生I! 設)

治( 神 治 屋 )

時! (京都国際建築技術専門学校)

昌 次Ｈ花ｾ造闘Ｉ

( 和歌山支部)

真 哉( 井村正I!築 設計事務 所)

一 宏 (栄 建 工 業)

( 中国支部)

弘 美 ( ア オ ケ ン )

剛 一 ( 消 閑 工 務 府)

敏 男 ( 福 永 建 設 )

党 ( 教 育 施 設 研 究 所 )

支 部 所 属 評 議 員

打垣内

児 玉

菅

畠

{  

昌

山

谷

口

問

村

本

上

回

永

竹

本

本

田

山

小

谷

寺

林

松

盛

秋

神

山

山

井

富

JI顕

正

邦

静

悦

隆

ag 

部

回

西

塚

田

口

本

脇

山

田

石

山

中

田

回

井

崎

村

海

橋

岸

村

口

岡

田

川

岡

出

木

上

形

下

谷

坪

線

中

平

甫

三

村

山

車鋤 ・会'Jj- . zl磯局担当

) 研修・編集担当

) 会 勢 事 業担当

京 都 大 学 )

建 設 計 )

布l 設 骨1-)

ZE 組)

元

日

昭

銭

二

次

一

宏

夫

潔

明

善

雄

謙

猛

正

哲

公

行

義

口

畑

本

野

川

口

叩

多

袋

本

高

東

塚

佐

市

三

金

薬

問

銭

長4

E

1

1

 

誉

1

2

名

会 長

副 会 長

阿

有

今

大

金

川

楠

坂

塩

芝

柴

白

杉

田

西

任

藤

藤

吉

浅

山

石

高

和 ( 大阪証I! 設業 協会)

季 ( 鴻 池 組 )

徹 ( 不 二 熱 学 工 業 )

節 ( ダ イ ダ ン )

兵 二 ( 竹 中 工 務 1;5)

秀 信 ( 戸 田 建 設 )

孝太郎( 原因セメント 化工)

俊 秋 ( 日 興)

利 為 ( 大 林 組 )

哲 也 ( ミ ル ッ ク ス)

稚 文( 伊藤控築設計事務所)

! 鯵( 三 起 総 合 設 備 )

男( 多弁建築研究所)

之 ( ア ジ タ )

勝( 大阪市都市整備局)

夫{ 住宅・都市重量備公団)

三 ( 雌 木 工 務 底 )

歳 ( 熊 谷 組 )

美 ( 大成長I ! 設)

次 ( 阪急エンジニ7Yング)

t佐 ( 近 畿 大 学 )

夫 ( 主 主E 工 業 )

治 ( 大 阪 府 建 築 部 )

朗{ 大阪住宅セ ンタ ー)

久 米

郎 ( 大 林 組 ) : 鴻 池

郎 ( 大 阪 化 工) : 近 藤

英 ( 栗 原 工 業 ) : 菅 谷

秀( 西原衛生工新大阪底) : 0田 村

吾 ( 松 村 組 ) :0西 川

夫( 村上総合事務所) : 0原 田

平 本

OJl 車 販

森 井

O森 口

(事業) 7名

弁 尻

O多 弁

士 ( き ん で ん ) :0西 東

ｾＨ大阪大学Ｉ : 坂

雄 ( 鹿 島 建 設) : 永 田

錬 ー ( 竹 中 工 務 庖 ) : 藤 木

一 郎 ( ユ ニ オ ン ) ， 山 下

達 夫( 日柑聾構造技附齢) : ( 研修) 6名

度 三 ( 浦 辺 設 計) : 市 川 正

宏 至朗 ( 安井建築設計事務所) :  金 井 弘

修 ( 修 建 築 事 務 所 ) : 0 片 倉 健

久 ( [ 1 建 設 計 ) : 永 原 義

羽 生 洋

O和 田 克

幸

茂

雅

去十

銭

宏

理事 (0 印常任理事)

( 総務) 6名

大 林 芳

恩 庄 二

栗 原 信

C 伴 昭

松 村 雄

O村 上 秀

( 会計) 5名

奥 村 俊 夫 ( 奥 村 組 )

C 小 林 四 郎 ( 住 友 電 設 )

清 水 毅 一 郎 (i清 水 工 業 所 )

友 原 被 ( 削 組)

O前 野 慶 太 郎 ( あ め り か 屋 )

( 編集) 10名

荒 巻 恭

井 上

O小 島

竹 中

立 野

真 塚

O松 村

O講 和l'

0 111 問

。輿謝野

( 会勢) 13名

浅 沼 誠 夫 ( 波 m 組)

太 閉 経 信 ( 板 倉 正 I ! 築 研 究 所 )

常 務 理事 加 藤 三 郎

( 監事) 尾 1l ! . 清四郎( 三晃空調) 夫( 松村組)俊藤イヲ?

日本建築協会支部長 (奇跡略)

文( 伊藤建築訟言十事務所)

己( 清和建築 設計事務所)

tt主 ( 小 池 組 )

則I( 佐 藤 総 合 計 画 )

雅

正

康

敏

口

手

池

林

森

井

小

士白

東 海

京 都

和 歌 山

中 国

平 成 8年 度

日本建築協会特別委員会委員 (附帯)

3  

- 企画委員会

協会の今後の巡営を検前、? 作殺する 。

委 員 長 片 倉 健 雄 ( 近 畿 大 学 )

委 員 小 林 四 郎( 住 友 電 設 )

松 村 度 三 ( 浦 辺 設 計 )

三 木 敏 男 { サ ン グ ロ ー プ )

村 上 秀 夫 { 村 上 総 合 事 務 所 )

山 形 政 昭 ( 大 阪 芸 術 大 学 )

平日 間 克 朗 ( 大 阪 住 宅 セ ンタ ー)



平成 8 年 4 月24 日 開 催 の 定 例 理 事 会 に お い て 、 下 記 の と お り 各 常 設

委員会委員を委嘱いたしました。( 敬称略 。印委員長 O 印副委員長

A 印幹事 * 向l雇1( 1日l 聡3品名は略称、を用いました)

平 成 8 年 度

日本建築協会常設委員会委員

l劃 ( 大阪市立工芸高校)

志( 西野 III 工業高校)

男 ( 布 施 工 業 高 校 )

宜 ( 今 宮 工 業 高 校 )

三 ( 西野田 工業高校)

夫 ( 日 建 設 計 )

王IJ ( 尼崎工業高校)

史( 場市立工業高校)

二 ( 愛 知 産 業 大 学 )

隆 ( 都 品 工 業 高 校 )

I1B  (菅井建築設計事務所)

徹( 場r / 1 立工業高校)

男( J ![i:1IはI! 築事務所)

- 出版委員会

建築に l期する悶舎の企闘 ・編集 ・刊行 r辿

築技術選ｾＡ，ｴｊＴ寺装版および〈プ ロ のノウハウ〉

の企画刊行、ならぴに税H l ! : の企画 ・実施

。 山 田 ｻｉ ｾ＠ ( 修建築事務所)

O上 原 正 行 ( 竹 中 工 務 底 )

青 杉11 英 之 (ff 柳 椛 造 設 官1-)

安 達英俊( 安達英俊建築研究所)

荒 川 治 徳 ( シミズ・ピルライ 7 ケ7)

井 上 まるみ( 住まい の研究室)

植 村 典 人 ( 西 野 田 工 業 苅 校 )

川 崎 公 雄 ( 鹿 島 総 数)

岸 田 仁 ( 大 阪 府 建 築 部 )

楠 本 照 男 O昭 和 設 計 )

桑 田平 ｾｬ 1明 (松 村 組 )

志 賀 咲 穂 ( 姫 路 短 期 大 学)

下 田 英 雄 ( 大 林 組 )

谷 川 j来 信( 大匝工主技術専門学捜)

中 川 徹 ( 消 水 地 殻)

前 田 邦 江( 住まいの実技鵠座)

松 本 克 郎 ( 大 l主 総 設)

森 山 正 和1 (神 戸 大 学)

安 田 孝 ( m 南 大 学 )

圃建材委員会

長I ! 材コンサルタント ・新建材の紹介

。 和 田 克朗( 大阪住宅センター)

阿 部 修 ( 松 村 組 )

猪 野 達 雄 ( 竹 中 工 務 底 )

井 上 享 ( 藤 木 工 務 底 )

大 限 哲 夫 ( 新 日 本 製 織 )

岡 山 信 ( 奥 村 組 )

岡 本 昌 和 ( 住宅 ・都市聾備公団)

小 幡 義 明 (JA b } ，建設)

柿 本 正 和 { 銭 高 組 )

河 津 龍 大{ 日本建築総合試験所)

小 谷 防 次 郎 ( 日 感 設 計 )

O近 藤 逮 失 ( 大 日 本 土 木 )

斎 藤 玄 (NT T 7 7 けれーズ)

阪 本 重 信 ( 大 成 雄 設 )

竹 田 三 夫 ( 鴻 池 組 )

谷 口 英 武 ( 大 林 組 )

滋 泰車i I i ( 熊 谷 組 )

中 キ す 幸 人 ( 大阪府建築部)

西 川 純 一 州 事I ｾ北 町

西 If， i告( 大主I ! 設問一)

伯 者 紳 ( 制 |建築設計事務所)

* 線 内 三 郎

松 原 義 美 ( 戸 l泊 五I ! 設)

松 本 意( 束知l建築事務所)

宮 越 正 明 ( 清 水 長I ! 紋)

O元 木 貞 次( 東洋紡エン ジニアリング)

保 田 幸 H召( 近畿地方処 設問)

若 杉 三 紀 夫( 住友大阪セメント)

- 編集委員会

会詑「建築 t 社会」の企画 ・編集

。 奥謝 野 久 ( 日 建 設

* 束 孝 光 ( 大 阪 大

・特集小委員会

計画系分科会

( 計画系)

伊 縫 慾

梅 村 宏

小 j甫 久

鈴 木 克

田 中 直

松 川 敏

検 閲 兵

ム 吉 村 英

( 建築計画系)

荒 井 1専 ( 清 水 建 設 )

磯 村 千 恵 子 ( 大 成 建 設 )

上 杉 秀 隆 (7- -¥，同ト上停車繍究所)

ム 江 高IJ 敏 史 ( 日 建 設 計)

荻 窪 伸 彦( 安井建築設計事務所)

菅 野 JS 司 ( 鹿 島 建 設 )

笹 村 欽 也 ( 束畑建築事務所)

佐 藤 不 二 男 ( 大 阪 大 学 )

塚 本 史 郎 ( 鴻 池 組 )

刃 金 国 雄 ( 大 林 組 )

山 本 匡( 竹 中 工 務 底 )

( インテリア・ 住宅系)

石 川 佳 子

岡 本 昭 子 U::j ね 展 )

加I il 暴 力( 京都工芸繊維大学)

ム 角 方 不11 幸{ 住宅 ・都市整備公団)

ｾｴ＠ i市 か は る ( 大 阪 市 立 大 学)

小 梶 音 隆 ( 竹 中 工 務 応 )

小 島 係 人 ( 新 保 管 也 ア トリエ)

高 橋 文 吾( 日連スぺーげずイン)

"1' 村 孝 之 ( 駁 水 ノ 、 ウ ス )

畑 康 之( 安井建築設計事務所)

福 田 l主l 利 (7 ト1エド 1) ' 7 げ )

山 上 恭 子 ( 大 林 組 )

波 i金 秀 俊 ( 武 庫 川 女 子 大 学 )

構 造 分 科 会

太 田

岸 本

西 郷

鈴 木

ム 長 瀬

平 野 宮

北 { 燦 稔

松 本 孝

宮 本 光

設備分科会

岡 野 均 ( き ん で ん )

梶 井 宏 修 ( 近 畿 大 学)

河 在住 l盗 之 ( 河 i:ll 隆之事務所)

回 ノ刈l 好 幸( 竹 中 工 務 l苫)

ム 西 岡 道 維 ( 大阪市建築技術協会)

野 口 太 郎 ( 関 西 大 学 )

桝 井 tt mi (器骨浦コンサ吋ント )

松 iili 1' 1在 ( 安井建築設計事務所)

水 谷 昇ー( 大阪市都市整備局)

村 上 幸 三郎 ( 東芝ライテック)

横 平 光 伸 ( 新菱冷熱工業)

施工材料分科会

有 光 利 治 ( 鹿 島 建 設 )

ムキ 直 田 実( 清 水 建 設)

小 椎 八 重 敏 ( 積 水 ハ ウ ス )

志 水 史 典 ( 大 林 組 )

十 倉 毅( 日本建築総合試験所)

康

清

育

正

公

啓

将

I住

敏

和

岡

松

宅

西

山

池

保

山

田

雄

島

問

弁

久

和

植

三

大

最

小

小

小

武

出

永

山

吉

O

A

ム

森 田 芳 次( 安井建築設計事務所)

和 田 ; 常 治 { 大 林 組 )

. 広報小委員会

0 原 見 昌 志( 安井建築間十事務所)

O川 村 民 次( 住宅・都市整備公団)

ム 奥 村 進( 束期11建築事務所)

ム門 川 清 行( 竹 中 工 務 l苫)

ム 掃 部 禰 ( 大阪市公 |通協会)

ム i商 弁 重 治 ( 野 村 正 l ! 設 工 業 )

ム下 村 健 治 ( 修 成 処設早川 学校)

伊 藤 武 夫 ( 大 林 組 )

小 笹 光 彦( ランテリ計画事務所)

H十 幸一 郎Ｈ刷 ｈＧ Ｂ， ｉｕＱ ｾｾ ニ門川 Ｉ

紙 西 孝 彦 ( 昭 和 設 計 )

北 岡 宏 一 ( ア ジ タ )

木場公 Ａｴｬｾ ( 大阪府主I ! 築部)

佐 藤 稔 ov: 畑建築事務所)

瀬 戸川 篠 ( 関 西 電 力 )

竹 内 利 明 ( 浅 沼 組 )

谷 本 敏 和 ( き ん で ん )

中 西 稔 ( 奈 良 ホ テ ノ レ )

三 上 不 二 夫 (銭 高 組)

宮 内 宏 (宮 内 商 会 )

. 若い会員の集 い小委員会

O杉 本 兵 一 ( 大 阪 芸 術 大 学)

ム 阪 閏 弘 一 ( 大 阪 大 学)

ム f首 田 昌 彦 ( 泉 南 市 事 業 部 )

ム 廻 はるよ( 束知l挫築事務所)

芦 田 智 之 ( 日 姥 設 計 )

有 国 吉 弘 ( 北 大 阪 急 行 電 鉄 )

内 f'I' 毅 ( P P  1)  

佐 伯 先 史 ( 清 水 建 設)

佐 々 木 晴 子{ 大阪市監査事務局)

島 ｾＱ 長 男( 安藤忠雄建築研究所)

瀬 藤 良 雄 ｖｾｪＭｔ ール西日本町柳川

竹 田 芳 之 ( 久 米 設 計 )

龍 野 豪 芋11 ( 大阪市住宅供給公社)

田中 滋ｾＨ大林組Ｉ

問 中 JiIt ( ヘ ッ ズ )

田 上 圭 吾 ( 弁 上 守 建 築11'務所)

田 畑 霊 H月 ( 板合建築研究所)

土 ヲ| 正 ( 大 阪 市 立 大 学)

長 甥 晃 治 ( 大 阪 府 長 l ! 築 部 )

樋 上 新 治 ( 和 敬)

松 限 立 ( 竹 中 工 務 底)

三 砂 隆 史 ( 大 島 l ! 設 問 )

宮 崎 ひ ろ 志( 兵庫県立入嶋監の博物首)

山 際 直 人 ( 松本明建築研究所)

山 田 和 弘 ( ジオ ・アカマツ)

山 本 勝 彦( 安井建築設計事務所)

米 弁 cZ  Ｈ束 ｾｉｉ 建築事務所Ｉ

宏 ( 大 阪 府 建 築 部 )

二 ( 竹 中 工 務 底 )

野 口 和

吉 田 茂

法 令 分 科 会

入 江 田 吉 仁 ( 神 戸 市 住 宅 局 )

江 山 雅 己 ( 大 阪 市 剖 画 局 )

樫 田 攻( 京都市都市計画局)

A 城 戸 史 郎 ( 兵 J ， l l県都市住宅部)

中 キ す 正 J 1jg ( 大阪府建築部)

前 野 幸 雄 ( 京 都 府 土 木 処 築 部 )

掴作品作風小委員会

赤 木 隆 ( 日 建 設 計 )

秋 山 茂 ( 清 水 処 設 )

朝 倉 一 晃( 兵庫県都市住宅部)

小 笠 原 絵 理 ( J l 日 工 作 舎 )

川| 上 比 家子( 夙川学院短期大学)

念 樹l 奈千子( 問中啓文器告控聾研究所)

杉 原 繁 ( 大 阪 府 建 築 部 )

0 25 田 昌 義 ( 大 林 組 )

中 村 文 紀 ( 束 創 建 築 事 務 所 )

藤 城 義 丈 ( 制昌腿聾酎事務所)

前 川 治 彦( 前川治彦建築研究所)

前 田 幸 宏 ( 大 建 設 計 )

増田 ｉｾ ｪＨ彦Ｈ住友信託銀行Ｉ

増 田 俊 哉 ( 竹 中 工 務 底 )

松 田 善 弘 { 昭 和 設 計 )

宮 地 雄一郎( 安井建築i C : 計事務所)

・会員企画小委員会

伊 藤 有11 郎 ( 日 姥 設 計 )

O稲 木 裕 子 ( 大 阪 挫段専門学校)

大 谷 由 紀 子

開 谷 浩 史 ( 前 水 長 l ! 設 )

毛 谷 村 英 治 ( 京 都 大 学)

小 板 橋 鉄 雄 ( 脱工コーポレーンョン)

佐 野 洋 ( 日 本 設 計 )

高 岡 伸 一 ( 昭 和 設 計 )

高 回 光 雄 ( 京 都 大 学)

高 橋 鹿 子( 7' ザイン・オフ ィス レイ)

塚 口 明 洋( 縁日明洋処築研究室)

東 宮 年- 1111 ( 大 建 設 計 )

増 沸l 昌 平11 (神 戸 市 住 宅 局)

山 寄 託 子( 神戸市住宅供給公社)

. 広告企画小委員会

池 沸l 俊 男 ( タ ジ マ )

小 申 請 義 l明 (JA ｾ主総 数 Ｉ

加 納 仲太 郎 ( 清 水 越 設 )

l勝 一 弘 ( 大 林 組 )

O河 原 正 雄 ( 竹 中 工 務 J;5)

|刻 川 詞 之 ( 大 11t: 挫 設 )

愛 国 信 八1111 ( 給 村 組 )

山 下 修 吉1 (安井建築設計lli 務所)

音1')

学)

幸 ( 日 建 設 計 )

尚 ( 大 阪 市 計 画 局 )

子 ( 大 阪 大 学 )

彦( 京都工芸繊維大学)

人 ( 神戸芸術工科大学)

正 ( 竹 中 工 務 J;5)

紀 ( 積 水 ハ ワ ス )

干 布 ( 大 阪 大 学 )

党 ( 鴻 池 組 )

毅 ( 大 阪 大 学 )

師 ( 束珂11主l ! 祭事務所)

tw: ( 大 林 組 )

正 ( 竹 中 工 務 J;!;)

之 ( 日 建 設 計 )

虫11 ( 北篠建築構造研究所)

弘 ( 安井建築設計事務所)

JlI I  ( キンキ総合設計)

一

慈

勝

- 教育委員会

建築教育に ついての調査 ・研究、講習会の

企l司 ・実施ならびに工高生テeザインコンク

- / " などの企画および実施

。 片 倉 健 雄 ( 近 畿

・講習会小委員会

O藤 井 孝 袋 { 大 林 組 )

ムイ:Ie. 1'1  久( 腹 f.. 雄 設 )

ム 高 橋 玉 虫 J1jg (松 村 組)

児 玉 啓 孝 ( 鴻 I也 組 )

関 川 詞 之 ( 大 成 長 I ! 設)

田 中 克 治 郎 ( 銭 jt ;j 組)

武 田 健 ( 奥 村 組 )

南 部 幸 仁 ( 清 水 生 I ! 設)

松 サ | 攻 ( 竹 中 工 務 l苫)

議 啓 亮 ( i 葺 i H 組 )

・工高生教育小委員会

学)大

- 事業委員会

見学 ・鰐ilii ・:lJ/. 191 '  1説示 ・映画・世i親会・

辛子い会nの集いなどの企画および実施

。 多チ ｼ 二幸男 ＨＤｾ ｉ Ｇ 姐 ｩ 築研究所Ｉ

O三 好 l続 ( 日 本 ホ ー ム ズ )

O南 次 郎 ( 日 本 建 築 協 会 )

. 見学会小委員会

ｏ 福島靖 夫Ｈ鹿ｾＱ＾挫設 Ｉ

A 伊 藤 1専 ( 怯 村 組 )

ム 岡 田 掌之( } ! l : 知i建築事務所)

ム福 家 敬( 大阪府住宅供給公社)

井 上 敬 一 (竹 中 工 務 1;5)

久 保 田 秀 男 ( 日 処 設 計 )

坂 上 幸 平 ( 大 成 建 設 )

総 本 高 茂 ( 鴻 池 組 )

寺 田 恭 信 ( 大 阪 市 消 防 局 )

中 島 健 二 ( 藤 木 工 務 底 )

松 ii 日 剛 士 ( 日l 7 ) ( 長I ! 設)

4  
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ウォータースライドの歴史と現状 ・三海正春

流 水 機 能 付 小 型 プー ノレ ・奥村一義

透 明 プーノレ ・清水博文

yk 中スピーカー ・前島秀朗/植木正孝

第4回「日本建築協会賞」候補業績の募集.

30' s E Y E  ( 19) 平山洋介「都市居住の再生 被災地の現場から考えるー J ，

りんくうゲートタワーピル第 l期( 北棟) 見学会.

平 成8年度日本建築協会役員会務分掌.

平成8年度日本建築協会評議員/ 支部長/ 特別委員会委員/ 常設委員会委員.

作 品 作 風 6  

中国支部作品作風 県 民 の 森 公 園 セ ンタ ー

広 島 県 立 保 健 福 祉 短 期 大 学

福 山 大 学 大 学 会 館

呉 大 学

N H K広 島 放 送セ ンタ ー ピノレ

建築技術安全審査委員会について

gall ery 

GB R Cニュース

W 

江 戸 堀 セ ンタ ー ピノレ

堺 市 役 所 西 支 所 ( 四文化会館 ・西老人福祉センタ ー併設)

富回 ｾＪ市ケア セ ンタ ー 『 けあ ｌ Ｚｦ る 』

宝 塚 瞥 察 署

播 磨科 学 公 園 都市 高 層 住 宅

目立関西ピノレ

ｅｃ 丸 ｾ ｖｉ 卜 ｼ システム セ ンター

日 本 農 薬 株 式 会 社 総 合 研 究 所

D - C OUR T  K  - School  ( 森村政悦) ・赤 木 隆 24 

26 

Wat chi ng( 15) 者Ilrnの風景: ヒツレのつぼ- What  brought  V AS E  here !・糟 谷 i告史

37 

3  

ブf ックステーション 短詞'4組 ・伊穣郁郎 ・稲木裕子 40 

評 「者11市計画」を身近なものtしてとらえ直す21世紀に向けての提言書( 提言 者11市 創 造 ・41

伊 藤 滋 著 ) ・吉村英祐
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高 度 地 区 の 変 更一 京 都 市- ・岡田伊織

ある授業 2 ・鈴木良介. 時の流れ ・垂水英司 .

ニッコリの家 ・瀬戸本i享. 施工品質管理の重要性 ・回中正司

informat i on ル・コルピュジエ一太陽の詩学一. 卒業生作品展& 記念セミナー， ART BOX NAGOY A  '96 

『海の日 』制定記念 ・展 覧 会『海 J ，京都地域住宅 <HOPE >コンクール募集

大阪まちなみ賞( 大阪都市景観建築賞) 募集. 日影規制事前審査制度廃止.

「明治村賞」に坂本勝比古氏. インターネットによるシェルター・ アイディア・コンペティション.

出版委員会だより 夜封、ワイン、そして本 ・山田 修

月間の動き 平 成8年4) J 分

構 造 の 頁

設 備 の 頁

。 ＧｴＡ ｊｕ 主 ｏ ｾＧｉ 委 ｵｵ ※排 ｊ 拝

印 刷 平 成 8 年 6 fI 20 日

発 行 平 ! 主 8 年 6 Jl 25 日

発 行 人 主l 同法人 11 本主l ! 築協会

発 行 所 相 |司法人 U 本長l ! 築協会

)¥阪，1; 北区梅III ト1-3-2100

m 06- 348- 0635 

挺仔日直 00910・9-39975

印刷所 ff 来 印 刷 株 式 会 社

11 本 屯 値 株 式 会 社

定 価 12∞門( 本体価格1165円〕

低 降 伏 点 側 、 極 低 | 降 伏 点 鋼の 材 料 特 性 ・ 大 隈 哲 夫

対在J J . に. b' di' す設備r . 号機の色とかたち ・中村隆一
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一
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作置彊

E 彊 風

設 計 監 理 ・

東 畑 建 築 事 務 所 ・ IA O竹 田 設 計 室

施 工 ・

清 水 建 設 ・鹿 島 建 設 ・浅 沼 組 ・新 日 本 製 織

江戸堀センタ- ビル

大阪の者 ｉｾ 心は西に向かつて発展してきたといわれる。昭和 ＱＱＲ 年の御

堂 筋 の 開 通 以 降 中心業務街はそれまでの堺筋界限から御堂筋に移

り、琴i躍では四つ橋筋、なにわ筋へと業務地区が拡張しつつある 。

そのなにわ筋と土佐沼通りの交差点に、オフィス主体の高J f i i ヒツレと

して江戸羽iセンターヒツレは言十四された。

ｾ知也周辺は、中小の業務ヒツレや住宅が混在し商業 ・ 業務 地 区として

は土地利用が未成熟であるが、今後地下銀三li J f 線の整備や中之島の再

開発などにともな い者11市化が進むことが考えられる。 こうした、 今

後の発展的側寺される、既成中心業務地区の外縁昔11 という立地にお

ける都市の( 1 時間的空間的) ダイナミズムに呼応することをひとつ

のテ ーマとして設計を進めた。

外部デザ、インは、南北 2 つのコアとこれをつなぐカーテンヲオーノレ

による柿成であるが、これらの組み立て方は者11市との関係を1部監し

ながら昔十i i l Il した。すなわち、例密な者11心に向いたなにわ育制J 1 11 ( 刃訂函)

はi泊而のガラスカ ー テンウオーノレとし、述完去を用いた海{ J l 11 ( 西面)

よりもな図的に高い識別性を与えた。 また、ボリュウムの分節法や

垂直方向性をもったエレメン卜のデザインなどによって、全体とし

て何割踏のある表現を試みた。

歩行者 ν ベノレにお L 、ても者11市とインタラクティブに関係する建築で

ありたいと考え、交差点{ J l 11には大型オブジ‘ ェと 22かな喜和也ぞもつ公

ｾｊｦＮｊＧ性の ｩｲ ｲ，ｾ、 主 主地を提供ーした 。 外来者は、この広場を通り印象Ｎｩ Ｊｬ 、庇

に導かれてエントランスホーノレには L 、る 。 臼大理石を恭調としたこ

のエ ントランスホーノレは、主I!築のグレードと品絡を示す者11市に|持lか

れたインフォメーション空間である 。

各基準附はOAフ ロアと十分な天井高をもっ高品質のオフィススペ

ースであり 、上階からは者 ｉｾ 心 ｻｊｉｉＱ にも海側にも見 事な 眺望 を得る こと

ができる 。

当地カマil 有楽 ・業務地区として成熟するには世紀をまたいて。長期I/IJ を

要することであろうが、事業主へのｐＮｪｊ￠ｾと地域への理解から生まれ

たこの主I ! 築が、者11市の発展を先導するランドマークとなることを期

待して L 必 。 (却，tf 伸夫 ・米 井 5'. ，/*:):11陛築事務所)

所 在 地 一 一 一 一 大 阪 市 西 区 江 戸 堀2-1

敷地面積一一一一 3. 768. 5m'

建築面積ー一一一一 2. 138. 5m'

延床面積一一一一 34. 562. 9m'

構造規模一一一一一 S、 一 部 5RC、日 I F、 22F、 P2

工 期一一一一一 ＱＹＹＳ 年 Ｙ 月 ｾＱＹＹＶ 年 Ｓ 月

最 寄 駅 一 一 一 一 地 下 鉄 四 つ 橋 線 ・肥 後 橋 駅

撮 影 一 一 一 花 城 辰 男 ( 55大阪)

‘ な に わ 筋 側 外 観



エ ン ト ラ ン ス ホ ー ル

1 階 エ レ ベ ー タ ー ホ ー ル
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配 置 図 l  階 平 面 図 1200 
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作-E 遺 風

設 計 監 理 ・

堺 市l芋 舎 建 設 事 務 局 ・安 井 建 築 設 計 事 務 所

方包コニ・

竹 中 工 務 后 ・重宝内工務 l苫 ・大 鵬 建 設 工 事 共 同 企 業 体

堺市役所西支所

Ｈ西文化会館 ・ 西老メ ｊｾ 祉センター併 設 Ｉ

歴史と伝統のまち堺市は現在約80万人の人口を機し、政令指定者I1市

への移行をめざ、してし、る。全市械を 6 区域に分け、将来の区役F斤と

なる支所の建設が進められており、西支所は 3 番目に竣工した建物

である。 この支所には文化会館と老人権E祉センターが併設され、こ

れら 3 施設を有機的に組み合わせ、被合化によるメリッ卜を生み出

すこと力新酉止の重要誤植であった。

前面道路に面して設けたアプロ ーチ広場と迅搬する玄関ホーノレは、

施設全体を結ぶ重姿な空間であり、充分な広さを石笹保して来館者が

ゆとりを感じるアプローチ空間として位置づけた。 また玄関ホーノレ

からホワイエ、さらに 2 階ギャラリーへと空間の述続性を高め、立

f柏勺空間のi貸出も計った。 3 施設併設の高層僚は 7 フロアを 3 層に

区分し、独立性の高いコアに接続させる ことにより、各施設の管理

運営の自由度が高いプランとした。

建物の形態 I. : t . 機能構成を素直に表出させながら、複合施設全体とし

ての→本J惑を創出し、行政サービスの拠点として のランドマ ーク性

を持たせ、陰影のある表現により親近J践を生み出す ことを狙った。

内部空間] にお L 、ては、海に犠する西区峨のイメージの象徴としてブ

ノレーをアレンジしたB ) さやかなインテリアカラーを採用した。

( 松村 明/ 安井建築設計号王務所)

敷 地 面 積 一 一 一 - 9，295. 43m'  

建 築 面 積 一 一 一 - 3，855. 56m'  

延床面積一一一一 13 ，181. 71 m'  

構造規模一一一一一 5 R C、R C、S 、BI F、7 F、P2 F

工 期一一一 ＱＹＹＴ 年 ｬ 月 ｾＱＹＹＶ 年 Ｒ 月

最 寄 駅 一 一 一 J R阪 和 線 鳳 駅

撮 影一一一一 55大 阪

鉄骨工事 4お可ブリッジ

l  

i  

i  

j  

J  

電気設備工事 六興電気堺営業所・八千代電設工業・東栄電設共同企業体

空気調手雨量備工事・須賀工業大阪支社・阪和水道共同企業体

申告持非水衛生設備工事・日本設備大阪支庖 ・共栄設備共同企業体

昇降様宣備工事: 東芝関西封土

ガス設備工事・大阪支苅
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作置置

置彊 E

言jt 言十皇主王里 ・

類設言十室

施 工 圃

主害; 也事且

富田林市ケアセンタ-

「けあぱる」

富田林市の在宅保健福祉干制主の拠点をめざし、当施設は、老人↑ 撒幻包

設、在宅介護支援、健康づくり ・世代間交流の複合胞設として計画|

された。特に241時間総合相談窓口の設置、ホー ムヘノレパーや訪問看

殻の技日共とし、 った、よ り細やかなサービスを可能としている 。

正知也は|潟j'j!l' な低居住宅街に位澄 し、東側にi也と緑守擁する自然に恵

まれた珠岐にある。 そこで建物は高さを抑 λ 、水平を強制したテ、、ザ

インと している 。 また勾配屋様を用い、基担昔日へは自然石を採用す

るなどアイレ ベ ノレからの Ｑ Ｑｊ 乞立 ｬ ｴｬＮｾ を極力 ｩｦｵ Ｎ 成させている 。 外観 は石や

レンカ、、と し、った、 l時とともに l床わし、を増す自然素材で統一、索朴な

風合主税 しみやすきを? 五E調とした。

利 用者のためのスペー スは全て池に面して配置する ことで外部へ

の眺望を石街呆し、 l明るく H変かなソ ー ンと してい る。 また、事f¥i やいだ

雰囲気にしつらえた待合スペー スやサロ ン等のくつろぎの場、 情 報

ステ ー シヨンやクラフトルー ム等一般市 民が気経に利 用 で きる場

を設けるほか、 iA.7k プーノレやゲー ト ボーノレ場、ぱる広場といった健

康づくり 施設 も 後備し市民に| 刻放している 。

様々な也イ七が集い、交わり、 くつろげる 、 地I或の 「家」として 多 L、

に活附され、親しまれる 施 設となる ことを願ってい る。

( 平 野 令/ 知設計室)

ｉ ｊｾ ｡Ｚ ｾ ら

l'古平面図 1600 

所 在 地 富 田 林 市 向 陽 台 1- 4- 30

敷 地 面 積 一一一一 12，048. 90m'

建築面積一一一一一 5，439 .0 5 m'

延 床 面 積 一一一一一 10，819 . 5 6 m'

構造規模一一一一問、 BI F、 2 F

工 期 Ｑ ＹＹＴ 年 Ｙ 月 ｾＱＹ ＹＶ 年 Ｓ 月

寄 駅 一一一一 近 鉄 長 野 線 ・富 田 林 駅

撮 影 一一一一 藤 義 買IJ

待 合 ス ペ ー ス

療 養 室 ( 4 人 部 屋 )

食 堂

V 屋 内 プ ー ル



外 観 南 面

正面玄関
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由甲

言il:言十 圃

兵 庫 県 都市 住 宅 部 営 繕 課 ・宮 本工 務 設 計 事 務 所

監 理 ・

兵 庫 県 都市 住 宅 部 営 繕 諜

施 工 ・

宮 崎 建 設

宝 塚 警 察 署

宝塚笹祭器は、市街地のほぼ中央、国道176号線に商し宝塚ファミリ

ーランドの東側に位置しており、京阪村問のベッドタウンとしての

人口増加、観光施設が多〈四季を通じた観光客があり、交通事故や

各種犯罪に、より即応できる施設として、現地 での建て替えが行わ

れた 。 建て替えにあた っ ては、 宝 塚ｾｦＮ幻革 ｉ ｊ に代表される華やかなイメ

ー ジをもっ街「宝塚 J にあ って、街のもつ華やかさと、警察のもつ

厳格さの調和を主眼にお t 、て計画している 。

全体のもつイメ ー ジとしては、ヨ ー ロッバの古い街並みを想わせる

テ干、インとしているが、瞥察の機段上平面計画も制約された音[1分 が

多〈、単調になりがちな立面言|ー画を、一階部分に連続するア ーチと

スカイラインの処理にクラシックな手法伝用いる こ とによって、建

ア プ ロ ー チ

物全体に軽やかさと安定感を与えており、外装材も擬石調吹イ寸タイ - -

ノレによ って優しく包み込んて、いる 。色 調 いl変色系を少し加える こ と

によ って、落ち着きと華やかさを表現し、笹森ーのもつ近寄り難L、雰

囲気 をおさえたテ甲、インとして L 、る 。

国 道176号線i色、の、どちらかと 言 えば斜般社した場所に位置する

が、この庁舎によ って明るさと落ち着きを表現し、柱形有にうるお L、

を与え、この幹線沿いて都市景観を形成するうえでの拠点となって

いく建物として位置づけて L 必 。

ＨｾＡ月倉 一 晃 Ｏ 兵庫 ｬ 財 ｛Ｑ 市住宅部営裕諜Ｉ

配 置図 1  1500 

所 在 地 一 一 一 一 宝 塚 市 旭 町 1- 2- 30

敷地面積一一一一一 3，655. 00耐

.弘

、.

建 築 面 積 一 一 - 639 . 16耐( 庁舎棟) 、 298. 56耐( 車j車道場棟)

延 床 面 積 一 一 一 3，004. 85m'  (庁舎棟) 、 539. 34m'  ( 車庫道場棟)

構 造 規 模 一 一 一 RC、 6F (斤 舎 棟) 、 RC、 2F (車 庫 道 場 棟)

工 期一一一一一 ＱＹＹＴ 年 Ｖ 月 ｾＱＹＹＶ 年 Ｓ 月

最 寄 駅 一 一 一 阪 急 宝 塚 線 ， 育 荒 神 駅

撮 影 一 一 一 一 島 修一

エ ン ト ラ ン ス ホ ー J レ

柔剣道場
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南 側 全 景

l  階 足 元 廻 り 南 側 外 観
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作 . .  

• 1ヨ 風

設 計 監 理 ・兵 庫 県 都 市 住 宅 部 住 宅 建 設 課

兵 庫 県 住 宅 供 給 公 社

磯 崎 新 ア ト リ エ / 設 計 組 織A D H

構 造 園花 輪 建 築 構 造 設 計 事 務 所

設 備 ・環 境エ ン ジ ニ ア リ ン グ

言li 言十協力 ・ Pet er Wa l k e r  Wi l l i am J ohns on a  円 d Par t ners /  

HE A D S  ( 環 境 整 備 )

ラ イ テ イ ン グ フ。ラ ン ナ ー ズ ア ソ シ エ イ ツ

ＨＡＧＡｾ司月Ｉ

F I L E  ( サ イ ン )

施 工 ・銭 高 ・浅 沼 ・進 藤 特 別 共 同 企 業 体

播磨科学公園都市高層住宅

建物の中間部分がトンオ、ノレ状に抜けていると ころが、 この集合住宅

の形態 上の特徴となっている 。 トンえ、ノレ部分はタテ ・ヨコ ・タカサ

とも約18mで、いわば18m角 の「厳の立方体」が建物の中心部にはめ

こまれていることになる 。立 方体 の底面にあたる部分は、 屋上庭閣

となっている 。建物の 5 階、 I也上からの高さ約14mの 空中庭 園 は者11

市中心部のタウンノ f ークをのぞむ絶好の位置である 。タウンノ f ーク

の設計者でもあるピー ター サォーカ一氏がユニークな萎| 宗教の床

パタ ー ンをもっ空中庭園をデザインした。 この空中庭園は、 この集

合住宅に住まう人々の専用の庭てはあるが、宙に浮くタウンノ f ー ク

t して設計上はタウンパー クとの道端性も配慮されて L 、る 。

また、 トンオ、ノレヰ犬の|封j 口のメリットとしては、

- 建物足元昔1Iのピノレ風が緩和されることが潮待される 。

・タウンパー ク中心部から展望した際に、追訴えする瓜訟を建物が遮

断するという印象をやわ らげる 。

- 雨ヲヨ時にも居住者カ切開て3 る憩ぎの場ぞ与えられる 。

ぃ、 った こ とが挙げられる 。 ( 波辺兵迎 ・111口智久)

所 在 地 一 一 一 一 兵 庫 県 赤 穂 郡 町 上 郡 町 金 出 地

敷 地 面 積 8 ，000 ∞m'  

建築面積一一一一一 1，042. 78m'

延床面積一一一一- 9 ，503.  4 6 m'  

構造規模一一一一 S R C一 部S 、 13F、P I

工 期一一一一 Ｑ ＹＹＴ 年 Ｓ 月 ｾＱＹＹＵ 年 Ｑ Ｐ 月

最 寄 駅 J R山 陽 新 幹 線 ・ 相 生駅

撮 影 一 一 一 古 館 克 明

l  階 平 面 図 1:1∞o  

ル フ テ ラ ス

ル ー フ テ ラ ス ・ ベ ン チ

住 戸 内 部

西 立 面 図
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出甲

設 計 監 理 ・

日建 設 計

施 工 ・

大 林 組 ・清 水 建 設 ・鹿 島 建 設 共 同 企 業 体

目立関西ビル

この目立関西ピノけま、現恋市内各所に分散している機能を集約し、

新たな関西地区の拠点とするもので、自社製品を笑際に装備した顧

客招判型モデルピノレである。敷地は、市内としては珍しくゆったり

とまとま った大き さで、南{ J { l Jに南港中央公園があり、緑笠かな珠頃

に位fu': する。総合設計制度の適用により、約7 ，700m' の緑地の公開空

地を 設けて、基準割 ｔｉ 率 Ｒ ＰＰ Ｅ に対して許容割 Ｑ ｾ 率約 ＲＶＰ Ｅ と最大限

の樹氏の剖精し例制呆し、 土地の高度利用そはかつている。建物中

央部に、全てのフロア ーを見通すことができ、コミュニケーション

の 核 となる 9 層炊抜のアトリウムを設け、ゆ とりのある↑ が直なアー

バンリ〆ー卜オフィス、そして機能本位でイ因習の次世代型ニューオ

フィスとなることをめざした。

事務室階は両面採光で、ワンフロアー4，600m' の明るく快適な彰¥' 1 売

スペースとし、 25cmのフリーアクセスフロア 一、点滅区分の変更と

訴l光カ句T能な照明、各スノマン毎に個別制御可能なノマッケージエアコ

ンによる床l次出し空調方式の採用など、今後のオフィスのノ f ーソナ

ノレイヒへの対応を考慮した設備システムとしている。また建物外周に

パノレコニーを設け、庇効果による外部負荷の軽減や、空調機をナノ f ノレ

コニーの粁援に設置することにより、日常的なメンテナンスや将来

の設備機器の更新工事が執務を妨げずタM則か ら行えるようにする

など、省エネ、イ ー ジーメンテナンス、イージー リニューアノレをね

らL、と した。 ( 指田孝太郎/ 日建設計)

1: 2500 

t  

所在地一一一芸大阪市住之江区南港東8- 3- 45

敷地面積一一一一一 17 ，345. 02m'

建 築 面 積 ｾ Ｖ ， Ｒ Ｐ ＳＮＵＰｭＧ＠

延床面積一一一一- 48 ， 988 .  57 m'  

4構造規模一一一一 S RC、RC、S、BI F、9F、P2

工 期一一一一一 ＱＹＹＳ 年 ＱＲ 月 ｾＱＹＹＶ 年 Ｓ 月

最寄駅一一一一 ニュー トラム ・ポートタウン東駅

嫌 影一一一ー松村芳治

l 階 応 接 室

V 基 準 階 事 務 室



南 面 外 観

北 面 外 観 外 装 見 よ げ
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! ぽ守

基 本 設計 ・監 理 ・

日本 電 気 コ ン ス 卜ラ ク シ ョ ン ・日建 設 計

実 施 設計 ・

日建 設計

施 工 ・

竹 中 工務 庖

N E C九州

システムセンタ-

3民t也は博多湾に面し た 福岡リサーチパー クの束 端に位置 し、福岡市

内からのメインアプ ローチである都市高速道路下 りランプの其正

面に見える場所にある 。

男知也の四辺を帝お也や遊歩道として市民に公開すると同時に、全体計

il!f l としては二期の建物を点対柄、的に配置し、陰影のある変化に富ん

だ 景 観 的11るこ とをな図して し、る 。

ソフ トHf. 1発業務に携 わる 人 々 に効 率的で快 適 な 空間 を抱kW<する こ

とをr 目指 し、 36 m凶方 の l切るい事務室や、 I専多湾を一望できる リフ

レッシュ コーナー と-Lil 上階の食堂 とは、アメ ニ ティに富んだスペー

スとな っている 。

当ヒツレは地下 2 ・3 階に、福岡エオ、ノレギーサー ビスがテナン 卜とし

て入居し、シーサイド ももち地 区の地 I或冷暖房の第一 プラン トとし

て幸安勤している 。 また、搭屋昔[1分には このための ヒー テイングタワ

ー の 将 来 精 設スペ ー スカヲ ｾ ｉ 立されている 。

外抗 言 十 回ｾについては、 北側 の高齢 草 路への景組上の対応、と し て築 山

をつくり、高速道路の足元をカノ f ー し緑て夜って い る。 また、 l糊安

建物とは根臓や仕上けなどについて調援を行い、ソフトリサーチ パ

ー クの得予づ くりに秘極的 に取り組んだ。 (赤 木 隆/ 日建設計)

革審語審華霊童書霊

童塁塁塁塁塁塁塁塁塁塁

[日 :14EE:目

3韓基霊童霊童霊童E

悪事事霊童基霊童

基 準 際 平 面 図 1: 8∞ 

所夜地一一一一福岡市早良区百道浜2- 902-1 6

敷地面積一一一一一 9 ，735 . 77m'

建築面積一一一一一 2 ，422 . 30m'

延床面積一一一一一 27 ，450. 36m'

構造規模一一一一 SRC、B3F、 10F、P2

工 期一一一一一 Ｑ ＹＹ Ｓ 年 Ｕ 月 ｾ Ｑ Ｙ ＹＶ 年 ｬ 月

最寄駅一一一一福岡市営地下鉄 ・西新駅

撮 影 一 一 一 末 庚 久 詔

④ 

エ ン トランス コリド ル

基 準 階 事 務 室





出甲

言lt 言十 園

大 林 組

監 理 ・

旭 建 築 設 計 事 務 所 ・大 林 組

施 工 ・

大 林 組

日本農薬株式会社

総 合 研 究 所

金剛山 ｊｖｾ を望む自然色 ＲＲ かな丘陵地帯に約 Ｕ 年の歳月をかけて笑

験 段 場 ・果樹園 ・温室などを合わせ持つこの総合研究所は完成した。

計画するにあたり、閉鎖的なE和党になりがちな研知斤にお L 、て、ア

メニティぞ重視し、 各l i J fヲE練にはカ ーテ ンウオ ーノレを用いた コミュ

ニケー ションノレームを各階に配して研究員相互の交流を促し、新た

な発想、の生まれる空間づくりそ，ι暢 げ た。 また各研掛束の中心に位

置する研究木館には、ガラスシリンダ一空間の図書室、学会の発表

会にも対応、できる 200名 )1又毒事の鱗堂、多目的会議室があり、それらに

とり固まれたホーノレにはトップライ卜から太陽光が降り注ぎ、樹高

6 mの天然樹木 l こより室内古剥ヒされてし、る 。

長閑な自然環境の中にハイテクノロジーの粋を集めた研究所を建

設する ことは時間の流れの; 境界域を形成する ことでもあ った。 それ

ぞ具王見 化するために、鋭角的な稜獄ｾ ｾもつカ ーテンウオー ノレを柿入

し崇高な研究領域をイメージさせ、原色を用いた列柱やエントラン

スにより結界を明示している。

設備面に おL 、ても、 当キ政府対叶亡. ある「液循WJ I ; ! ハーベスト式氷帯

熱ユニット」を採用し、ピノレコンにより空調 ・照明 ・自然換気など

を制御するハイレベノレ実験用 ｕｾｌ 室を実現させるなど高度な技術を

集約した内容となった。 ( 湯浅篤哉/ チ寸*kID

⑨ 

所 在 地 一 一 一 一 大 阪 府 河 内 長 野 市 小 山 田 345

敷地面積一一一一 74 ，593. 94m'

建 築 面 積 一 一 一 - 8 ，207. 17m'  

延床面積一一一一一 17 ，153. 73m'

構造規模一一一- R C、 5F他

工 期 一 一 1992年 4 月- 1 9 9 3年 3 月( 第 l 期)

1994年 12月- 1 9 9 5年 11 月 ( 第 2 期)

最 寄 駅 一 一 一 一 南 海 高 野 線 河 内 長 野 駅

撮 影 一 一 一 一 名 執 一 雄 、 大 阪 建 殺 エ 新 聞 社 ※

① 安 全 性 研 究 冊

② 研究本館{ 司医務所)

③ 圏 実 研 究 冊

@ 温 室 菅 理 樺

⑤ 実 瞳 用 堪 宜

⑤ 阻 渇 菅 理 棟

② 絞 埴 問 ; 且 宜

@ 実 験 問 果 樹 園

⑨ 実 職 問 困 埼
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D- COURT K- School  

- 垂直線と平行線 一

森村政悦

垂直線は平面上の主体に真っ直ぐな道

を示し、水平線は主体に比例する高さ

を示す。

これをス ラブと壁で矯築すると空間の

気流は面のズレや島加により温かい空

へとよ昇する。それはゆるやかなリズ

ムのある分節となって、距離感や広が

りをその場に提供してくれる。

. D- COURT 

この建物は、女子大学生を共橡とした

集合住宅である。数t也は、京都府南部田

辺国Tに位置し、豊かな自然と文化的環

境に恵ま れている。

対面するこ棟問に出来たアト リウム的

空間の主軸は南側道路と北側道路に開

放 し、また直交するこ棟の住居棟は不

透明な ガラススク リ ンに より 、ゆる

やかな上昇と共に、意識の透過全力、7可

義的な関係で交わる。

外部では、主軌を走る二枚のフラット

スラブは前面で開放され、二棟の並列

的な コンク リー卜 壁画と空中梁に囲い

込ま れることで中庭の持つ距離感と立

体構成を作 り出している。

• K- School  (KUMON)  

この建物は、小学生を文橡とした学習

塾である。敷地は京都西本瀬寺の西方

向に位置し、 二方向を通る路地は静か

な風情を残している。

建物外部に配置されたコンクリートの

壁画と 二枚の同じ比率のフラ ッ トスラ

ブが水平垂直にズレを生じる事により

間口 3 m、奥行10mの小さなボックス

は、連続性と広がりを持つ立体的な展

開を構成し、路地に突然表れるガラス

のボックスは、内部と外部を分節し、周

りの環境に透明感と f広がりを与えてい

る。

む? l J らのりよし

森村正t 悦

1960 京都府生まれ

1984 摂南大学工学部建築学科卒業

1990 森村政党建築設計事務所設立

現在大阪総合デザイン専門学校講師

撮 影ー植田三代治

企 画 編 集 ー 赤 木 隆( 作品作風小委員会 )
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t 担

設 計 監王里 ・

広 島 県土 木建 築部 都 市局 営 繕 課

河 内義 就 設 計 事 務所

施 工 ・

玉 川 工務 庖

宮 田 建 設

長 岡 鉄 工 建 設

県民の森公園センター

｜ＧＡ｜ Ｇ ｾ民の森 Ｂ I; t . 、県北の東寄り、. 匂般 ・，鳥取の県境に近い比婆山地

侍に位置し、昭和46年に FlJ' mil OO年記念事業として建設され、自然保

護とう! ? 少年育成を目的 t した! J ! 子外活i l l J )の坊として県民に愛されて

きた森林公園です。

公陸|センタ ーはその中心施設として、インフォメ ー ションと公閣の

管理 ・ 整 ｦ ｩＱｬ ￞ 機能を持った宿泊施設で、ｾ［ほの ニー ズに対応するホテ

ル感党で主{むたな景観 に溶け込U ょう、協もりのある木造建築をテー

? として設計しています。

建 物 は、 ｼ 工 ｬ に近 い Ｑ Ｒｦｦ Ｑ Ｗ ｦ ｾ の寄 練 ・ 平家のセンタ 一 棟 と 、 ｌ 型に配し

た切妻 2 附処で、 l 階は R C 造、 2 附は木造の宿泊棟よりなってい

る。センタ ー煉は、直径36mて、 Ji'i !聞を 5 mの R C 造でリング状に包

み、 中:!k:26ml; t . 大型集成材で、- * を快した付組みで屋根を支え、その

広 い 笠!1I!に ロビー ・レストラン等を配 して t 、る 。 また、宿泊阪は110

人収容の和洋室と石J t 占の浴室、その 2 附部分は、 11mスパンを集成

材 トラスで凡せた会言投室と している 。

n  

配 置 図 l 羽 ∞

所在地一一一一広島県比婆郡西城町大字油木

敷地面積一一一一一 6，147 . 88m'

建築面積一一一一一 2，I02. 74m'

延床面積一一一一一 2，992. 74m'

構造規模一一一問、 W、BI F、2 F

工 期一一一一 ＱＹ ＹＴ 年 Ｓ 月 ｾ Ｑ ＹＹＵ 年 Ｕ 月

撮 影 一 一 一 国 際 写 真

( 河内範悦設計Z阿) J rJi")

ポ九

‘ センタ 棟大屋根( スパン 25. 6m' ) を 支 え る 傘 風 の 骨 組 み ( 集 成 材 )

ア プ ロ ー テ

レ ス ト ラ ン



回廊より 1 号 館 を み る
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由甲

言3t言十・

山 下設 計 関西 支 社

皇主王里 ・

広 島 県 土 木 建 築 部 都 市 局 営 繕 諌

山 下設 計関 西 支 社

施 工 ・

飛 島 建 設 、 大 旺 建 設 、 砂 原 組 、 山 陽 建 設

広島県立保健福祉短期大学

近年、各自治体において医療技術系大学が次々と新設されている

が 、 本 大学 はその中でも会 5 学年斗( 者殺 . }j:矧サ線 ・理 学 ・作喋 ・言

語格的を有する、中四国地方における保健医療及び福祉分野の拠

点 大学 を目指して設立された。

JF主主也 l立、海と 山に固まれた械下型IJ ・三原にあり、 その中で、も街全体

はおろか、速く尾道大統まで.54i 度せる丘陵地が選定された。 この 絶

好のロケーションに配置された 2 万耐を超すボリュー ムは、街のシ

ンボノレとなることは避け られず、 ともすると威圧的になり街並みぞ

域しかねな L 、。 そこで、泌物を丘の一部として周囲に溶け込ませ、

希望と到制Aの意味を込めた 2 本の熔( シンボノレ) を付け加えること

により、イタリアのサンジミアーノをイメージした環境を計画し

た。 また、中心には交打i E 広場となるカンポ( 求心的空間) を配置し、

スケーノレダウンのため分節された建物群に秩序を与えた。

しかし、 一番 のデザ、インテーマは、 この大学 を希望し訪れた両信巴主

が「ここで、学 びたし 、」と 必ずを再羽鶴宮、し、 それを多くの想い出と共に

達成できる場を創造することである 。

配 置 図

所在地一一一一広島県三原市学園田T I 番地の l

敷地面積一一一一約4. 6ha

施 設 構 成

( 山下設計関凶支社)

l 号館 R C、一部S R C、3 F 建築面積 1，938. 52m' ，延床面積 5 ，611. 73m'  

Z 号館 R C、5 F、建築面積 2 ，198. 62m'、延床面積 8 ，713 . 7 0 m'  

3 号館 R C、5 F、建築面積 1，557 . 25m'、延床面積 6 ，123. 81 m'  

体育館 R C、一部S、2 F、建築面積 i ，179. 77m'、延床面積 1，264. 09m'  

その他渡り廊下、自転車置き場、車庫等合計 14棟 合 計22，360m'

工 期一一一一一 ＱＹＹＳ 年 ＱＰ 月 ｾＱＹＹＵ 年 Ｒ 月

撮 影一一一一国際写真

l 号館より広場経しに 2 号館をみる

大 会 織 室



正面の列柱

南 側 よ り ロ ビ ー 膜 慶 根

を望む
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設 計 ・旺 建 設 計

監 理 ・学 校 法 人 福 山 大 学 施 設 部

施 工 ・安 藤 建 設 ・竹 中 工 務 庖 共 同 企業 体

福 山 大 学 大 学 会 館

福山大学は、現 学 長 宮 地 茂 氏 が 、 既 存 大 学 の:学問偏丞教育の弊害

を目の当りにされ、学問探究と同時に人絡育成をも行う「全人教育」

の場として、文部省退官後昭和50年に、将司山市に設立されたもので

ある 。

以後、 この理念のもと急速に発展し、20周年を迎 λ た記念砕として

本館は建設された。

山陽自動車道を眼前に l臨む約30万m'の緑22かなキャンパス 内て、高

速道並びにメインアプローチからのビスタを意識し、シンボリヅク

デザ、インとなり得る箇所を弱。也として逃走した。

建物用途としては、地成社会とも交流を図れる 1，600人収容の大ホ

ーノレと、学生遠の福利施設としての学往会飴のこつである 。

2欧;J: 也の制約上、単一のアプローチしか取り得ず、 iPkなる 二つの用 途

を如何にして一体的に収めるかが、設計上の-l iIi. 大ポイントとな っ

た。建物入口のモニュメンタノレな列柱から入った所に内部空間であ

りなが ら、膜一枚で空と繋がるア トリウムを設け、大ホーノレへの重11

線、カフェテリア等への流れを自然なものとし、 ーイ本イヒを図った。

後日、大ホーノレ柿落しの日、アトリワムでのヨ龍太鼓実演し大ホ

ーノレへ流れてゆく多勢の人波をr . i簡とでき、設日|昔、図の実現された喜 大ホール

びを味わ った。な お、大ホーノレの音響誌?十はJJh，尺 誠 氏 に1iEnW，7Jl 霧iっ

た。学生会館としては賛沢な施設と 言 えるが、この施設を身近に与

えることで、たんに学医|内Tごけでなく、 ー均支社会、国際社会に適用

する若人に育ってもらい t:: いい、う創設者の願いが鎚められた記

念碑と 言 えよう 。 ( 滝沢竜H召/ 旺建設計)

⑨ 

.  .  

1  ，首平面図 1  :  2000 21首 平 面 図 1  :  2000 

所 在 地 一 一 一 一 広 島 県 福 山 市 東 村 町 字 三 蔵985番 地

敷地面積一一一一一約300 ，000. 00m'

建築面積一一一一一 5，444. 97m'  

延床面積一一一一一 11，3 11 . 80m'  

構造規模一一一一 S R C、 一 部S 、 3 F

工 期一一一一 1993年 12月- 1 9 9 5年 3 月

撮 影 一 一 一 国 際 写 真

ロビー

V 力 フ ヱ テ リ ア



全 景

渡 り 廊 下 教 青 研 究 棟 吹 抜
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設 計 監 理 ・ 白 土 建築 設 計 事 務 所

施 工 ・大 之 木 ・五 洋 呉 大 学 特 定 建 設 工 事 企 業 体

学大呉

央大'‘戸は、凶円本て初めての社会附械学部を有し、多松化、彼Mf!化

が予処! される 211i 1 : * ，己に梢極的に刈j必て‘ きる人材育成守目指して平

成 7 {F.  4  Jl IJ H校。その位世づけは、広向者11市 凶 東 部IJfl 9U再処l として、

!U . 市が1( l l . りまとめた産 ・午 ・住 ・遊のパランスのとれた1 : J ; I ' づくり

「只新 ＱＱＱ 況のｊ￭Ｚ桃恕」の教育 ・ 仰ｦｩｉ ｾ ｊｔｉ 地 の 中核胞 設として位置 ｦ づけ

られて いる 。

< 何' ，j>:同己記]' 1司然の地形なりに >

肝 ，""dIl mt の北fr; .↓ 而it守20ha日J! i差50111の 敷地上告11より!ff":F. : J( J;j，' j ・テニス 中 庭 南 側

コート ・削 減 技 場 ・駐 車 場 ・体育飴と配置、故下段の造成地に、

将米明築スペ ー スを南 ｦ ｗｉ に ｕ 鮒ｾ 。

Ｇｪ｜［ＺｊＧｬ Ｑ Ｑ 機 能と図 ｻ ＡＺ 室を有するｾ 釘刊点

J'7- 'tJj 包設の食主空宇がある. ，; ゲ住会館

教育研究の ｾＺ ｉｴ ｾ 安室、 研 究室等の Ｑ サ ｦｩ ｦｯ［

この 3 械を 2 ｾｦｾ のレベノレて Ｑ Ｉ ト ｬ 放、泌り廊下て Ｂｾ［ｾｩ ぶ副所以の効率 イヒ、施

設の約機(1勺配位。

くぐi附|

l口1m汀m泊lp刷p似コメle巴 1陪s B匝e鈴倒s坑t and B島ea加ut肘iげfuω1 ｾを「ト ｬ付 ｦ折行 し幾 ｦ作何而可 ｉ 己竿 ［ ｾ ｴが的が内 ｊ ｩ￯Ｇ酎改 ｊぷ詰ほを ｪ主 Ｔ として、

l叩1ド'o.;Ulil ささ. 毛含「 円引弧Eて、荊判折祁li i.足i忌Z。索材! 感必のあるイ仙J斗」け三守羽+材4 タイ /ルレ、 コンクリ ート

打放し、ステンレス のポ切 11。

く地域に Ilfl かれた大学 と そ の 胞 設>

日中' l i ! をもうけない、 地 域住民が宝仙干に入れて大学のI青山J を知る、

これが行子づくりの原動力。

く{lrのランドマ ー ク 心Ｇｴ￭ ｾｊ 耐止に伐るも の ＾

I " J さ約30mのシンボルタワ ー佼I i I1，11(¥ HJ1て夜宅に巨大な行燈が，'1ゆZ、

約100段、 ITM15mの巨大なアプローチ附段。

( 滞 光 造/ 1こi上 建 築設計事務所)

配 置 l 階 平 面 図 I  :  2000 

所 在 地 一 一 一 一 一 広 島 県 呉 市 郷 原 田J 241 ト 26

敷地面積一一一一一 199 ，437. 23m'

建築面積一一一一一 5 ，676. 94m'  

延床面積一一一一 10 ，787. 27州

側 造規模一一一一 問 、 一 部S

施 設 構 成 ー ー 一 本 館 棟 、 学 生 会 館 、 号 館 、 体 育 館 練

工 期一一一一一 ＱＹＹ Ｔ 年 Ｒ 月 ｾＱＹＹＵ 年ｼ月

撮 影 一 一 一 国 際 写 真

体 育 館

航空写真
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設言十監理 ・

山 下 設 計

施 工 ・

大 林 組 ・フ ジ タ ・鴻 ; 台 組 共 同 企 業 体

NHK広島放送センター

ビj レ

N HKJ .L"r.: :i 放送セ ンターピノレは、 放込町の上 |併にす っ ぽ りと 1日工務

ｪ 析 を ｦＡＧｬ み重ねた複令ヒノレて、 ｉｉｉ ｎ ｈ ｋ ｊ Ｚｴ［Ｚ ，Ｈ Ｚ ｾ 放送 会 古 Ｇｉ ｾｾ 解体して、その

あとに建設する計画てあ った。! &設，，-，にも欣送制也統しなければな

らなかったため、工，:. F を 2 J切にわけで計画l した 。

この建物は、広[._!j 市内の手付也から噌まれる場所 ・匁』政 . ｉｾＺ ｊ さに恵ま

れており、また平和大通り と惚械通りい、 う市内のfほ ミ的なシンボ.

ノレ道路が交差する1 *1地に主tt っている 。 このような場所の特性を活力、

し、どちらか一方の道路だけに正 l面白古l けるのではなく、交差点方

的Iに聞かれた桃成を考 えて、人々が行き交 う角地にふさわしく、 人

と 人 ・ 人と情報 の ｬ ｈ 会 いがノ主まれる ｲｱｴｩＱ ｦ ｬ の ｾ築 」 を ［［ ＱＱ 喧 ｬ した 。

」斗(<t: (I 'J には、景観 を三I ( ; } ; 也して品説4のな い外-tJlQにすると共に、交差 点

) i ，t'lの斜めの車IIJ 線 を意識 して主主物のシノレエ ッ トを考えた。偏心し t::

ｾｉ ， ｪ サイドコア、段状にセットパ ック してゆくコア、スリット状の縦

j_f 窓とプレー ンな縦j _ f 窓を組み合わせた自主而構成 などの手法を採m

して 、端正ながら多様な丘町? をもっ外観 て、親しみやすい椛成とし

た。 またエ ントランス姐りには交& 点に 聞かれたイベン 卜広場と こ

れに泣訴ょする多目 的利月] の rl i J:_.cプラザ‘ を設けている 。

放送} 坊については、機能性に俊れ、i : G ¥i fr性 ・迎応性の;'::;l 、zgr: nを構

成している 。特に tl!L1::苦ISの躯f 4 s : が純鉄'1寸造であることから、コンク

リー卜床版以 外 はすべて、ｾＨｚＺ式工法て大先 ＩＱｩｉＧｾ なスタシオを作ると ｌ 、

う孜凶でもあまり例をみない試みそ実施し、工法U -.の様々な工夫を7

fi って音や振! 1 ) 1 酵のl成し L 、性能 粂f牛を達成した。 そして j次送同階と

n事務所階の いずれにおいても、先進性と快適性をテ ーマに して、

尚J3t↑内戦化 に 対 応すると，，! t に、 山や ilij に恕ま れた広ム:idi l"Jを一望て‘

きる「ノぞノラマオフィス」を実現している 。

このように、 都市修対と の」吃主と、 ，，，氏に t 、っち 身近に感じ られて

ノJd 縦しまれる共感をコ ンセプトに、長寿命の主主築、放送 ・情 報 ・

文化 の発信拠 点の「メ デ ィアノ f ー クタワ ー」を ;;l Jlli ，したのである 。

( 森 脇t!I V Ll I下設計)

市民プラザ( 夜景)
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N H K広島放送センタービル

-
P L A N  

所 在 地 一 一 一 一 広 島 市 中 区 大 手 町2- 11- 10

敷地面積一一一一一 3 ，296m'

建築面積一一一一一 2 ，2 1 7 m'

延床面積一一一一 36 ，112m'

構造規模一一一一一 S 、 一 部S R C、 B 2 F、 2 1 F、 P 2

工 期一一一一 ＱＹＹＲ 年 Ｔ 月 ｾＱＹＹＶ 年 Ｓ 月

撮 影 一 一 一 一 本 木 誠 一 、 国 際 写 真 、 西 日 本 写房

E  

U  
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一¥ r  
平粗末過リ
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日 本 建 築 総 合 試 験 所

〒565 吹田市藤白台5-8-1

TE L. 06-872-0391 FAX. 06-872-0784 

業務時間 9:00- 17: 15

財 団 法 人

建 築 技 術 安 全 審 査 委 員 会 に つ い て

は じ め に

当委員会は、昭和49年11月近畿建築行酎皐絡会議の要請により建

築主事の諮問機関として発足 し、同連絡会識が定める構造等取扱要

領に掲げ. られた建物等の安全審査( 以下「審あい、う) を行うこ

建 築 技 術 安 全 審 査 委 員 会 委 員 名 簿 刷、時50刊 l作成 8 {I' .  5  JJ I  Ii lj 此 )

林

関 日本建築総合試験所

日 本 建 築 総 合 試 験 所 顧 問T:J' 

とを目的としています。問要領は、昭和 ＵＶ 年 Ｖ 月の建努五ｾ語句去施行

令の改正に伴って建設省{封旨発第96号の通達を受けて改訂され、高

きが45m(鉄 筋 コンクリート造は31m) を超えて6 0 m以 下の高層建築

物についての安全性を判断する「評イ面」が追加されました。

なお、当委員会では近著釦ぷ外の地域の物件についても 「寺刊而」や

「箸「宣υ を行っております。

関西大学教授

京都工芸繊 維 大 学教授

大阪産業大 学教授

大阪大 学 助教授

大阪大 学教 授

京都大 学教 授

社 団 法 人 日 本 建 築 構 造 技 術 者 協 会 関 西 支 部

〔株式会社日建設計理事技師長神戸事務所長〕

大阪工業大学教授

京都大 学教 授

京都大 学 名誉教 授

大阪市立大学名誉教 授

京都大 学助教授

神 戸大 学教 授

神 戸大 学教授

京都大 学教授

近 畿 大 学教授

大 阪工 業大 学教授

京都大 学諮問

nfi 菊大 学教授

大 |坂大 学教授

京都大 学助教授

福 井 大 学教 授

大 阪工 業大 学教授

大阪市立大 学教授

日 本 建 築 総 合 試 験 所 材 料 試験 室 長

京都大 学教授

京都大 学助教授

京都大 学助教授

大 |仮工 業大学助教授

近 畿 大 学教授

京都工芸繊 維 大学教 授

京都大 学教 授

摂 南 大 学教授

京都大 学教授

京都大 学教授

京都大 学教 授

日 本 建 築 総 合 試 験 所 構 造 物 試 験 室 長

明石工 業高等専門 学校教授

m南大 学教 授

福 山大学教 授

京都大学 名誉教授

日 本 建 築 総 合 試 験 所 理 事

関西大 学教 授

| 湖西大 学教授

関西大 学教授

社 団 法 人 日 本 建 築 椛 遊 技 術 者 協 会 関 西 支 部

〔株式会社昭和設計緋造設計部取締役部長〕

大 阪産業大 学教授

京 都大 学教授

京都大学教 授
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当委員会は、主に近畿における大学の先生方て冶作成されており、

月 1 回聞かれる常任委員会において申込み案件を審議し、案イ牛ごと

に 2 ・3 名の委員からなる小 委員会 (部会) を設けます。詳細審議

はこの小委員会で荷われ、通常 2 ・3 回聞かれます。審議終了後、

担当委員により報告書( 案) が作成され、常任委員会での審議を経

て報告書が交付されます。

3.  申 込 み 方 法

建築主事から建築布陣忍申請予定物件について、当委員会の訊ヰ凶あ

るいは審査を受けるように指示された場合、下記の沓竣貢をそろえ

て、常任委員会開催 1 週間前までに当主t験所にお申込み下さい。

なお、資料等の作成にあたっては、事前に当試験所と相談の上、

進めていただくようお願いします。

o評価又は審査申込書( 当試験所所定の用紙) ・ ・…・ l 通

2.  

永

島

島

田

村

村

弁

岡

中

原

尾

井

永

車

問

尾

沼

田

本

U

辺

1)お

波

0 委員会用資料・ ・…・…・ … … ・ー … ……・ …・…・ ・ .20部

基本手数料は、評価95万円、審査60万円です。

常任委員会での受付終了後、当ｾ｜野主所により申込者に対し、請求

書を送付しますので、審事義終了までに所定の銀行に振込んて、、ただ

5.  

まて三' : @; 俗下さし、。

平成 8 年度の常任委員会開催日は、原則として第 3 火眼目とし、

6/ 18、7/ 16、8/20、9/ 17、10/ 15、11/ 19、12/ 17

平成 9 年1/21、2/ 18、3/ 18の予定です。

資料請求およびお問い合わせは、

企画課庶務係( 電話( 直) 06- 834- 4775)  

評 価 ・ 審 査 の 手 数 料 に つ い て

常 任 委 員 会 の 開 催 日

くことになっております。

当所

4 .  
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What brought VASE here! 

企画/ 会員企画小委員会 Di rector IH. K AS UT ANI  



BOOK 

STATI ON 

機織機総額鱗欄 縄 側 謀 議

5Bl Archi tects i円the World

世界の建築家581人

欝湾機持機総勢綴畿綴議議綴織

建築思潮04

m填の現象学 一戦後建築と阪神・淡路大震災

緊総務総務斜線等幣務総機簿

建築情報ガイドフ‘ック 95・96

日本建 築 学 会 編

機綴懇議議畿畿機縁畿機縁警護

ラ・フランス・ロマンティック

一若き日々 の回想 ー

キ.ャラリー間企画編集

三宅理一 + 村松伸+ 淵上正幸 監 修

TOTO出版

1996. 4 . 1干IJ

85変申IJ 632頁

AF  r建築思潮 J 編 集 委 員 会 編

学芸出版社

1996. 2. 25干IJ

85変半IJ 312頁

井上書院

1995 .  12. 20干IJ

86辛IJ 303頁

藤島亥治 郎 著

岩手ケー ブルテレビジョン

1995. 10. 21干リ

A5半IJ 173頁 2，000円 2，900円

s・.. ..‘'・・

日 明"・6・a・... 
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本害は、刈まじめに。の言葉を借りる

のであれば、「多械化と均質化という

中で展開される世界の建築の現状を、

地球規模で横断し紹介しようとするも

のである 。」世界の建築家と聞 けば、

先進名国だけかと思いきや、アジアは

フータン ・ネパール まで、アフリカ諸

国、中東 に至るまで、紹介されてい な

い国のほうが少ないぐらいである 。掲

載建築家の基準 も確定しており、いく

つかをあげるならば「形式 ・空間的 内

容にもとづく こと J r技術的革新性に

もとづくこと J r将来の約束にもとづ

くこと J など、 7 項 目により 選定 して

いる 。 まず地域別ごとに概説が掲載さ

れ、各建築家について l ベー ジずっそ

の作風や試み について解説さ れている 。

何よりも 、この本を魅力的に している

のは、掲載建築家の作品がカラ ー写 真

で 3 点から 5 点掲載されていることだ

ろう 。地域性以前より、作家の個性が

581 人 分 g っしり詰まっている 。 さて、

日本はどなたが掲載さ れているでしょ

う か ー そ れ も 楽 し み な と こ ろ で し ょ

う。 (Y. I )

担当 会員企画小委員会/ 伊藤郁郎 ・稲木裕子

A  F  ( 建築フォー ラム) の機関誌として

年一度発行さ れている 「建築思潮 J 1996 

年 版 で あ る 。 建 築 を真 剣 に討 議 す る

「場」を設定することを趣旨として

1991 年| 月に発足した建築フォーラム

は、 建築界でる活躍 している 多くの人達

の 参 加 を 得 て 活 発 な 活 動 を 続 け て お

り、この本は単なる記録にとどまる性

質のものでなく紙面そのものが純粋な

討議の場・問題提起の場であるとの編

集方針のもとに、 1993年を 第 l 号とし

て毎年その時期の時流にあったテーマ

をとらえ、対談・討論・提言 ・活動報告

など、 景富で密度の高 い内容を発信 し

てきた。今号はこの大震災をテー マに

色 々 な 切 り 口 か ら そ の 体 験 や 問 題 提

起 ・分析が語られ、また特集として稜キ

のデータ ・資料が収録さ れているな ど、

読みがいのある内容になっている 。既

刊 は 1993年 rOI 未踏の世紀末J 、 1994年

r02死滅する都市」、 1995年 r03アジア

夢幻 J o (1. 1)  

日本建築学会編、建築関係者のための

初めての情報ガイドブックである 。 こ

の手の情報ガ イド ブック は、そうい え

ば雑誌や、稜目別でのものなら見かけ

たことがあるが、これだけ一挙にそろ

えてあると、 i舌用のしがいがあるとい

うものだ。建築関連の団体、学会、試験 ・

研究機関を始め、大学や建築関係の学

校の所在地連絡先が明記されている 。

また、出版社、ショールー ム、専門書l苫、

建築模型 ・画材庖、地図販売所などの情

報も網羅されているのはうれしい限り

である 。 ( ただし、東京 ・名古屋 ・大阪

等の都市に限られている場合もある)

収録項目 3500の中には、データーベー

スもしっかり掲載されている 。 これだ

け情報が詰ま って、コンパクトな大き

さ、値段は まあもう少 しお安いとも っ

とう れしいかなとい うところでしょう

か。 (Y . I)

紫 と グ レーの表紙に著者の若き日の姿

がセピアに写 り、私家本のような全く

に美しく楽しい本である 。「大学や研究

所 に 留 学 し て 未 熟 な 言 葉 で 聞 く よ り

も、都市や建築等の造形や劇 ・音楽まで

を師とし、人司を友と して生活ぶりを

聞き、見て歩いた方がよい。」とヨーロ

ッパ ・アジアの国々を長年にわたり旅

した著者が、もっとも印象が鮮やかな

若き日のパ リ生活を思い、その後の旅

のメモともどもフランス編として一冊

にまとめたのがこの本である 。収めら

れた多くの当時の古い写真が懐かしさ

を誘うが、なによりもそこここに挿入

されている著者自らのスケッチがこの

本を豊か に じている 。 96歳というご高

齢ながら、欧州紀行、東洋紀行等を意欲

的に書きまとめておられるとの こ と。

次 4 と早〈出版さ れ ることを楽しみに

待っている 。 ( 1. 1)
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著者の伊藤滋氏は国土繍義会委員、者11市計画中

央審議会委員、臨海高IJ 者lyc.、|3日発懇談会高IJ座長など

をつとめられ、阪神 ・淡路復興委員会の委員も歴

任された都市計画の第一入者である。木書は、①

阪和1
1・淡路大震災に: 学んだこと ② 都市計画はま

ず市民がつくる 針生所と企業は地樹土会と手

を組もう @ 噺しい投手t-'fで二十 一世紀の街をつ

くる ⑤ エ コ ロ ジ カ ル な 未 来 都 市 に 向 か つ て

という主主立てのあとに、 二つの大胆な提言を示す

紡成をとっている 。

まず冒頭で、阪神 ・淡路大震災のことに触れて

いる 。出版の11寺捌からみておそらく当初の企画に

はなく、急、きょ取り入れられたものと，思われるが

無硯なくおさめられ、むしろ全体の理論平を ｧｴｾ める

のに役立って いる 。阪神 . j街路大震災を少しでも

多くの人々の記憶に残したいという立場の者に

とって、たいへん心強し、。

「者Ilrl 布十匝lはまず市民がつくる」では、者rlr開十

回をより具f本的に、すばやく市民に理羽平してもら

うためには模型カヲド常に重要であるが、上から見

る 「烏の目」だけではなく「人の目 」でながめる

ことが分立切であり、模型シミュレータい、う先端

的技術が説明の手段として非常に有効であるこ

とぞ割合1]-[' 示すなど、たいへん興術総、内容てある。

「役所と企業は1帥腕土会と手を組もう 」 で、は、

豆lのたて筈IJ りili lJ度がし、かに街づく りの障害にな

っているかを具体的な例ぞあげて説明し、役所の

縄張りをこえて、なるべく市 ｾｉｔ 村に都市計画を任

せることが、きめの*'111かし、役子づくりにつながるこ

とを強〈説いている力士まったくその通りであろう 。

「新しし、投手t - ' f で二十一 世紀の街をつくる」では、

マクロエンジニアリング( 巨大プロジ‘ エクト工

学) の都市計画への応用として、渋谷駅や上! ff以

をま TニL 、で線路の両{ J ! I陪つなぐ巨大な橋のよう

な机造物の提案、高さ千mι L上の超々高層ビノレ計

画、大深度地下開発についてイラストとともに説

明されているが、それらの問題点や危険性につい

てい則定に指摘し、「基本的には人聞は地表で自

然に反しないで住むのがし、ちばん L 、し、」という歯

止めをかけることを忘れないのは、さすが人間を

第一 に考える建築出身の者11m計画家である。

「エコロジカノレな未米者11市に向かつて」では、

日本の風土では木造住宅のほうが住みやすいの

で、地反や火災に強し、木造建築造りをまじめに考

えていかなければならないとし、家と家の聞に粧J

木を植え、火災H寺には霧の壁をつくるスプリンク

ラー兼nlの散水設備の設誼を提案している 。 ま

た、省エオ、ノレギーと 環境保殺をはかる手段とし

て、すでに笑用化している地下ｬｉ ￭ｾ 沼 ｦｬ ＺｲＱｊｬゃ透 ｹ ド所、

コージ、ェオ、レー ション、燃対4屯i也、ソ ー ラーノf オ、

ノレだけでなく、高台を対日や森林にしたり銑道沿線

にマンション群を建設して、人や車の移動エオ、ノレ
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ギーを少なくする土地利用を考える「者11市環境計

匝i J の考え方は、 21也埠己の都市計恒lの方l古lを示唆

しているものとしてたいへんZ知床i楽し、。

最後に、 ι uの内容をもとにして 出されたこつ

のも主言があげられている。

[ 提言 A fl it1. i毎日IJ者lyc.、」 営大きな森にしよう]

は、青島東京都知事の公約通り中止になった世界

都市博覧会の予定地に、「者11市的文化の森」をつく

る桃想、て、ある 。* 京のヒートアイランド現象をお

さ λ るためには、森が非常に有効な役筈I j を果たす

というのである 。伊藤氏は、東京湾13号波立地を

「なにがなんでも森にしなければならないとさ

え感じている」とまで言 い切っておられ、並々な

らね強い意志が感じられる。なお、 この構想、は

AE RA (1995年10月 9 日号) に「東京にも森は造

れる」として大きくとりあげられている 。

[提言 B 名古屋を新しい首都にしよう ] は、

首都移転の杭怨である 。山を削ったり海を埋め立

てるような務拘E磁波的な都市開発を避けるべきと

いう立場をとり、人聞くさい雰囲気がある首者閥E

設の市対日地とし て名古屋守あげてし、る。その迎l主l

には強い説得力があり、政治的な要素を排した合

理的判断の結果としての名古屋の復位性が、具体

的かつ明快に説明されている 。これら 二つの椛似

は、まさに提言 と11乎ぶにふさわしいものである 。

このよう に、本告は既成方拡念にと らわれな い大

胆かつ柔秋な発ｾ、に基づし、て苦かれており、→ ｬ 貨

の人々だけでなく、建築や都市計画を早1j[f"1 とする

人 が言先んでも思わずはっとさせられる知 l見にあ

ふれて いる 。また < 者Ilrli 言十画 > とし、 う言葉 をくtlf

づくり> に置きかえる ことにより、住みよい衝は

臼分たちでつくるのだとし、うことを、専門外の一

般の人々に知 lってもらおうという姿勢力市似底し

て1' . t かれている点も、木古: をユニークなものにし

ている 。難解な j 円言語を多用しがちな建築や者Ilr間 十

闘の本が多いなかで、地区計画、マスタープラン、

都市計画、特定街区など般になじみカ字詰lfL 、専門

用認をていねいに解説する姿勢は、大いに学ぶべ

きであろう。

ただ、「安藤忠雄設立十の水族館がある天保山の

t[;'，挺じ、「日本一高い鉄筋コンクリー卜の主l ! 物が、

才此浜 ・ランドマークタワー」、 「飛行場fごって i!i}上

にフロートで浮かべたので、すから J ( 関西新空港

のことか ? ) 、「日本ては|坊火声、防U 3 階建てω」ヒ

の建物に木製の梁が使えない」等々の Ｚｴ ｊｾ 笑誤認が

散見されること、建築家、主主築士、設音階? 、建築

l歪とし、うことばのi昆用、建築家の笑像に対する大

きな誤解がある点などは、- i l生前l けの牲としても

気 になるところである 。本舎に期待される社会的

役割の点からも、増刷の機会にf桝食討いただけれ

ば幸 いである 。

はしならひでまさ/ 大阪大学工学昔閥i築工半不り
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l高度地区の変更の背景

高度経済成長期に、住宅地におけるマンション

などの中高層延E築物の建築による、日照幼寄など

の生活環境の恕イヒが全国各地で問題となってき

た。 これに対処するため、京都市におし、ては、昭

和45年 8 月20 日、改正建築基主刊紙による第 1種 住

居専用地域の先取りとし、った考えから、当時指定

されていた住居専用地区のうち、 i各四ニュータワ

ンの区域を除いてはば全域にわたって、 10mの高

さ制限と北イｊＡｬ ｊ 京将ｾの ｉ ｬ ｩ ｬｊ 限を内容とする高度 地 区

の指定を行い、 H召和46年12月28 日、市街化区域及

び市街イじ調整区域の指定に| 燃して行われた、位指

専用地区の変更に伴って地区が追加 された。

その後、昭和48年12月25 日、これまでの用途地

域 が 4 地域から 8 地域に変更され、また、建築物

の形態の規制については、土地 の令辺正内な高度利

用を図るため、建築物の高さ 制限を原Jl IJ として廃

止し、容ヰ Ｑｾ 率による制限とするように改正カ言行わ

れた。 しかし、新用迦也城による絶対話さの) J 祉

は、 ｾｴ￮ 環境の保全Ｈ特に日Ａｬ鴨Ｉ、 ｬ ｜ｬ ｪ ｊｽしヒの問題、

市f却 也景観の整備に大きな問題を投げかけるため、

用 途地域に対応したお度地区が指定され今日に

至っ てしゅ 。祉会経済状況の変化、パフツレ車五斉の

ｈ 寺代に入り、市続 ｴ 也 においてはｾＡＧＡ閉 ｩＺｦ ｦ なマンショ

ンや事務所建築の建設な E が宏観に恐影響を及

ぼしてきた。これに対処するため、平成 3年 6 月

に市長から「伝統と: t i 1J ; 室の調和したまちづくり f佐

進のためには、今後どのような土地利用や景観対

策を進めていくべきか」について、 学識経験者や

各界の有識者ても昨成された「京都市土地利用及び

う正義見対策に つ いてのまちづくり格言投会」に訪問

し、平成 3 年 11月 7 日及び平成 4 年 4 月 9 日の 2

次にわたり、 当栴治会から答巾をうけた。

本答申は、制 ｬｪｾｾ 郁子昨前氾Ａとともに新京都市基本

計 l首I ( 平成 5

'

.p 3 月策定) の柱のーっ そなすもの

で、" f ! i ) 或を「自然 ・歴史的景観保全地域」、「調平n

I ! : ' 基調とする者11心:戸主主地域」、「新しし、都市機古り長

政J也域」 にブミ;] IJ し、保全 ・再生・[ 11胞の都市づく

りそ是正訴! として、本市の土地利用及びf; 湘声、慌の

方向ぞ指し:示すものである 。それを共休化するた

め、今回高度地区に つ いても変更を行った。

l今回の変更の要旨

1 )  15m高度地区の新設

本市の山旋昔11等 は自然 ・歴史的資源に忠まれる

とともに、 Ｂ Ｑ Ｍ Ｇ ＱＮ 即日守主体と し た Ｑ ｾ Ｚ［ 臼 也 が広がって

おり、この地械における建築物のrEさについては、

10m及び20mぞ基本としていたが、自然 ・歴史的

E崩 l と調和した住環境の保全ぞ図るため、 111M昔日

の住宅地を 中 心として、現在、 Ｒ Ｐｭ のお ｽ ｾ 地 区を

42 建築 と社会 ・1996 .6
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指定している区域の一部について、新たに 15mの

お度地区を指定した。

2  ) 市街地西部工業地域における高度地区の指定

本市においては、これまで工業設也域や準ユ業地

域 の一部については高度地 区の指定を行ってい

なかった。市f却也西音1Iの 工 期也域については、今

後、生産機能の点制寺 ・向上や近代工業等のリス ト

ラクチャリング( 机造転換) の促進のため土地 の

有効活用を図るとともに、周辺地域との形態規制

上の整会や均整のとれた市街地景観 の形成を図

るため、 地 域の特性に自己｛ｾして、四条通りそ境と

して北側ぞ20m、南側IJを31mの高度地区に新たに

指定した。

3  ) 屋上景観の向上を図るための規制

突出した埼屋や露出した建築設備などにより

舌凶は景観を呈 している屋上部分について、表紙

の向上を図るため、搭屋等の高さを規制 した。 ま

た、勾配屋線等の誘導を図るため、 15m、20 mの

高度地区内においては、建築物の塔屋等の高さを

8 m 侠住築基当鰐去で1ま12mまで百五さに算入されな

い) に制限した。 また、新たに指定する 15 m高度

地 区において、 il汗の高きが15m以下てー勾配屋中艮

( 展中艮勾配10分の 3 から 10分の 5 までに限定) を

有する建築物については、高さのｻￏ［主 ［［［ＧＡ￮ ｬ ｾ 艮度を Ｑ Ｘｭ

まで緩和し、勾配屋根の誘導を図った。

4  ) 北仰降織の一部廃止

本市においては、 EI!mを引制来するためニ|ヒイJ! 脈;W員

制限と日ｽ［Ｈ幼児ｪｦ， ｉ ｊ の 二 つの規 Ｑｾ Ｑ 他行 っ ているが、こ

れをよじ校してみるし→ ｬ 生的に小 ＧＩ［ｊｕｾ 宅地では 北

側主将泉が、ブ ､ｊｕ 失宅 地 では日 ［［ＨｾＧＩ［ｊ ｕｬ ｩ ｉｊ が伍 � ｊ <。ニ1凶j[l J

斜 線 1;): 日身，t立の多い悶 rl"11寺を "1' 心とした日 !!ll. を

仰ゴ呆し 、 複合日Ｉｾｾは日Ｉ［ｾ Ｎ規制の方がＩ［Ｈ｡ｊｊｫＮ ｬｾ は大きい

と考えられる。これらの二 つの規IlilHまおのおのが

補完しており、北側IJft4 * ' ぷについては現行のまま用

途地域に対応、してl I i lJ 限することとしたが、近隣商

業地域や準工業地域に指定している怜線道路沿

道の耕民弓宝300%の地域にお いては、商業 ・謝' ' I J 系

の上地利用も進行しており、r J f絞泊三11.ミ存地区」とは

趣を災にする区I或であることなどから、者11市的土

地利用の官邸主やのこまり屋根の景観( 本市の旧市

内の宅地は1m口が狭〈奥行きが長いものが多〈、

特に南北道路に而して縫っている雄物が多い) の

tliJ t{i IJ を図るため、 ニItf Jl IJ;i: ;酬 をJ5むとした。

5  ) 高度地区の名称の変更

今回の市度地 区の変更は 15m高度地区の新た

な指定、 1:1ヨ苫系)' 1' 1途地域の創日分化による 北イ!!I Jff.鞠止

の紐5] 11が増加し、これまでの日掛! i ' iから 10車部Hに

なるため、名称もこれまでの第 1種目" 度地区、第

2鹿市度地区い、う表現から、 lfil Jl 浪内容を分かり

やすくするため、絶対高さと ｾ ｴ ｦ ｊＡ ｉｊ ｦｦ［ ［ 断 ｬ の租Ａｊ ｝ｉ ｊ を組

み令わせた10mtii 度地 区、 15m第 l 極高度地区、

15 m第 2種高度地区と名称を改めた。

l変更に至るまでの諸議論

以上が変更の主なものであるが、 15m!こ指定替

えを行うにつ いては、 昭和60年ごろに一度見直し

が検討されたが、土地 利用を大きく Ili lJ限するた

め、当時の経: 斉::i f J ' 情ては日の目を見なかった。 し

かし、 10m と20mの椿差は大きすぎるい、う意見

は常に言 われて いた。今回の見直しで"15mの高度

地 区を指定するかどうかにつ いては議論を呼 ん

だところで‘ あったが、この機会に指定しなければ

今後は指定て、きないのでは ・・・ との思いで市素案

を市民の方々に示しな見守伺ったところ、賛成の

な兄をいただき、指定する こと ができた。

また北イJ ! I際映泉については、建築行政官ll Jii' Jや建設

関係団体から、日照については顎蛙の日 1; (3!見詰IJ -C'

十分配保されているため北 側斜線を廃止 したほ

うが、二|ヒ側をカッ 卜した不魁fdな建築物は建たな

いとしづ怠見をいただいたが、東西通り、南北通

りの道路に商し t.: ｾ＠ 、ろいろな敷地の形状や容積

率 などを勘案してシミュレーションを行い、 二つ

のl Ii lJ/度がお互いに補 完しているため一部につい

て ｉｾｨｬ を行ーった 。

l おわりに

v 回の高度地 区の変更により、日問、 j通風など

を佐保し、住，!l;tJ:Jl の保全を図り、京都の歴史的治

ｊ 輩、優れた自勿 ｾｒ 観との調和を図ることができれ

ば幸 いである 。

最後に、用途地域、高度地区の変更に 当たり多

くのごな見やご助言 をいただいた各位に、 J写< 1;1' 11 

礼申し上け、ます。

岡田伊織

京都市都市計画局都市企画部都市計画課地域係長
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: 用 途 地 域

マ 旧 高 度 地 区

高度地区の制限

新 規 高 度 地 区 マ

l 種 類 | 面 積 斤l 途 地 域 高度地区の制限

Zん:1…
- 第 1種 低 層 住居王平用

地主! え第 2穏低層住居

専用地域の全音 ｲｾ 寸ｾ寸「

第 2 程 | 山 山 内h -::. I ・第 2 種住居専用地域 I
N ←

I  _ _ _  一一" 11 115n悌 1種 I 山 … ぃ

高度地区| … ， ￁ｊｾ Ｂ ｟ｉ＠ の 釧 I  ｏｲｾ＠ 20
'
m i 寸 | 高度地区 l 刑j_， J ，*U I I Q

- 第 l 種 中高層住居専

用地減、第 2程 中高層

住居専用地成の各一

昔 ｉｾ

第 3 種

|約3，096ha 1 ・住居地域の全部

高度地区

N ←ー

第 4 種 1..， _  _  ._ ， Ｑ ・ 近畿商蜘Ｑｬ減の全音 ｉｾ 1  ケ |  

|約2，54. 9ha 1  ＺＺＺＺＺＧｾｌＺＮ ＺＧＯＺＧＺＢＢ＠ 1  ｉｾ ｬＧ＠ 1  トー

高度地区 1"""， V  ." '-1 ・準こじ指む戚の一部 rr ヮム 「一

伽 | γ

第 5 稜

l 約 749ha

高度地区

- 商業地域内で容積率

400%及 び600%の 地 I N- r  

域( 京者陥R南口地区ili 1  1  

街地再開発事業施行 1 1  

区域を除 o の全部 l  ー」
よ

- 商業地主主内で容積率 l ー

第 6 種 1 ' . L _ _ _ ， 1  700%の地J或の全部 IN← |  

|約 215ha 1  ｾｾ Ｎ Ｚ｟ｾＲＧＧＺＭＮ］ＭＺｾ＠ ::::"A_  1  1  
高度地区 1 "" " A V" - 1 ・京都駅南口地区市街 I

地 問j}院施行区域 1  1  

ー

伽

上

注 1) 上記の実線の矢印( 一一 + ) ｉ ｊＮ、処剰勿のおきゃ ｾｴＱ ｊＡ ｬ｢ 斜線の制限内容は変わら

ず( ただし、 I品展等にl刻する制限は除( ) 、名称のみ力攻更となる場合を表す。

2) 仁二二コは新設を示す。

3) の3 mについては、俗屋等を示す。

4)  r高即也区の制限」の医| は、抑極lである。

7:;tff 

間| 約州 23i関口，2 ＧｾＢｆｮ＠

15rnm 3程 | 卜 近 隣 向 指 也 汰 準 工 業 I
N←

品

| 約 102ha 1  ＭＺＺＺｾＺＧＺＺＺＺｾＺＮＭＺＺ＠ ｟ ｾｾ ，＠ 1 究〆

高度地区 1"" A V " " _  I  地域の各- - { f ll r  (  

10ml  

「且l

20m第 H重

|約1，783ha

高度地区

-貫n 種 中 高j習住居専

用 地 成 第 2種中高層

住 居 専 用 地 域 の 各 -

fom : f ぺf

-.，....... ｾｾＮ＠ I ・第 1種住居地J 9x " 第 2

l l 20 m第 2紐 I*.M ｨｾｑｨｾ＠ I  
I  Ｚｾｾ ＺＺ ＺＺＺ ＧＮ［＠ ＧＺＺＢ Ｇ ｾ＠ I約2，639ha I  磁住居地域の各一昔11
E 高度地区 I  "'，"， vv.- '- I  

・準住居地主主の全部

ｉｾ 同地ｼ約 Ｒ ，川 ｡ｬ ・近隣前期断、準工業 ｼｎＱＲ 歩
高度地区 1  """，，，v"_1 地域の令市日 1  i f  

10ml  

「旦I

- 近隣商業地域及び準

20m5P4程 1 h L  _  ｟ｾ ，＠ 1  工 業地 峡 で 容 積 率 I N  

|約 562ha I  

1-'，'1度地区 I  "" v V V " _  I  300%の地版、工業地

城の各一宮I!

よ

L ーI ＳＮｾｾ＠
l 高度地区

約1， 044ha

- 商業地域内で容積率

400%ヵ、ら 600%までの

山江主( 京高11駅南口地区市 1 N← [  

街地再開発事業施行区 1 1  

械を除( ) の全部 1  1  

・1 兆 tl !!.l .畑一 古i) 1  ー 」

上

L_ _ ー1

45m

1  ￯［ｾｊ 交地区

- 商業地域内て容積率

700%の地域の全音11

- 京都駅南口地区市街

地再開発卒業施行区

主主

約 215ha

N  

!

?

斗
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ある 授 業 - 2 鈴 木 良 介

大学て、は建築史を F 教授に学んだ。お忙しカ 3 った先生は出張

などで休部されることが割合に多カ、った。これは今になってわ

かったことだが、他大学などで閉じ都議そしていると、前回にど

こで終ったか判らなくなって しまうことがある 。先生も前回と

同じ所から始められることがあった。 われわれは気付いている

のだカ苛rll 妙にきいている 。三回目ともなれば「前回I飽きました」

と申し上げ次に進むということもあった。今の ようにいろいろ

な参考書があるわけでなく、いわゆるノート講義で黒板に了停

に舎かれる基股の図などを一 生懸命に写しながらの講義なので、

遅々として進まなし、。古代から現代までの日本建築史は平安時

代前期てボ終っ てしま った。ある時、先生の机に天沼俊一先生の著

書ーがあるのをみて、手分けをして古本屋を探 し廻ることにな っ

た。日本建築史図録、日本建築細部変溢小図録など、→Hほ た -

11ftと求めていった。乏しい中からやっと求めた これ らは眺めて

いるだけでも満ち足りた気持ちになった。京都に学んで、いると

いう地の利を生かして休日のほとんどは友人と 一 緒に古建築巡

りをしたものである 。学生がよく「教わっていません」などと

言 うのを聞 くたびに思い出す司王柄てポある。これら買い求めた本

は隣室の R 大生に貸したが、盗られてしまったとかで戻って来

なヵ、った0 - 1 出庄の古書目録に、日本建築史図掠全六巻( 復刻版) で

18万円とでていた。 福井工業大学教授

ニ ツコリの家 瀬戸本 淳

震災から一年半ほどたった。今でも 1 うだめだ。とくずれ落

ちながら夢からさめることがある 。当H寺、家の中てや埋まっていた

私の友人は、まだ自分が埋もれていて自分の姿が見えず、自分てや

決断ができない病に苦しんでいる 。その彼が、私の新しい自邸て。

飛びまわりながら、最高の笑顔を見せてくれた。

人間はものをつくりながら、それによ って怠l床を伝える 。住 宅

はまさにそこに住む人の社会に対するポーズであり、それによ

って諮りかけるものである 。 コ ミュニケートし たいと到オ幾づけ

た環境ともいえる。っ くり出したものを、だれかが嬉しく忠、って

くれるのヵ理E想であろう 。ニコ ッと笑ってもらえるだけで、私の

家は成功であり、私の病いもいやされる 。

想像からの創造が今の復興に川われている 。千111戸 は小さな個

性の集まりであり、 一人ひとりが違う 。そこにみんなのコミュニ

ケー卜したい思いがある 。街はつくるものではなく、 実 は出来上

がったものだった。ぽっ かりと穴のあいた街の中に、例えば歴史

を感じるものカ濯ったりすると、すばらしく感じるだろう。地域

の文化はこわさないで伐してゆかなければ・・・。

人と関与Lとの間 にある相互作用はすべて大事な表現であり、

コミュニケーションであることを認識し、村戸がニコッと笑え

る忽像力で‘ もって復興してゆくことを夢見ている 。

建築家 ・瀬戸本，享建築研究室代表

44 建築と社会 ・l蜘 6

時の流れ 垂 水 英 司

私の好きな台湾11央岡に「主£阿割下 - 11寺の流れー」がある 。歴

史の ￬ｾ 姫力の Ｑ Ｚ Ｑ Ｇ 、戦後大陸から渡ってきた公務員の家族 。 いつカ、大

陸に戻 ることを念じつつ、父が死に、やがて祖母も夢を果たせぬ

まま死んでし、〈 。そして、残された忠、子たちはしだいに台湾社会

に Ａｾ ｉ 除んで行くことを予感させて映画は終わる 。 淡々としかも

リアノレに、日常の「時の流れ」を風安と共に切り耳取又つたような美

しい

オ、マの1旗0沢I頭 . 候孝! 資だ。

どんなに苛酷な歴史に翻弄 されても、 rll 寺の流れ」は、あんな

に強かった愛憎やこだわりもしだいに角を取り、穴を埋め、J j IJ の

シー ンへと展開させてし、〈 。しかし、時は流れてすべてを流し去

るのではな L 、。 そのあとに歴史が桟されていく 。

震災から 1 年 4 カ月が過ぎた。もう !IITのあ ちこちには新 しい

建物が挫ち始め、 rl侍の流れ」を感じずにはいられな L 、。 まだま

だ燈えない傷跡だらけだが、いつかは rll 寺の流れ」が風景を変え

てしまうだろう 。この「時の流れ」は、その後にどんな歴史を残

しでいく Tごろうヵ、。

神戸市住宅局長

施工品質 管 理の重要性 田 中 正 司

施工品質の管理は、設計仕様に定められた材料と工法により、

設計由貿水準を満足で、きるものを完成 し、要求機能と性能を発

揮させることと考えてし、る 。

即ち、使用材料 の基本物 ｉ 生や特 ｉ ｾＺ を十分知り、施工環境条件と

工程能力を踏えたii i i A i . 工法を逃走し、設計品質制倒呆するため

の管理基準と要領を定めて管理する ことと 言 える 。

しかし、各勧却草の発生要因を分析してみると、材料の特性を

十分捉えていなヵ、ったこと、特|生に迎令した工法でなかったこ

と、あるし、は材料と工法及び工程能力そ踏えた管理が十分され

ていなかった場合のいづれかであると 言っ ても過言ではない。

この ことから、施工管理は材料、 工法、管理 ( 人) の桜点管理

カf最も霊安であると考えている 。

一方、 制 i草: の発生確率は、施工段階における設計変更の場合に

多い傾向を示して し、る 。それは、 三者の いづれかを変更する; 場合

に、| 保られた時間内て、.相互の按J弐が十分検討できていない場合

があるためと考えられる 。

こ のように考えてくると、各手あ別 ｾｴ ｾ を防寸ためには、施 工 品質

の管理がt k も重要であると反省している。

鹿島建設関西支庖建築部専門部長

建築の眼
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プールをつくる

前田 折男 / 藤田 寛

はじめに

この 5) J  18円に大阪市港区で建設11
1
であった、大阪プーノレがオー

プンした。 このプーノレは水泳競技ならびにーー般利用者への開放を rl

的とした大阪市の施設であるが、 より| 師広〈利用してもらおうと、

さまざまな新しい試みを取り入れている 。本稿では競技用プーノレの

今後の方向性のひとつとして、大|坂プーノレの設言 li 91Jを紹介する 。

計画の経緯

大阪プーノレの計画としては、 lI i?，if Il 601' 1三の八時屋公園公開コンペを

合む八時屋公園の整備計画、および平成 9 年の大阪国体を契機とし

て策定された市の「八幡屋公国プーノレ胞設整備計l直i J に基づいて平

成 2年度より基本設計が開始された。 その後大阪市北区法円坂にて

計回 ｉｪ ｬ てあ っ た中央体育館の立て替え構想が、文 化財 の ｉ Ｚ ｉ ｾ 土により

山市: 。結果、本』加也八時屋公幽ていの同胞設の計画となる 。以後、平

成 Ｓ 年度より始まる大阪プーノレ、荒新Ａ庁 Ｗ 巾 � 止ｾｩ 体本育館館，ゆ配置言計十画を Ｑ Ｚ Ｑド ｬわ ，心 ｌ 、と

し ｦたＮｾｾ基 Ｑ左与 Ｒオ本 Ｑド丈計岡の検討、および平成 Ｔ 年度からの基本設計 ・ 実施設計

献をて平成 5年 9 月の着工に至る 。工NJは約30ヶ月にわたり、平成

8年の 3 月に竣工を迎えた。

それまて" 大阪市て、競泳フ。ーノレい、え Il 、戦後まもなく完成した、

l r I 大| 坂プール( 北区扇町) が代表していたが、長年にわたる施設の

¥、、
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老巧化に伴い、 その役を新生大1I反プーノレに号 |き継くやこととなる 。

「大阪プールの設計J について

平成 9年のなみはや国体開催を機に計画された大阪プーノレは、国

際大会にも対応する屋内プーノレ施7次である 。

大阪市都心部と臨海音I1 とを結ぶ大阪東西車111上に位置する八幡屋公

園は、地下鉄 中 央 ｬ Ｎｭｾ￭Ｉ ｬ￬ｾＡ 目前駅の正而に位置し 、中 央怜出船草路や、阪

キ ｲｬｬｾｾ 速湾岸線天保山インターなどに隣接した広範なアクセスカ切Ａ待

できる立地として位置づけられる 。 また、総合的な公園計画のもと

に広場、キネi也などが計|亙|されている都市公園でもあり、市民の日常

の憩いの坊となっている 。本建物の設計においても、こうした立地

条件をふまえ、公国環境を尊重すぺ〈積極的に公園修景の演出につ

とめた。

基本設計

設計にあたっては、次の 3点を基本方針とした。

1. これからの国際競技会場にふさわしい機能の提供。

H宇今の選手レベ、ノレの向上や、競技大会の大規脱化、多様化に伴

って施設に要求されるグレード もハード・ ソフト共に質の高い

配慮が求められる 。

2. 広〈一般利用者にも開放され、親しみの持てる施設としての配慮。

rr一

L _  



寸宣開放時には、さまざまなレベル ・目的の人がそれぞれ気置

に利用できるように計画する 。 また、幼児や身体の不自由な人

の利用にも配慮する 。

3. 公園修景 として周囲に調和した建物外観および外部空間の演出。

緑豊かな公園のイメ ージを壊すことなく、市民の憩いの場とな

るように、積極的に公園 t しての空聞を創出する。

配置計画

計画当初の第ーの課題は、都市公園である八幡屋公園に課せられ

る厳しい建ぺい率のクリアと、敷地の中を走る高架高速道路に対す

るクリアランスに留意しながら、施設のゾーニ ングを決定する こと

であった。敷地面積約12haに対して、都市公園法により設計当時

は 7%までの建ぺい率制限があったため、同じ敷地内で計画する体

育館の必要建築面積を差し号 |くと、 7. 800げがフ。ーノレに与えられる

建築面積の最大限となる。 これはアリ ーナと観覧席をあわせた面積

にほぼ等 しくなるため、プーノレの建物 t しては、観覧席を含むアリ

ーナのみをI也上に現し、その他の施設を地下化することで対応した。

建物は、 1也上より約 3mの高さに設定された人工地盤をその周囲に

まとう形で、直径約100mの円形に計画されている 。アリ ーナレベ

ノレをI也上より 1. 5m下げた半地下形式とする ことに よって、人工地

盤レベルの観客重搬と階下の選手 ・管理者の劃臓を完全に独立させ

ると同時に、それぞれのアプローチがきわめて分かりやすいものと

なった。

公園ひろば との関係について、人工地盤上を積極的に公園空間と

位置づけ、カスケー ド、プロムナー ド等の計画も含め、公園修景 t

の匙続|生を考慮した。人工地盤上の 3組のトップライトはサブプー

ノレなど階下の居室への採光シス テムであると同時に、人工地盤レベ

ノレのアプローチに対するモニュメンタノレなゲートとして機能する 。

地下 2 階平面図

施設の構成

施設は50mプーノレt 飛込みプーノレカ 3 らなるメインプーノレ、および

25mプーノレのサブフ。ーノレと これらの付帯諸室、レストランな Eで構

成される 。固定席で3500名余の観客が収容可能てある 。プーノレはい

ずれも各種競技に対応する公認プーノレてあるが、本施設では、 50m

プーノレと飛込みプーノレに昇降床を採用し、水深の自由な変更を可能

にしている 。 これにより競技種目を選ばないばカ、りか、一鳴賊l開 者

に開放する際の安全な水深の設定が、さまざまなバリエーションてや

実現て3 るようになった。

内部のプラニングについては、各種運営形態に対応、できるよう、

特に封腕計画に留意した。メインプーノレをはさんで両側に管理〆ー

ンと選手ゾーンを配置し、選手〆ーンはメインプーノレとサブプーノレ

によってはさまれる形となる 。大1尉匙た会時には千人単位の選手や

大会関係者てや運営する ことに なるので、 これらの動線やゾーニ ング

はできるだり交錯しない方が使いやすし、。 また、ウォ ー ミングアッ

プ用プーノレと L てのサブプーノレは、メインプーノレに近接し、できれ

ば同じレベノレに設けるのが思想であろう 。本施設で、は建ぺい率の制

限からサブプーノレを地下に設けたため、メインプーノレからさらに l

フロア下げざるをえなかったが、最短距離で連絡し重腕泉上の腕曲感

を感じさせないよう工夫した。

施設デザインのアウトライン

建物の形状については、スポーツ施設として躍封M惑の表現守第ー

としながら、決して広大とはいえない公園の施設として、威圧感を

感じさせないフオノレムを意識した。形態のアウトラインは、法線方

向に同一断酎彰状のメインフレームを、角度とレベノレの 2 つのパラ

メーターで幾何学的に配置したモノフオノレムとなっており、 これが

50m 

公認続; 永プル

地下 l 階平面図 1  1500 
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アリ ーナの内 ・外部の主要な柿成要素に共通な関十システム Of3i 犬

角＿付斤、ひずみの解析 ｴ クリアランスの設定、桜伶千 ｩｾ のディテ ー ノレ等Ｉ

の ＧＱ ｾ Ｑ ・十 ｩｦ￬ となる 。

大きく放すIつ、屋根からウ エス卜のラインを、 コンピューター上

てＢシェイプアップしながら、柿造のゆるす限り ｾＡ ｉ ｦ，ｾ駄な部分を削り取

る作業は、 ｉｊ 具屋根に対する模型てゆＩ Ｎｩ ｉａｩ ｬ 日 ｬ 実験とキ ｉ ｾ まって、空力粋 ｼ 企

を追末 してゆくプロダク トデザ、インの手法であろうか。結果として、

大きく弓なりにしなった公固形状や、その上空を弧を描 いて走る高

速道路とうまく i呼応する 71狗 fでき、全体としてーイ桝惑をもたせる こ

とカ fてザきた。

テア ロン! 院とステンレスて"tWfJ 戎される屋根はE提出M惑と 同11寺に、内

部空 ｉＺ Ｎ ｜ｪ に 開 放 的 な ｬ サ ｬ るさと機能 Ｈｉ ｾ Ｉ な設備空 ＱＺＧ ，｝ ぞ 同 立させて し 、る 。

テフロン膜とステンレスによる複合屋根

メインプ ー ノレは直桂約 ＱＰＰｭ の ｰ Ｚ ｭ ｾ の辿物であるが、その ｩ 二 Ｑ Ｑ 央官 Ｑ Ｑ

の直径65m の部分にテア ロン)J史による IJ 英桃造を探J ' l ' J し、周囲はステ

ンレスにて屋根を形成している 。 テアロン! 肢は太陽光を柔らかく透

過させるため、閉鎖的になりやすい嵐|人j プーノレに開放f惑を与え、晴

天であればmt l引を消した状態でも十分な 内部照度が得られる 。 また、

l院屋恨部分は、自f抑留: 垂させた CFに1

11

1な) I外J)J英との二重j院になっ

ており、これはシンク ロナイズドスイミングや多 目的利用11寺の音斡

ｲｾＧ ｉ ｾ Ｚ に貢献している 。 やはりプーノレというものは、本来、夏のまぶ

しい太陽の下で楽しみたいというのが一般利Fl=J者の感党であろうし

また 一 方で｜施設の機能的 Ｑￎｬｬ￮ Ｑ Ｑ直営 ｾ Ｇ Ｚｪ める届根 付 ーきプ ー ノレの ニー ズは、

昨今の大型プーノレの常識になりつつある 。 こうした状況の中で、テ

アロン肢は、 1II，j者をうまく両立させる屋根系材として選択された。

構造的 には、 IJ 長屋根部分は、 二重ケーブルオ、ット IJ 失将f造 t 呼ばれ、

IJ 英屋根のj百H羽に PJ 環状に配される トラス鉄'1'1' ( リング トラス) から

④ 

l 階平面図
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張られたケーフツレにIJ 英が支持されるかたちとなる 。 これによってIJ 英

屋担部分が構造的に独叫するため、 I也上にて! 院屋線官I1分だけを施工

したのち、ステンレス屋脱却のメインフレームまで持ち上け‘ るリフ

トアップ工法が可能となった。)J 則三屋根背1Iを: I : i l l _ _ 仁付近で組み立てられ

るため、作業性と 刊 弓 業の安全 ｉｾ Ｚ を日める こ とができた 。

プールの構成

本施設は、昇降床設備 を1i Ui えた 50m プーノレおよび飛込みプーノレ

と、固定床の25m フ。ーノレて判成される 。また、冬期には 50 mプーノレ

と飛込みプーノレの部分がアイスアリ ーナとなり 、 アイス ホ ッケ一、

フィギュアスケー卜 などの公式競技を行う こともできる 。

以下にプーノレの概要を記す。

50mプール

8 コー ス国際公認 (10コー スでの競技も可 能) 50 mX  26 m 

水深 Om- 3m : 11';k・者11の30m がシンク ロナイズドスイ ミングに

対応して最探 3m、その他の脅11分は 2m までの泌さとなる 。

飛込みプール

国際公認25mX 22m。

公式売も| 反および飛込み行のf也、おu科J l i 飛板と高飛込み練向台を備

える 。

昇|附末を採用し、ノド涼は Om- 5mで可変。

25mブ ー ル

8 コー ス一般公認25mX  17m 

水深1. 3 mの固定床

一方、自動割当!青111キ装置は、 1"記の極 11 に対応している 。

競かk、タ1 ピンク、¥シンクロナイズドスイミング

7]'(羽t、フィギュアスケー 卜、アイスホッケー

2 階平面図 1  :  1500 



ショートトラックスピ ード スケ ー卜 、卓 ｮｾ

いずれも公認( 1 主| 際、|主|内) 機材てある 。 また、競技データーをfi' I'(

内T V共聴ラインに送出する T V速報システム、競泳用自主 トレー

ニングシステム (50mプーノレ及び25mプーノレ) IJ) 、L ED案内表示板

等を装仙し ている 。

ろ過システム

各 プーノレに共通するろ過システムには、珪藻こしろ過と高度処理( オ

ゾン Ｋ ｂ ｉｏ 槽Ｉを組み合わせた全 ｉ ｾ ｉ 動方式を採月 ｊ した 。 珪藻土ろ過

装置の欠点てやめる、主主謀土のf共給をflHll' i に行えるようにするため、

コ ンプレヅサ ー やポンフ 。 を 利用し た ｉ ｾ ｉ 重 ｊ Ｉ ￭ｾ ，＼Ｊ合装置を設置している 。

また、 ｪ 容耐 ＡＧ Ｏ ｾ ｴ 有機物 ぞ処理する市度処迎 抗 ， ｕｦ (オゾン十BI O槽) を設

置し、過マンガン酸カリウム消費量制酎成する 4fO; : - C" 、仰鯛の補給

水立を少なくし、運転コストを下げるよう配慮した。薬j主装置は過

剰塩 素注入による 人体へ の 幣 害 を Ｑ Ａ｜ｾ く すとともに、適正な ｐｈ 領域

において安定した殺菌力引1持するため、 P H調盤装置と塩素管理

装置を併用している 。

アリーナの照明計画

メイン光源には高演色型メタノレハライドランプ (lkW) を採用し、

全体の25%をI開時三再点灯型とした。省エオ、ノレギー と多目的利用、及

び保安対策等を考応、して 5段階のノ f ターンl/ilHili ll を行っている 。 また、

畳間はJ/英屋根よりの透過光にて採光が待 られるため省エオ、ノレギーの

はカ、れる精進とな っている 。 また各プーノレのfJ!l J1 ! まには水中照明を設

置し、水 ｉ Ｚ Ｏ ｾ ｉ 払 誌協 ｼ昨 の 照 度 確保や、 Ｍ ｦｩｬ 賊 ＱＯ 用時 の演 出 ，ＩＡ 現 ｬ 明としての利

用を考} ，¥t f : した。

アリ ーナの照明計画とならんで、特に競技会時にr : f J I 直 t なるのが、

不要な光のさし込み ・水面へのl映 り込み等であるが、本施設では、

外部に面し た採光窓に電車1) の: i ! 1t 光スクリ ーンを設置し、 必要に応じ

飛込みプール

サフブール

て有害 な外光を遮る ことができる 。

音響計画

本システムはメインプーノレに於いて催される水泳競技やスケー 卜

競技H寺の案内放送やスピーチ等 に於ける明11資度に重点を置き、 また

弁|咋j末を上げての多 目的使用に も対応する為、コンピュータ-t/i l/御

によるシーン設定を可能としている 。

く システム構成>

メインスビーカー・ 1群、サブスピーカー: 7組をアリーナ天井部

に分散配置し、アンプ及びI/il府11系は、ア リーナ ν ベノレの旅送操作室

に集約している。

但し、プーノレサイド及び制制w最 l二段後方部に於い ても単独にて

操作可能としている 。

観覧席について

本施設はプーノレをはさu ' かたちで弓形の観覧席を両サイドに設け

ている 。 この形状の場合、アリ ーナ中央部の見やすい位置に、多く

の席カi 1 i 削呆できるヰ1/ 点がある 。

座席は跳ね上げ式の座而 を採用し、 非常11寺の通銀!f の行 いやすさ と、

マ討市・メンテナンスに留意 した。

大型映像装置

各干豆競技データ一、館内テレビカメラ( 固定型、移到足日および水

ｉ ｾ Ｏ ｬ カ メラ Ｉ の ｈ 央像、 ｖｔｒ 等 の表示用として大型 映像 装置を設置 して

いる 。 アスペス ト比 3 :  8 により 2 画面同時表示カ市I能であり、 T

V 仁/:1継i /[ i: の入出力回路及び館内T V共制、ラインへの送出/ITI路 を備

えている (C R T 方式 :品 切 は5000瓜 画 面 寸 法H :  4.2mXW:  

1l .2m) 。

( まλ だ て つお/ 大阪r I 附

Jふ、 じた 古か‘ ん/ 附 3来i巨L硝訓封知州11主娃i主i築，'Jμ》吋守務主j所1引叶H斤守 /  

メインプール
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いま、プールがおもしろい

矢倉

プールとは

プーノレと は、厚生省の管理基準による規定によれば 「プーノレ本体

の水の容量がおおむね 100m'以上てv あり、不特定多数の者が遊泳に

利用する施設J ということになる 。 しかしその分類をしようとする

と、使用目的、設置形態、設置場所あるいは運営主体などによりさ

まざまな喜朗リがなされることとなる 。 その→列を示す( 図 1)。

このように「プーノけといっても実に多種多様である 。 また、こ

れらのプーノレにいろいろな機能を付加するための機器 ・装置類を加

えるとまさしく千差万別 となる 。

しかも H寺代の要求に応えて、現在も新しいジ、ヤンノレのプーノレが次々

と考案されている、個々の事例については紙面の都合て言 及できな

いが、このような現状をふまえて「いま」のプールについて述ぺる

こととする 。

プールの歴史

ある文献によれば、歴史上人工 のものとして記録にあるプールは

紀元前3000年頃インドに造られたものといわれている 。

裕

有史以前より人類カ羽t いてU たことは、泣跡に残された図や、神話、

伝説などでや伝えられてお り、 生きる糧を得るため、あるいは敵 との

戦いの手段として、古くから泳ぐことは日常的に行われていたと判

断することに異論のないと ころであろう 。 その後、古代ギリシャ時

代、ローマ時代にもプーノレ築造の記録がみられるようであるが、 n永

くつための 「場」はやはり海や河川|、湖、沼とい った自然の中で行

われることが主流であったと考えられる 。

近代の水泳プーノレの発達はイギリスてやはじまったい、われる 。

18世紀ロンドンて長さ 13mのプーノレがつくられ、 19世紀半ばには水

泳に関する法律まてや施行され、スポーツと して の水泳が誕生 し、人

工のプーノレの建設が賞族の聞でフ、、ームになったい、われている 。

20世7紀初頭ロンドンでの第 4 回オリンピックてや水泳競技のスタイ

ノレが「競泳J r飛び込みJ r水球J い 、う形に整えられ、現在の競泳プ

ーノレの原型となり、各国に取り入れられていった。

フ。ーノレの普及の様子も 世界的に みると特色があ り、アメリカてやは家

庭で使用されるプライベー トプーノレの普及が顕著で、あり、年間総需

要数は50，000- 100，000の聞で推移している 。 また、大型のレジ‘ヤ

ープーノレも数多く設置されており、アミューズメン トアイテムの開

個 人 プ ー ル (プライベートプール)

幼児用 プール

訓練用 プール スイミ ングスクールプーノレ

競技用 プーノレ 施設公認プーノレ

健康li!i 進用プーノレ

付帯施設プール

レシャ ープーノレ

図 1 使用形態によるプールの分類例
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発では最先端を走っている。

ヨーロ ツノ f てーはイギリス、 ドイツを 巾心にインドアプーノレの普及が

リゾー卜 t 組み合わせた' j : J l V，j t 増進Jjjg設としての発達が進んでおり、

みられる 。

日本におけるプーノレ築造の記録は古〈宝永年間 (18世紀初め) に

尾張徳川吉通が築いたとされ、木造ではあるが湯針。1; か した?J¥T]'cプ

ー ノレてボあったとされている 。 その後も、武事 ｼ 守と し ての水 ｾｪ ￬ ＼ の訓練 ｭ

プーノレが造られた記銑も散見されるが、 nm制服!T後、学校教育の将

及 とともに 「学校プーノレj の築造が胎んとなり今 日にいたっている 。

学校プーノレの最初は1915年に大阪府立茨木中学校に大正天皇の御

大!U!記念事業として設けられた屋外フ。ーノレて‘ あるとされてし位。

日本のプーノレの普及は学校教育に水泳カ f取り入れられ、教育葬! 叫、な

国民性によって牽引された歴史でもあった 。 ｉｉｾ 手 ＱＱ ＳＹ 年 Ｈ Ｑ ＹＶＴ 年Ｉの

東京オ リンピックをはさんで、文部省による 学校 プーノレの建設に国

庫補 助 も|羽始され、オ リンピックでの FI本選手の活躍もあり、学校

における水泳プーノレの建設が加速されていった。そのピークは昭和

Ｔ Ｐ 年代後半から Ｕ Ｐ 年代半ばて洋 ｉｬ 日 Ｑ ＰＰ 叫ｾｪ［ Ｉｊ ＺＺＮ が建設された 。

結果、平成 6年度末の公立の学校プーノレの数は 30 ，447:基となり、総

こ討変数38，921校に対しての設世率は 78. 2%となっている( 表 1 ) 。

尚、その他の学校、およびね.0L年殺を加えた総数は31 ，110悲て" 設置

率73 .4 %となっている( 写真 1 ) 。

: 判交プーノレの普及 lこともない、「教育としての水泳」を補完する

形で「スイミングスクーノレ」ヵ' 7JT ; 業として成立し、昭和140
1
肘げかド

から全国に設立されるようになった。 また、 501:阿t後半からは日，) 齢

化社会への対応やエアロビクスなど若者のファッション呪梨に 11乎応

してフィッ 卜 え、スクラブのｾ設へとブ ー ムが起こった 。

一方、{ が長遊園地 に併設されていた、 レジ、ヤ ープーノレにはワォー

ター スライダーなどが海外から導入されはじめ、流水プーノレ、造i皮

プーノレなどを含めたプーノレ施設の大型化、アミューズ、メン卜施設化

が急速に進行しその集客力と 1' ，:) 採算性から全国各地に主l ! 設されてい

くこ とt な っ た ( 写真 2 、3 )。

遊闘地のプーノレから起こったアミューズ、メン卜 化はその後公共の

プーノレにも波及し、 1990年代からそれまで50111フ。ーノレと 25mプーノレ

に徒渉プーノレのijj: 設といった「市111]判 民 プーノレJ =f 公共プーノレJ の

パタ ーンカ叩l用者( 市民) からの意向により変わりはじめ、今てやは、

内容、規棋とも民1111のレジ、ヤ ープーノレに匹敵するまでになりつつあ

表 1 わが国における 学校 プール設置の推移( 公立) ( 文部行訓lベ)

IIg和50年 5 月 1 FI 1I[{;f1l 60年 5 川 1 円 "jZ/占: 7"F5J J 1 "  

"五枚数 設自在数 設置率{九} 学校数 設置数 設置率l矧 ' 干校数 ;没iFt 数 ｾ［ｬｬｾｦ ＺＱＨ却

一ー、子"ー 校 24 ，421 13，350 54. 7 24 ，799 18. 714 75. 5 24. 213 20 ，175 83. 3 

-一u安 校 10，120 4，899 48. 4 10，472 6，786 64. 8 10，532 7，556 71. 7 

高 等 学 校 3，701 1，700 45.9  4. 147 2，384 57. 5 4，165 2. 718 65. 3 

メττ 弘、
011 38，242 19，949 53.2  39，418 27，884 70. 7 38，921  30，447 78. 2 

写真 2 アミューズメントプール(合歓の郷)

写真 1 学校プール

/  

《ニ: >

一 ー

ＭＺＭｾ竺 ｉ￞

.4台J j ; ; 49 千三: シ

- _.，; ｾ＠ ｾＭＭＭＮＮＮＮＮＮＮＺ｟＠ _ ..‘ ..a..:..ー

写真 3 フィッ トネスクラブ
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る ( 写真 4 )。

このように、わが国のプーノレの歴史営みてくると、数孟、内容、

加英、充実度において、近年にな って鮒市 ・拡充され、考古王もまだ

変化 をつづけていることがわかる( 表 2 )。

運用にあたって

わが国のプーノレ施設において、 どうしても考慮しておかなければ

ならない問題として、稼働率の偏在があげられる。実態を表 3 に示

す。表からも明らかなように、インドアプーノレてやは 6 、 7 、 8 月の

3カ月に年間総入場者数の70%が集中し、アウトドアのプーノレにつ

いては、夏休み中の休円 (15日間) に入場者数の60%が集中すると

いう偏在の笑態が浮き彫りにな って いる 。

実数におきかえてみると 1例として

・アウトドアのレジ、ヤープーノレて二年間入場者数20万人の場合

200 ，000人 x 0.6=  120 ，000人が15日間に集中し( 1 日 8，000人)

平日は200，000人 x 0.3=  60，000人が29日間で入る( 1 E12， 000人)

となりその差は 41音となる 。

この落差は施設全体のがi i I 英や設備のありかたはもとより、運営に

写真 4 大規模公共プール( 茨木市民プール)
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あたっての人員配世や管理体制などのソフトの而までにも影響を及

ぼすこと となり、営不，]を目的としたプーノレてやは勿論のこと、公営の

プーノレにおいてもランニングコストの面で多大な ｪ ｾ 縛がてやる 。

インドアの場合はこれに季節の偏在要素が加わるからいっそう深

刻な問題となる。このような夏期以外の稼働率の悩みをかかえる実

態はよく目にするところである 。

反面、日本の夏にはプーノレが欠かせないというすよｾ｣ｬＮもこの実態から

みることができる。

これからのプール

課題をかかえながらも、将来にむけて変貌をしつつあるプーノレの

これからの姿について、いくつかのキーワードとともに展望する 。

「アメニティ j を全てのプールに

これからのプールは、種別、形態を問わず「快適性」がもとめら

れることとなろう 。

年間の稼働率を上げるためにも、良い記録を出すためにも、まず、

現状の環境を改善しなければならない。

機能第一主義の施設空間に「ゆとり J がほしい。滅菌のために我悦

表 2 わが国のプール施設数( 概数)

干車 1)11 施設数

学校プーノレ 31，110 

スイミング、フィットオ、スプール 5，790 

公共プール 3，360 

ホテノν 、旅館 2，520 

その他 1，220 

メr与，、
日十 44 ，000 

* 民事 20111 以 l二、 I'Jν ジャープール350

表 3 - 1  利用者の分布( インドア施設)

表 3- 2  利用者の分布( アウトドア施設)



制怠いられる結合塩素による目の痛みや臭いを除去する必要もある 。

あのじめじめした不快感をおさえて、爽やかな環境のもとプーノレサ

イ ドに寝そべって文庫木を片手に一 口を過ごせるようにしたい。

自然とたわむれながら過ごした、あの「水遊びJ のイメージがもと

められていると思う 。

『コミュニティ J を学校プールに

高 齢化社会を目前にし、 しかも少子す駄が進む ':Il、地域における

さf : ; ! 交の存在意義についても変化 をもとめられている 。

地域における学校は重要な意味をもっ空1:'¥1てある 。子供のころの思

い出の場所であるばかりでなく、過街化する都市古Ilてやは唯一のゆと

りをもった空11.¥1である 。

それらの意義をより積極的に生かす施設 ・環境づくりを志向する

I降、プーノレや体育館も 地域のコミュニティ形成の手段として大いに

活用する 必要があると思う。

『セイフティ J と「へルシーJ

プーノレにおいて安全の問題はさけて通れない。年聞の水の4吋次の

内プーノレてがの事故も決して少 なくない、 l吸入事故、 打打ゐJ扶其王芽事事fわドri故i

による司事執I右i吹など、管理 ・設備には万全な対策を講じる ことはもとよ

写真 5 健康増進プール

り、ハード、ソフト両面からの事故防止の体制 を完備することも重

要な訪曜い、えよう 。

その上てや、本来 「水」 のもっている特 性 、圧力 、 ｦ 尉充、中 ｉ ｾｴｬＺ 、浮

力などのq虫rl 生を生かし利用するための施設としてのプーノレの|刻発と

ともに、将来の高齢イ凶土会にむけての幅広い年齢層を考慮した諸施

設への導入により、 f脳変管理や福祉而での充実を兼ね備えた体育 ・

遊戯空間づくりにも活用していくべきではないかと思う( 写真 5 ) 。

0 0 0  

わが国におけるプールづくりはやっと基盤整備が終わろうとして

いると ころであり、 これからの発展を待つ状況にあるといえる 。

人は水なくしては生きられない。水のせせらぎの音による 心のやす

らぎや、ｾｊｴＷｬＧ＼公園に代表される 水 辺との ｼ 剣わりな ｅ 、ＷＱＧ＼との古くか

らのつきあいを犬切にし ながら、ますます多機能・ 高機能化される

プーノレづくりの中でフ。ーノレ事業に携わるものの一員として、 もう 一

度原点に戻って考える ことも使命なのかもしれな い。

ともかく、 「い ま、プーノレがおも しろい」。

( やぐ ら ひろし/ ヤマハ発動機附プール事業部営業部営業課謀長)

く〉 わが国におけるプーノレ躯体の素材別割合

既設プールの素材比率( 学校プール) ( 平成 7"Hon現在)

サ ンプル数 30. 1641危設

平 成 6 年度設置のプールの素材比率 (平J此6 年 4 fl - 7年 3 )1 )  
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雲量

プール可変床設備

土井

可変床設備の目的

昔から日本の水泳人口は多〈、事互の制策ブームも ミ引云ってか、

引共から老人まで幅広い壬附層の人が楽しんでやいるといった状況で

ある 。

水泳と一言てや言っ ても、競泳( スプリン トレース) から、シンク

ロナイズ ドスイミング、水球、飛び込みと各種の競技があり、 表 1

のように、それぞれの水深が国際水泳連盟 ( FINA) によ って、規

定されている。

フ。ーノレ可変床は、 これら 全ての競技を一つのプーノレで行うため、

フ。ーノレ底床を水中てや昇|冷できるようにした水深調整設備である。

これは、競技だけではなく、設定する水深によって、子イ共や身体障

害者向けにプーノレを一般開放することもて3 るわけである。

さらには、床を水面上に上げ、ロック機構を J]包すことで、プーノレエ

リアをホーノレや体育館、アイスアリ ーナに転換するとい った ことも

可能となる 。

また、温水プーノレてやは、夜間、 水面まで、床を上げることによ って

保祖効果があり、 エえ、ノレギーの節約も可能となる。

このように、プール可変床の導入効果は大きく、用地の少ない日

本には、まさにうってつけの設備といえる。

表 1 各 競 技 に お け る 水 深

イ土 様 水 深

国際競泳プール 2.0 m以上 ( 50mプー J レ全域)

一般競泳プー J レ 1. 2 m以上 ( 50mプー l レ全域)

国際シンクロナイズドスイミング 3. 0m以上( ノレーティ ンゾーン内12m 四方)

国際水球プー J レ( 男子用) 2.0 m以上 ( 30mX 20 m エリア全域)

飛び込みプーJ レ(10m台) 5. 0m以上( 最大部)

表 2 仕 様 諸元

項 目 50m プー J レ(50mX 26m)

積載荷重 プー l レ使用時 ・60kg/ m'

アリーナ使用時 510kg/ m'  

可

パネル枚数 10. 01mX 26. 01m:  2 ノマネノレ

15. 00mx 26 . 01m:  2 パネノレ

変

椛造材( 数i J ) : )

床
- 床 材 押出成形セメントパネノレ 1300m'  

( 厚さ 100mm、タイル貼仕上)

- 構造フレーム PS235- SUS304 

- 支持支柱 6 本/ 1ノマォ、ノレ

- 仰l壁支持係合ピン 6 カ所/ 1パネノレ

界

設定水深 最大 競泳部1: W. L- 2. 0m 

降
シンク ロ部 : W .L - 3 . 0m 

古E
最小 アリーナ時 : W. L + 0 . 3m 

カ

界降速度 定常時 ・0. 2/ mi n
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裕

可変床の構造概要

写真 1 は、可変床を導入したプーノレのーイ列である 。

フ。ーノレは 50mの大きさであり、 長辺方向に 4枚筈IJ の構成となって

おり、両端部が長さ 10m て苛乞旬以菜 2m まで、中央部が長さ 15m で

最大水深 3m まて'1[y_れるようになっている 。 このような構成とする

ことで、 図 1 に示す水深ノ f ターンによる各程競技、使用目的に対応

することカfて引きる。

また、可変床を飛び込み台のレベル ( W.L. + 300) で固定 し、床

上に水を張ることで、冬期にはアイスアリ ーナとして使用すること

もできる。

可劉末は、構造フレームの上にノけ、ノレ念日放き、 それを複数本の7J，

圧シリンタマ、、昇降させるシステムとなっている。そのための装置 と

しては、水圧シリンダのスト ローク量を制御する分岐ブロック 0111J

qili l駒う、水圧ポンプユニ ット、制修| 盤、操作雄等があ り、それぞれプ

ーノレ周辺に配置される( 図 2 )。

情造フレームをはじめ、常時水中に浸っ ている構造部材には、全

てステンレス材を使用している。人が直抜水の中に入るために、衛

生商が特に重要視されるプーノレにおいては、耐腐食性い、う意味てや

もステンレスの1a用効果は非常に高い。

写真 1

写真 2



また、本床は、体育館やアイスアリーナとしても使用するため、

単なる樹首ではなく、建築の梢造床として扱われることになる 。残

念ながら現在の建築基当匂去では、ステン ν ス材は構造材として認め

られて いないため、ステ ンレス構造建築協会の定める基準に基づい

て設計を行い認定を取る必要がある。

表 2 にプーノレ可変床の仕検諸元を示す。

プ- ) レ床板としての機能

可変床各ノ叶、ノレ li 、建築構造用ステンレス鋼材 ( PS235- SUS304)

による B H鋼で構成された格子桁構造の支持フレーム 上 ( 写真 2)  

に、押出成形セメント パオ、ノレを設置し ている 。各セメン卜ノ材、ノレは、

昇降l時の水圧抵抗を軽減するため、 6mmの隙聞をあけて配置している

が、上面f土上け、はタイノレ貼りとなっており、隙間位置を目地間隔と

合わせる ことによ って意匠的には周囲のプーノレ躯休と 全 〈道訪日J惑が

ないようなイ土上げとなる 。

また、各可変床の設定水深に段差をつけた場合、段差部分が関口

となるため、床下への人の侵入を防止する垂壁を装着 し、 安全性を

高め ている 。

水圧シリンダによる昇降方式は、任意位置で、の水i架設定を可能に

する。加えて水中てやは、浮力が仙i ) } くため、鉛直荷重が少なくなり、

シリンダの保持力だけで荷重を持たせている 。作一助媒休には、術生

を考慮して水道水を用いている 。

アリーナ床板としての機能

アリ ーナ床として荷重を支える場合は、可変床カ主水面上に上がる

ため、浮力 の効果も期待できず、積載荷重も大きくなる ことか ら、

シリンダの保持力だけでは支えきれなくなるため補助支持材が必要

一般用( 公認競泳一般プー J レ仕様)

一勺 ……・一 一一一一T" U 石…ー・一一 一・…… ト一

切士γ ↓ マJ マ 戸

国際用( 公認競泳国際プーJ レイ土繊/ 水球用プー J レイ士機)

「 ＮＮＮＮｾ Ｎ ＮＮＮ Ｎ ＮＮＮＮ…・ ＱＭｔｅｲＭ ー しー ー・・・1 ・ト

シンク ロ用( 国際シンクロナイズド ・スイミングf士織)

1 ム . L 忌月 I両 h ニニ「

小人周( 小人用一般プール仕様)

ＮＮＮＮＮＮＮｉＱ …一月一……… ＮＮＡｌ ＮＮＮｉ Ｎｑ ，ｾＡ，ＡＮ一 一 ＮＮＮ￧ＮＮＮ …ーー ...9... ..「工-

V 七「↓ γ h 7ァ」

小 人 用 /一般周 ( 25m境の段差仕機)

戸 手摺

ＭＱＮｾＮ Ｎ …［・ ｾ切子…ｲＮ［ ＺＸｾ Ｎ Ｎ Ｎ ＮＮＮ｛ｩＺ •. .;，.....q.. ... 1  

「づｾア」
アリーナ用

図 1 可変床使用パターン

である 。支持点として有効な場所ーとしては、片持ち部を無くし、中

央のたわみを解消する配置が妥当で、ある。木可' 砂町、は、 中央部に

支持亮住い、う柱を設け、床端清11は、プーノレ躯体壁からサポー トを

出す側壁支持装置を設けている( 図 3 )。

支持苅主とは、床フレーム下端にステンレス の角柱を装者 し、ア

リーナレベルにおい て、志位下部に設けられた閉口部へ ロックピン

を挿入することにより、鉛直荷重を支えるものである 。水平方向は、

ピッ ト内に設置された耐圧板により 固定されているため、フレーム

と支持支柱が→本となったラーメン構造として t らえることができ

る。 そのため、支持支柱の材質も、フレーム同様、建築杭造用ステ

ンレス鋼材 ( PS235- SUS304) を使用 している。

側壁支持装置は、可変床をアリ ーナレベノレより上のレベ、ノレに上け、

ておき、プーノレ躯体側壁より係合ヒ。ンをプーノレ内部へ突出させ、先

端のボス穴へ床フレーム端情IHこ装着したロックピンを挿入し、床の

鉛直荷重をプーノレ躯体壁へ直接伝えるものであ る。プーノレと して使

用する場合は、係合ピン前面に、プーノレ躯体壁と同じタイノレを貼っ

たイ1 1 ¥尉反を装着し、壁内へ格納しておく 。プーノレ使用時lこは、 何の

支障もなく床を昇降させる ことがで きる。

まとめ

このア リーナ対応の可刻末の設計にあた っては、 プーノレ時 と、ア

リーナ時でそれぞれ支持形式が異なる構造体を、 一つの駆動手段で

昇降させることがポイン トて、あった。 しカか、もふ、スノf ン26mη に も及ぶ

重量物を 4点の支持ててで、や二、¥、躯体壁とのク リアランス 6mm

せる技術lはま、すばらしいと思える 。今後共、本システムが多くのプ

ーノレてや採用され、少しでも多くの人に利用される こと を期待する。

( 1，い ゆたか/ 三変m工業側やl' 戸造船所鉄械部機械装tli 設日1.; 県主任)

図 2 可変床設備配置

図 3 アリーナ使用状態
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開 開放感をもっ開閉式屋根建築

松 本

はじめに

開|井l式建築は近年のアメ ニティ重視およびf出来優先指向にのって

その需・要は年々拡大の傾向にある。用途としてはプーノレをはじめと

する各種スポーツ施設、 その他、アトリワム、アーケード および橋

一 仁 上屋など多岐にわたっている 。 また、が廿ｾも 小 はスノ ｦ ン数 ｭ の ト

ップライトから大はスパン200mを越えるドームにまで係用される

ようになり、自然環境を取りし 、れた活き活きとした快適な建築空間

づくりに役立つている。

特に1 ; ' f J O1 I の傾向としては、おむ長の屋外、屋内プーノレのそれぞれの

欠点を補い、理想的 な端境を演出 しやすい、|荊閉式屋根の保用が目

立ってきている。

従来の屋外プーノレの利用状況をみると、互のシーズンのみの利用

に留まり、 天候に左右されやすいなど利用期間がきわめて短いのが

:現状である 。 その利用率はある調査によれば出|変的i即慶な地域でも

年間を通じて 4 - 5 週間程度にすぎないといわれている 。

一方、年|問を通じての利用が可能な既設の屋内プーノレの場合は、

太陽光を遮断するため、閉鎖的な上、真夏でも l暖房 ・力II t昆を行なわ

なければならない、さらに高温・ 多湿な臭気の こもった屋内での利

西那須野町町民プール
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譲二

用にな っているのカ司到犬てゃある 。

刻of!l:j 生的な上、スポーツの本来も っている 開放感や快適感を享受

しにくい域境になっている 。

その他、創出管理コストにも多額な費用をかけなければならない。

上述の屋外・ 屋内プールそれぞ、れの欠点を補い、オ ールシーズ、ンを

通 じて快適なプーノレの利用を可能にしたのが、開放J惑をもっ開閉式

屋小脳携である 。

この屋社号機能は建物を数分剖し、晴れた日には開放して屋外化し、

雨、 雪の 日や冬季には閉鎖して屋内化する 。

アウ トドア、 インドアそれぞれのメリッ卜守兼ね備 えた、理想、のス

ポーツ空間を実現した。

開閉式屋根の概要と特徴

く概要>

信 組 鉄骨椛造ータイプA - E が基本。 (図 1)  

外 装アノレミサッシ、綱入硝子またはポリカ ーボ丸、ート Jι

開 閉 方 式 モーター駆動による自走方式( 恭走|如上 ・I! 大上防止

装置付)。

速 度 llj lJ fili p  j' i1i らかな予E進と停止 を実現するため、インバーター

プール

プール

プール

プール

トコ
図 1 基本フオル ム



による周波放fli lJ 御を採用。

総合tlil Jf向lは P C ( プログラマブノレ、コントローラー)

による、シーケンス制移pを探問。

メンテナンス 可動式および固定式ラダーを採用。

基本フオノレム タイプA - E (図 1 ) の 5 タイプが基本ですが、ニ

ーズによ ってさまざまなフオノレムも可古L

|封JI 刻する屋担、壁は 2枚ι Uニて"Wf成され、片側 に移

動するタイプと 中央から 両側に移動するタイプがあ

る。

間 仕 事Ａｾ特殊ゴムの圧着て万全を期している 。

凸 型 レ ー ノレ 上凶i交(l {J il珪iJI な骨組に使用されるレーノレてい、 サイドロ

ーラーが、ぶれを防止している 。

凹 型 レ ー ノレ 屋栂開放H寺には、レーノレ講を巻取り式溝カバーてや桜

いフラ ッ トに なるので素足での歩行にも安全。

く特徴>

・暖房な してや、春、夏、 秋の使用が可能である。

- 室内プーノレに比べ、て暖房期間が短〈、 ランニングコス トがiJJ: i，戚てや

きる 0

・ヲ切実に左右されずオ ーノレシーズンのイ史用ができる 。

.  ! ! 賢明設備を設けることで、 一 日の利用H寺間の延長がはかれる 。

・室内プーノレにはな い、開放J惑と 快適性が得られる。

- 夏のシーズンには、屋外プーノレと 同様の開放感がi"i ¥j l喫て3 る。

・開閉することにより、滅菌剤による空気汚染の除去や空気制和 も

簡単にで きる 。

- 開閉はボ‘ タンひとつの操作で簡単にて3 る。

- 鉄骨構造のため設計スタイノレもレイアワ 卜も自 由にで き、可動古11

牛久市総合運動公園( 上下)

分もさまざまに選択できる 。

尚、 13f. J、I::J 'J それぞれの状態て荷重を具にすることと、機械部にq前沫

な材料を使用すること、管理をともなうことなどから建築基準法の

第38粂にもとづき、建設大臣一般認定取制が義務づけられている 。

設計から施工へ

計 iill lから竣工まで、確かなステ ップをふんで|刺|品i式屋根の建築物

は倉IJ られる、ニーズを正確に把握して設計、製作、 b臼 : 方針に生か

しプロジ、エクトは進行される。

開閉方 式も 同 Ｑ ｾ ｲＮｊ き、 片聞 き、分害 ｉ ｊ 数、 ｼ 司孤や直線、また、これらの

組合せによるバリエーションの展開も可能で、建物の形状も 等IJf. 11型、

不等脚型、切妻型、アーチ型、 パ ラボラ型、マンサー ド、ろく屋根

などカヲ十|直|できる 。

開問屋担はアノレミカーテンワォーノレ、硝子材、ノレーフテV キ4刑:反

カヨ伊ドてや、コンクリー卜板、 ALC板等の重い材料は使用しない。|大j

外装材は一般に使用されている材料すべてがイ刻刊できる 。

おわりに

最 丘、開閉式屋根を設置 したプーノレを多〈目にするが、屋中艮を設

ける ことに より太陽光を利用して、プーノレの水温と室内同支を保持

する ことで、夫候にi開平される こと なく 、使用期間の延長もできる 。

また、夏季には屋根を開放して外気を積極的に取り 入れて屋外プー

ノレのもつ快適感も併せて満喫て3 る。

外観も* ，if3&のある構造物になるため景制的にも 地域のシンボルにな

りうる要素をもっている 。

(ま つも と じよう じ/ (附縦 iii[ ブ リッジ建築本部常楽部)

サンピア岐阜( 上下)

57 



瀬徳
造波システム

清水

はじめに

造波プーノレ( 波のプーノレ) は、海岸の砂浜に寄せてくる波を演出

し、海浜て被と安全に遊ぶ事を目 的に造波装置とプーノレ本体をーイ本

化した シス テムとして の機能を持ったプーノレである 。

国内てやは、東京 ・八王子市にあるサマーランドが、 1967年に設置

したフラップ方式の造波装置による波のプーノレカf はじめてで、 以後

プランジ、ヤ 一方式、または、 ニューマチ ック方式の造波装置の波の

プーノレも各地に次々と 設置された。大別するとフラップ、プランジ

ャー、ニューマ チックの各方式があり、それぞ? れに特f裁があると こ

ろから、プーノレの形状、勾配による水深の変化等を考慮の上検討す

る必要がある 。

近年、 レジ、ヤ ープーノレには、流れるプーノレ、 ウォ ータースライダ

ーとと もに、必ず要求されるシステムのひとつとなった。特に事丘

の大型室内温水プーノレには、数多く設置され好訊を得ている。

波 の 名 称

大波

小波

うねり波

ロングウェーブ

複合波

ダイアモンド

ウヱ ーブ

ノ ｾ

ノ¥ノL 八 へ

- 風の. ，曹による

サージ Ｏ一ｾ 一｜

ホワイトキャ ッ プ Ｏ 六ｾ

くずれ波

風; 良

ｾ＠

/て_____/てー

トン波 / 川ν 似 ~

巻 波 ノそ一一ノミ

磁波 ノ ｾーＮＯｬ

砕け波 / 乏 ー/ 九一

プランジャー式

_-、ー， 、

"-ーーー一一一」ミ

フラップ式

、 f

一ーーー-

、 一 '
、ーー' 一

、
、

ニューマチック式

_--ー
，一 一ー、

、

図 造 波 装 置

、一 一ー'
一ーーーーー

〆

_-一、
、

， 
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泉

あそび方

i皮の高さは、 0.2m- 0 .6 mイ立が一般的に楽 しま れていて、それぞ

れの波を干渉させてダイヤモ ンドウェーフ、、や大波や小波の中て、、j字怜

やゴムボート ・各種の遊具を使って遊ぶ こと が可能である。波高0. 7

m - 1. 5 mの波を造り、 遠浅の海岸 において、 i皮が海岸に近づくにつ

れて大きく盛り上がり、白〈砕けて岸に寄せては号 |いていく様子を

再王見する。また、ショ ーとし て、 サーフインを演じることもできる 。

波のプールの形状例

)1ヲ状は、目的、現場の状況により決定する。可変床の採用 により

波のプーノレ と競泳用プーノレの併用も可能で、変化 を持たせるために

はプーノレの分割 ・障害物の設置等プーノレ木体を調整することにより

効果を上げる ことが出来る。 一般的に は、7l ' <i?tU. 2m ι U二てや5. 0mX

長さ 25. 0mあれば1皮のプーノレの設置が可能である。

( A )  併列型一基本的、一般的形状であるが波の形状が比較的均一であ る。

(  B)  扇状型ープール底面勾配を変化させ、砕波効果を大小様々に変える。

( C)  介岐型ープールを ＲｾＳ 介割し て、消 波装置を設けたり、砂浜を造成した

り変化を与える。

図 波 の プー ル の 形状



造波装置の種類と特徴

プランジャー式 : 昇戸降体が、水面付近てや上下することにより波を起

こす。 「うねり波」て同部的に乱調に発生する波があるのでおもし

ろさがある 。 波長は ＱＵｭＭＵＰｭ 、 ｾ￟ｬＺ 高は ＳＰＭＹＰ｣ｭ 、周期は ＳＮＵＭ Ｑ Ｐｳ ･｣

て、、、昇降体が水面に降下する時に音が発生する 。動力は、 37kWX 2  

台必要で、波形の変更も可能である 。メンテナンスは、パッキングの

取替え等が必要である 。

フラ ップ式 : 水中に垂直に立てられた板が、前後運動することによ

り波を起こす。「進行波J てやはっきりした形状と適正なプーノレ底面勾

配で力強い進行波が起き高波の感じがでι 。波長は 7 m以上、 i皮高

20- 150cm、周期 2 - 10 s 瓜シリンダーの油圧音がある 。動力は、 37

kWX  2台必要で状況によっては、 22kWX 2 台の場合もある。波形の

変更は可能である。メンテナンスは、油圧関係の調整が必要である 。

ニューマチック( 気圧) 式 : 水の表面の一部に圧力室を設け、空気

フラ ップ式造波装置

圧を変動させて波を起こす。「う ねり波J で同部的に乱調に発生す

る。 うねり波であるのでおもしろい。i皮一長10- 15 m、j皮高90- 120

｣ｭ 、周期 Ｒ ＮＵＭ Ｓ Ｎ ｬｳ 叫 ブロア ー の運転音と給気ガラリの遮 ｉｾｲ 音があ

る。動力は37kWX 2 台i皮形の変更は可能である。メンテナンスは、

油圧回路の点検が必要である。

まとめ

レジ、ヤ ープーノレにおいては、プーノレは* を溜める施設から、* に

動きを持たせる施設に変革してきている 。 ひとつは流れるプーノレで

あり、 または、 i皮のプーノレて、ある 。 ますます剰l院の利用がl叫ばれ、

水辺リクリエーションとして、また、コミュニケーションセンター

としてのプールの役割は増大している 。与 えられた面積を最大限に

有効的に活用て3 る。造波システムプーノレの需要は、ますます多く

なると思われるので、市場の要求に答えるべく新技術の開発に更に

努力する 必要がある。 (しみず いずみ 小松化 f此側アクアシステム昔11部 長)

大規模波のプール( 室外)

波のプール( 室内)
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漏

流水システム

矢倉

はじめに

水の流れはわれわれにと って不思議に興味深いものである 。

「流れる水J は人々を十分に楽しませてくれる。

向fおを愛て" ながらのJ 11 くだりや、カヌ ーをイ克った接対荒一|ごりから、 Jml

流なと こ ろでは詩 Ｊｦｸ における ｉｦｾ Ｇ Ｊ の宴」などさまざまなシ ー ンが

日に浮かんで" くる 。

きて、プーノレとして水を流すアイテムとしては、最も一般的なもの

としてレジ、ヤ ープーノレて羽子及している流水プーノレがある。

j疏水フ。ーノレU，、ウォ ータースライダーや造1皮フ。ーノレ とともにレジ

ャープーノレにおけるメインメ ニュー として千干及してきたものである 。

わが|王|では、昭和301: 1乙代から設置がはじまり文字どうり老人から子

供まで、みんなが刺しむ ことのできるメニューと して全国のプーノレ

やレジ‘ ャ ー施設に数多〈導入され、自然の川の流れのような水の流

れをii 日ij l喫できるシステムである 。

FJ  250 

図 1 起 流 装 置

表 1 流 水 プ ー ル に お け る 運 転 条 件 と 水 の流 速の 測 定 結 果

逆 転 条 件 起訴i装 ;nNo.l のみ運転 ｩ 慮過装［丘 Ｋ ｾ白 ｉｅｎ ｯＮ Ｑ 述転

illll 定ポイン ト¥位 出 |人J J司
" ， !k: タト J凋 |λJ  J潟 ，'， 央 外 J，'，1

仁 0.3:t 0.3 0. 8 1. 0  0. 4 0. 7 0. 8 

A  F  0.5  0. 9 J.l  0.8  0.8  0.8  

J :  0. 4:t 0.3 0. 6 1.0 0. 7 0. 9 1. 2  

B  
-F  

0. 6 0. 8 1. 0  0. 7 0. 8 0. 9 

上
。

0.6:t 0.5 I.7:t 0.3 
。

0.6:t 0.3 2.2  

C  T  
。

0. 8 1. 8士0.3
。

0. 7 2.1  

J :  0. 6 0. 9 0.9:t 0.3 0. 7 0. 8 1. 0  

D  0. 5 0. 8 1. 0  0. 7 0. 8  1. 0  

J. O:t 0.3 0.8:t 0. 5  0.5:t 0.5 1. 4  1.0:t 0.3  0. 7:t 0. 3  

E  下 1. 0:t 0.3 0.9:t 0.3 0.4:t 0.3 1. 0士0.5 0.9士0.4 0.4 

」ニ 0. 8 J  .0 0. 9 0. 9 1. 0  1. 0  

F  -F  
0. 8 0.7  0. 9 0.7  0. 9 0. 9 

"， mll jEI ;l t  、ずれも起動30分後一30分Ji HX 施 i流111:  IH 1  1流速5m- 7m/sec
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裕

装置・流速

流水プーノレの起流装置は上回淡的簡単なものである 。

お岩手呈よりも流量を必要とするため通常斜流ポンフ。を流水プーノレのフ。

ーノレサイド械の起流ピット 内に設置し、 Ii J7.7]'<口より取り入れた水を

ＱＱ 上 出 口 より ｊ ｉｪ Ｚ ｉ ｊｾ させる こ とによ っ て流れを起 こ す Ｈ 写真 Ｑ 、 図 Ｑ )。

他にスク リューを使ったものもあるがあまり 一般的て1まな し、。

流水プーノレは利用者の年齢1Mの|阪や、 利用密度の日さなどから安

Ｓｾ 性に つ い て は十分な 自 由 邑 が 必 要とされる 。

起流装置の1[ J7.7]'<口や滅過装置の耳J7.7fく11て1ま流入速度が0. 5m/sec以下

となるよう 1[ J7.7]'<口面積の碓似につとめ る必要がある 。ま た、最も 注

忌; をはらう項目として流速の設定がある、流速 li 水深と大きな|長lわ

りがあり、 一般的には子イ共( 身長130cm.t.:Jよの児童) が足をとられ

ても !p到到しない速度で設定しなければならない。数値としては水深

1 mの流水フ。ーノレてれ0. 5m - 1. 0 m/sec とされてお り、安全性を考え平

起 ml No. J + 起 mENo.2逆 転

JAJ  J，' ij ，' ，央 外 J m

0. 2 1. 3  2. 0 

0.5  J  .2 1. 3  

0. 8 1. 3  2. 1  

0. 6 0. 8 1. 7  

。
1. 1  2. 3 

0. 3 1.3  2.1  

0.8:t 0.3 1. 4  1. 7  

0.9:t 0.3 J  .3  1. 4  

1. 8:t 0.3 1. 7:t 0.5 1.I :t 0.3 

1. 4士0.5 0.9:t 0. 1  1.0 

0. 7 1. 1  1. 8  

0. 7 1.1 1. 8  

③ ｾ ＼￐ 測定ポイン ト

売

入水階段

SECT川T

，迫凋測R同則IJ 定ポ イ ン トとセンサ一位置 図

(111.( (( :  m/sec) 

i忠治 + 起流狭山 2 i今週転

l人.J ｊ ，Ｇｾ＠ ，'， !k: 

0. 5 1. 0  

0.5  1. 4  

0. 7 J  .3 

0. 7 1. 5  

。
1. 2  

0. 3 1. 3  

0.5士0.4 1. 2  

1. 0士0.2 1. 2  

1. 8土0.5 J. 5:t 0.4 

1.8:t 0.3  J. I:t 0.3 

0.4 1. 2  

0. 5 1. 4  

外 J m

2. 0 

1. 7  

1. 8  

1. 9  

2.4 

2.3  

1. 5  

1. 5  

l.3:t 0.2 

1. 5  

1. 8  

1. 5  

i流ノドプール 。

ｊ ＭｬＺ ｾ＠ Ｑ ＵＳ ｭ 血，Ｇ， ｾ Ｕ ＮＰｭ

起洗ポンプ 。

No. l. H も15kW/H(2 台)

泌i品ポンプ:

J l kW/II (  1内)



均速度O. 7m/se0A ! 支が適当とされている 。

しかし、 iiiT]¥プーノレは形状がさまざまに変化するため、位置によっ

て流速が変化することとなる、実視l陥果を表 1 に示す。

各部の流速値は大きな|隔をもって変動している、特にポイン卜 O

てやは、外周fJ!l Jて'"2.4m/s日仏 内周側てや Om/sec となって安全面と件泊三面

について十分な検討が必要になることがわかる 。

幸 いこのケースでは流速 Om/secの地点でも測定不能ではあるが、遊

間IE残留塩素値を保つ程度の水の交換はおこなわれていること、 2.4

m/s巴cの地点てやは実際に子イ共を遊ばせての繰り返しテストの結果、

車到i lJ までにはいたらないことヵ可i儲忍され使用可能と判断された。

このように流速設定にあたっては計画l時、設置|時両11寺点て、、十分な検

討を行なわなけれ1; 1: : ' ならない。

その他、運用にあたってはプーノレに架かるブリッジからの飛び込

み防止対策、起流ピットへの進入防止策など、通常のプーノレにはな

い安全声明ミについての配慮も しなければならない。

応用例

船出こなって、流水 システムを利用した多様なプーノレが開発され

ている、いくつかを紹介してみる 。

競泳訓練用流水装置

起流方法はスクリューによって流れをつくり、主主流板によって水

全体をできるだけ均一 に流し、主として泳カ向上訓練のために使用

写真 1 流水プール

写真 3 健康増進装置

する 。プーノレ側板に大型の窓をつけフォームのチェックやビデオに

よる録画も可能で、流速 bｾ Ａ ｜ｦ［我 ｬ Ｇ 皆に設定でき βＨ 写真 Ｒ )。

健康増進装置

起流による水の圧力 ・抵抗を利用し、カ 3 つ水の浮力によ って足、

) j 要の負担を減じながら心j防機能の強化や|長l節のリハビリティーショ

ンなどを行う装置伎E流はポンプでおこなう) (写真 3 )。

リラクゼーション装置

主 として、家庭やリゾー卜 施設などに設置され、流水装置やジ、エ

ットノズシレを多手重E紋りつけ、エンドレスプールとジ、ヤク手ジーパ、スを

ミックスさせてトレーニ ング t フィットオ、スを手軽に楽しむことを

目的 とした機様である。

起流は流水部、ジ、エヅ 卜部ともポンプ。が使われ、空気を混入するた

めにコンプレッサーを使うケースもある( 写真 4 ) 。

おわりに

流水システムは現在、各地の施設に設置されており、大型の流水

プーノレのような多くの人々の身近な親水施設の他にシェイプアヅプ

機操のようなプライベー 卜な使用にまで|幅広く普及している 。

I荒7 ] ¥の作用は人間にとって糊11
1面、物理而でさまざまな効果を発

揮する 。人聞社会が高度化 されつつある珍斑 「流れる 7]¥J の効果が

より多くの場面で生かされることを期待している 。

( や〈。 ら ひろし / ヤマハ発動機附プーノレ事業部営業剖r邑・業談謀長)

写真 2 競泳訓練用流水装置

写真 4 リラクゼーション装置
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ウォータースライドの歴史と現状

⑮

 

はじめに

コj毎 正 春

日本に現存する最古のプーノレは、山口県萩市の「明イ命館」の水練

池( 長さ 39m、|陥16m、i奈さ 2m) といわれている 。

近年 のス イミングプーノレの発展は、昭和 ＱＲＰ 壬 阿 ー げｾ半から文部省の

指導と補助を基に学校プーノレを中心とし、昭和45年頃からは、市町

村民プーノレカ河建J'it t  水遊びをもとめる施設として発展してきた。

遊びのフ。ーノレとしては、民間先行てや、昭痢]38年船橋へノレスセンタ

ー ( 千葉) に「大スライダープーノレJ が建設されたのがちっかけてや

ある 。ついて、昭和40年豊島園( 東京) に「流れる プーノり が|止界

てやはじめて附発建設され、昭和42年東京サマーランド( 八王子市)

に日本初の「波のプーノレJ がヨーロ ツノ旬、ら技術導入をして建設さ

れ、以後のワォ ーターパークにおける、 i' 目る ・流れ . ｾ皮の水遊びの

三要素の発展のもととなった( 写真 1 、2)。

ウォータースライド

ワォ ータースライド( 一般にはウォータースライダーとも呼ばれ

るＩとは ｬ 曲 線または直線の傾斜する ￬ Ｇ ｾ ｬ 走路 内 に水を流し、水による

摩様低抗の減少効果を利用し、人が高所より直披または専用補助用

具Ｈマッ ト、 浮き輪等Ｉを俗 ｾｬｩ して ￬Ｇ 自り降りる ｩ 骨り台てある 。

初期のワォータ ースライドは鉄骨構造のスタ ー 卜台と架台の上に

写真 1

写真 2 波のプール
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11mけ反製の滑走路を設世し塗装したものか、塩ビ系のシート 貼りした

ものが多かった、昭和45i l三頃からはアノレミ板やステンレス板になり、

その後 FRP製の滑り面も多くなってきた。

形状は直線型で長さ 30111- 50111、勾配20度前後のものが多いが、

昭和48年一部|性|線をイ如何したものや、 一回転するものが建設されて

その後の発展の第一歩となった( 写真 3 、4 )。

以後 FRP製のいろいろな形状をしたウォ ータースライドが開発

されJ見涯 lこ至っている 。

類分

勾配( スピード)

・緩勾配型 平均勾配20度前後、平均速度30km/hr 前後のもの。

- 急、勾配型 平均勾配30度を越え、平均速度40km/hr を越えるもの。

滑走路を構成する材質

. F RP製 工 場 てや成型されたものを現場て》且み立てる( 写真 5)  0  

・金 属 製 ステンレス、アノレミ、鋼板等の金属に表面塗装をする 0

・') 7卜'71卜製 FRP、金属、 R C造等の下地に ソフトマ ッ トを張り つ

け、各種トップコ ート で表面制土ヒげる( 写真 6 )。

.  R  C 製鉄筋コンクリー卜下地にモルタノレにて成型し、塗装や

人造石捌き、、出して1土t げる 。

. h ンパス製 II V- L 1 ' i J を張って滑走路にしたもの。

写真 3 直線型

写真 4 直線一部曲線型 写真 5 FRP製滑走路



滑走路断面の形状

- 半円前型 間・走路断面が半円またはU 型0

・円 筒 型 ｾＧｾｬ 走路ｼお汀自が 円 型

• 11) ; 非型 i1'l 走路断而がfi) 型樋状

滑走路レイアウト( 平面) 形状

- 直 線 型 スター卜音 ＱＱ から朽木まで ￯Ｑｾ 走路が直線てい勾配が 一 定ま

たは途中に変化のあるもの。

• 1111線 型 スタ ー 卜音11か らずtノドまでHl 走 路 が 直 線 と 山 線 付I令せ

し蛇行したものや、同- 1111線の繰り返しをしているも

ので勾配が一定 または変化のあるもの。

- 特殊型上記以外のもので、すり鉢状のもの、反った平板状や

嬬を連続して配置したもの。

種類

ワォータースライドの基本形は直線型と l出線型である 、それに分

類の項で述べた要素を組み令せ変化のある形状を制りだしている 。

以下に { - Q刻i句なものを紹介する 。

- 出l線型ウォータ ースライド( スノ f イラノレ ・ウォータースライド)

半円型やU 型の滑走路凶日商をした左ホに蛇行する山線を主体とし

た平面レイアウトて二上告rl に透明または半透明のカバー( 説草型)

をしている( 写真7 ) 。

・チューフ。型ウォ ータースライド

円筒型の十円走路断面をした山線を主体としたものが多いが直線の

みのものもある( 写真 B) 。

・リノ f ーラ ン型ウォ ータースライド

幅広の半円または ｪＱＩ 構の ｾｦｬ 走路出荷 ｩ をもち ｉｗ ｾ 娠を主体とした平面

レイアウトで、滑走は一人または複数てＢ浮き ｾｩ 命をイ刻 ＱＱ して泊る

- 緩勾配酪息型ウォ ータースライド

日本で開発され発展した代表的なもの、比較的浅い角溝型の凶市Io

・急勾配直線型ウォータースライド

平1均勾勾配カが主3初O度Uよのものて'11瞬舜川てでで、"、lはま6印Okm/川hr 近い述度て

るものや、加速を利用して昇り、降りするものもある( 写 真 9)  0  

. スペース ・ボーノレ型ウォ ータースライド

急、勾配のチューブスライドの後にすり鉢状の ｈｾｬ 走路を設け遠 心 力

を利用してすり鉢内を旋回ｾＭｊｉｬ走する併汐朱型Ｈ 写真 ＱＰ Ｉ 。

・キテ? ィ型ワォ ータースライド

十目走路断面の浅い子イ共専用のもの。

おわりに

ち挫ウォ ータースライドは、娃製主託制二第88粂の規定に基づき遊

Ji:Vi 包設として位置付けられているが、告示の改正が施行されるまで

高低差 4 mJ.:J J ニの施設は評定、大臣認定を受け挫設されている。平成

6年 4 月に、昇降機 ・遊戯施設定期レ| 始業1紘叫針階砲が改定され、

ワォ ー タ ー スライドの定則検査 ｰ 対 ｾＱ 害、点検表、記入要領等カ切 Ｗ た

に加えられた定期検査報告も提山するよう指導されている。

ウォ ータースライドの歴史は30年ι uにもなるが、急激な変化 が

起きたのはここ 10年ほど前であり構造基準安全通行管理基準等も

後追いで作られている状態である 。平成元年 (1989年) に 「日本ウ

ォータ ースライド工業会J を設立し、建設省、各|剥辿財団の指導、

協力のもとに安全基準が完成し現A主に至っている。

現在、フロ ー ライダ一 ( 流速 5 m/秒の水に一采りサーフィンをする

遊び) などの新機種の開発もすすめられているが、今後とも快適な

施設づくりのための技術のMG' L!: 安全対策にも万全の体制 をもって

対応していくことは勿論、施設管理者による点検 ・整備に期待して

安全で‘ 楽しい遊空f I ¥J ! : して発展することを願っている。

( みかい まさはる / n本ウォータースライド工業会技術委n艮・栗田工業( 仰)

写真 7 スパイラル・ウォータースライド

写真 6 ソフトマット製滑走路 写真 B チュー7 '型ウォータースライド 写真10 スペース・ポール型ウォータースライド

63 



暗闘

流水機能付小型プール

奥村 一義

はじめに

近年 11本では生活にゆとりができて、人々の|刻心力苛加東1こ集まっ

てきた 。 ｊｊ ｾ 庇て‘は多くの人達がフィットオ、スクラブやスイミングス

クーノレて1本を動カヨして仙，il 創出j に努めている 。

ただ、 {処hiU，1出Iのための水泳や水'1
1
歩行は大きなサイズ

P

のフ。ーノレを

必要とし、それに伴って建屋、設備も大悲!i 院になり建設のためには

かなりの賀川カ f かかってくる 。

また、大きなプーノレとなると水も 300m'を越える立となり、 この大量

の水を腐敗や汚れカ当ら守ったり、ノドi7kに適したも問主に島問寺するため

には大変な ｾＺｉ 防寺符 ｊ ｟ｩｬｬの手 ｉＺｊｊ とランニングコストがかかる 。

このような迎EII で、水泳が4即刻字りには拙迎であるとされながら

も小さな施設や伊l人証1¥ではプーノレが杵Jえできずにいる 。問題はプー

ノレは大きくなければJ I=Jをなさないというところにあった。

十分にノドi7iくが可能であるという 1=1(I {Jを来たしながらプーノレを小型化

するためには、ノドを流してその流れに逆らって泳ぐという方法があ

る。) 11 を上流に向かつて泳ぐ‘ となかなか進まないのと同じてある 。

つまり、泳ぎやすい木流さえ作れればプーノレの小型化は可能ではな

いか ・・。 このような発想から流水機能付き小型プール( 以下、本機

とする) は生まれた。

水を流す

フ 。 ー ノレ木体は ｪ 必 Ｇｲｾ ［ ｦ［ の娃築 ｼ 人 ｬ に納めるケースが多いので、装置の高さ

はできるだけ低くする( プーノレサイドの床下に納まる) 必要がある 。

このため、流水のための配管類はプーノレの横に配置する形とした。

(図 1)  

しかし、 このままの状態で単にノドを流すとプーノレ内の水流は遠心力

て。外イJ! IJへ外イJ l I Jへと j玩れてしまう 。

l止山11て"; JI ( 流を絞り込めば述心力の)j 開平は少なくなるが、流量が減

るためか'i<き、、にくくなってしまう 。

さまざまな条件てヲJI ( 流を流して実験したところ、 水流の偏りの要因

はノズ、ノレの 11径、配置、ノド而からの市きてれあった。 これらの要凶の

i出車組令わせて. 図 2 に示すような均等な流速分布が得られた。

;]'q荒を流すためのポンプは、大流量のH上IJ'I が可能な渦巻斜流ポンプ。

を Ｑｖ ｉｊ した 。 配管の口径は ＲＵＰａ で Ｚ ｌｩ ｾｪ 己流 Ｎｩ ｬｬＺ Ｕ ｭ ＧＯ ｭ ｩｮ の能力があ

る。iifE速のコン トローノレにはインノ f ータをf如1J した。

波を消す

プーノレを小型にした こ とで、次にniHill となったのはi皮である 。

大きなプーノレて冶人1: : 1 の大きさに比べてプーノレの水面積は極めて大
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きいので、あまり 問題にはならないが、 i永? と水面の多くを人1: 1] の体

が占めてしまうような小型プーノレでは、* - 流やijkぎによって先生し

たi皮が快適な水泳の大きな妨げとなる。

ノド流はノズノレからフ。ーノレ内に 11' 1るとノズノレ付' ; I l I にある7] 1( を粘性tu:

抗により号 |っ張り、プーノレ内を流れる水の量はノズ、ノレカ、ら |吐出 した

ノドより多くなって水下に流れる( エオ、ノレギーは一定なのでそのう〉だ

け流速は配管|均よりも低くなる ) 。ところがl吸込 口では吐出するi J : だ

けの水しか|吸込まないので、プーノレドlて。流れていた水はすべ、て l吸込

まれずに水ー刊 [IJ の壁に当ってプーノレ内を泣流する( 図 3 ) 。

この辺誠する *1立、プーノレのiJl IJI 師で水流 t 逆の流れになって 11上11' .1 1  

へ向かうため泳者がまっすぐ‘ 泳ごうとする妨け、になる 。 この還流を

防ぐために、 7ド下iJll Jのプーノレ|ノォ而をラウン ドにしたり、オ ーバーフ

ロー而を水面より下げて還流をオーノ f ー フロ ー講に流して緩術した

り( バッファとしてキIJJ-I J) い、った工夫を行った。

フ。ーノレ内で平泳ぎを行うとか'i<者の体は周期的に上下司]する 。 この

上下動とプーノレ水面の波の同布周期が一致すると相乗的 にi皮が大き

くなり泳者の体が大きく上下動し極めてi永吉にくくなってくる( _ i J ニ

f仰こは討t いて¥、られなくなるという! l ¥. 1 f i じて。ある) 。

側壁而が平坦であれば、この波はプーノレから水が溢れる市さまで大

きくなる 。

この波立ちは、一定の日さに水の滋れ面を設けてやる こ とで判l え

るこ とがで》た。図 4 に示すようにプーノレの水面付近にオ ーノf ー フ

ローl而を設けて、 il支の17i きが日くなった水 li オーノf ー フロー l町に流

れるようにした。

つまりオ ーノf ー フローの慌をi皮立ちをがpえるノ f ッファとして平IJ Jl J  

したのである 。

このようにオ ーノf ー フロー l師を還前E*や波立ちのノ f ヅファ t して

使川 しているので、本プーノレてがはオ ーノf ー フロー水は全企を排水す

るのではなくてオ ーバー フロー構の上部の水のみを選択的 に排水す

るようにして いる。

快適な水

i永ぎやすい水流を作る こ とは前述の通りであるが、プーノレとして

使JHする上では、透明度の高い清潔な水質ぞ常に* ' 慨する こ とと、

i，i< 2t <‘ に適した水i且制: 日掛て、きることが必要てある 。

プーノレが小型だからい、って、浴れ|1lのように毎日7 ] 1 ( を取り替えるわ

けにはいかな い 。 こ のため、当然ノ ド の ｩ ｾ ｦｲ 化 を行 う ための装 置 が 必 要

であるが、通常の大型プーノレの; ]'ci止が300m'近 くあるのに対 し、9m'

の終iIi ;に抑 えたために浄化装置は格段に手l陸 となった。

ろi品機は5，4m'/ hour の能力を持つカ ート リッジ式 t し、滅菌のた



めのJ畑 臨 素剤の注入ポンプやタンクも コンパク 卜にろ過装置内に

納 まった。

また、プーノレの水温については通常のプーノレではボイラを用いて

水温を上げるが、 小型プーノレでは一般家庭に取り 付 けられる ことも

想定 して、家庭用の32号方、ス (灯油でも対応可) 給湯機と 組み合わ

せる ことによって71τiiTLコント ローノレできるシステムも取り入れた。

家庭用の給湯棋に、プーノレ水のような残留塩素濃度の高い水 を直接

通すと熱交換器がすぐに傷んで しまうため、プーノレ木休に給j易機の

熱を送る媒体は水道7)'c を使用するシステムと した。

* を温水 にしようとすると浴押向ような小 さな物でも 7ド面と底部

の水温はかなり異なってくる 。大きなプーノレでも循環のシステムを

工夫しないと温度分布はかなりばらつく 。プーノレてや泳いてやいて祖か

い部分や冷たい音11分がある ことを体験したことのある方も多いと思

うが、プーノレの温度を均一にするにはかなりの技術が必要である 。

本機は、流水装置を利用して、プーノレ内の水 を強制的にかき混ぜ

る機能( 水j昆の検女1:1を行っている水面近くの水が設定水温になった

ところで自動で強制的に世件して水i lHJ らをなくす) 含付けて この

問題を解決 した。

安全'1生

フ。ーノレの水を流 したり、ろ過したりするためには A C200V のポ

ンプをイ史用せざるを得なかった。 Jj ー にも! : L1l ; 屯するような ことにな

図 1 流 水機能 付 小 型 プ ー ル

れば大変なことになってしまうので、感電に対しては1 ! i X J .底した安全

対策を行った。一般的にはポンプ、 モーターにはアース端子力f付 い

ており、ア ースをきちっと取っていれば感電事故は防げる 。

ところが、 このア ースやア ース線カサ5 長永ガj7("i 効であるとし、う保証

はどこにもない。 ましてー粧家庭などに納入 した場合は、 増改築が

後で行われるケースも多〈、その際にアース線が切断される可能性

は十分ある 。

そこで、漏屯遮断鳴とは別 にア ース忠則註机装置を設けた。 これは

機器から発生する微弱な漏れ電流を常時慌視して、ア ース線が切断

したり、ア ースの能力が落ちたりしたH寺にすべての屯源を遮断する

システムである。

おわりに

一般家庭までもをタ ーゲP ツ 卜とした流7ド機能付与 小型プーノレには

ωょに述ぺたようなさまざまな工夫が必要て、あった。大きなプーノレ

を設計する際にも、本質的に備えて いなければならない機能い、う

点では一致する部分がある t 思う 。ただ、大きなプーノレは、設計担

当、建築担当、設備担当、木体 メーカー と、数社で建設に携わるた

め誰カf1百Iをど こまで、十旦当するかが陵l床になりがちでのある 。本布iてやプ

ーノレに必要な機能を汲み取って いただいて実際のプーノレの建設に役

、 ｬ てていた ｦ ごけｾＱＭｌＺ ｲ ョ ド い て、、ある 。

( おくむ ら かずよし / 京陶機総(肉プラスチ ック製造部プーノνJ ド業諜)

C: : J  I . Om/ S 以よ

ｾ＠ ｏＮＸｾｉＮｏｭ Ｏ ｓ＠

図 2 プールの流 速分 布

図 3 プール内の還 流水

図 4 波の上下動を吸収する
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見

透明プール

清水

はじめに

従来のプーノレと 言 えば、古くは地面に掘り下げて打ち込んだコン

クリ ー 卜 ｾ ｉ ｾ 休を防水 モ ノレタノレて Ｑ 土上げただけの小 ｾ ｉ Ｚ ｉ 学 校のプ ー ノレを

思い出す。フプ。一ノルレ開きカがf近ず〈と大勢て

をを? 掃除したものてて、あつた。近年においては防水モルタルの代わりに

エポキシ、ポ リエステノレ等の樹脂ライニ ングを施したものや、アノレ

ミ、ステインレスに代表される金属でプーノレ内面を杭成したものが

よく 見 られ、カラ ー フノレかつ丈夫になった。 これらの材料で構成さ

れたフ。ーノレに水中照明窓や観察窓を設ける場合にはf忠則封切、ラス

を用いるのが一般的であった。初1)壁をアクリノレ樹脂板で構成した、

画期的とも 言 える透明プ ー ノレの ｉ ｾｾ ｉ 現は Ｑ 984.{pの六本木プリンスホ

テノレのフ。ーノレて、あった。以後、 アク リノレ樹J)旨板はレジ、ヤ ープーノレの

デザインを一変 さ せ た ( 写真 1 、2 、3/ プール施工例) 。

技術の背景

従来から、アクリノレ樹脂板は各種看板を始め トップラ イト 、照明

ノレーノf 一、棋制置などに広〈用いられている 。 これらの用途にはせ

いぜし、 l Ommくやらいまでの厚みのものが使用されている 。

j享板用途としてはディスプレイを始めとする樹成加工品等の限ら

れた用途が殆どて、あったが、近年においては水族館の観察窓を始め

博文

とする 7同E用途が増えている 。

水族館においてはyド槽の大型化に伴い、従来の無機ガラスからよ

り安全性の高いアクリノレ樹脂板に代わるようにな って以後、より厚

〈、より大きなサイズのアクリノレ樹脂板が求められている 。形状に

おいても平板のみならず自由な世| 面の板が求められている 。 アク リ

ノレ粧tJ J尉反メ ーカーは積層、突き合わせ接着成形技術、及び製造設備

を|約発、拡張し、これらのニーズに答える ことによ って夢を現実の

もの とし続けてきた。 その結実は111営沖 制記念公園水族館、マリン

ワーノレド海の rll 道海洋生態科寺全館、天f保呆111ハ一ノパf 一ヒピ守ν ツジ 「海遊

R館官削J、束京者祁都|日1葛西|臨臨i臨掠Ea尉;i海j

のj用羽途開発には長年にわたる これら 7水k族館胞工技術カがf余すところな

〈取り入れられてしい、4る。 とりわけフェンスタイプの{J!I陛は、白浜ア

ド、ベンチャーワーノレド、 11¥削 lシーワーノレド等のプーノレフェンスの応

用として実現されたものである( 写真 4 、5、6/ 水族館施工例) 。

アクリル樹脂の特性

アクリノレ樹JJ削反は透明プラスチックスの中てやは水1713のような透明

性を有している 。i附民性も極めて良〈、長年の屋外使用に対しでも

強度の低下、変色が殆どみられない。号|っ張り、 山け¥圧縮強度も

安定して市〈、 比重もガラスの約半分と il珪〈、取り扱 L、性に優れて

いる 。耐衝撃強度に至つては強化方、ラスよりもはるかに高〈、万が

写真 1 写真 2 写真 3

写真 4 写真 5 写真 E
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一 破損した場合も 害 ｉ ｊ れ口はガラス のよ うに ｾ ｊ ｖｦ Ｇ ｊ で な く 安全 性に優れ

ている o ｴ ｾ ｦ 筆 すべ き は力 ＱＱ 工性 の 良きである 。 桜粁による大尺化、Ｉ 平

肉化は自由である 。熱可塑性樹} j 旨の特長により 、加索引次化状態での

世l而成形も可能で、ある 。人体に無害な粒机旨として 医習期務材や食株類

として広〈用い られている 。 また、耐薬品性にも優れており、 表 に

示すように、酸、ア ノ レカリ 等 に ｾｲｴｩ t 、(表 1 、2 、3 、図 1)。

アクリル樹脂板厚の設計

アクリノレ樹脂はカ、ラスに比ぺてヤング率カ河島、 ので、板厚? 踊 |ーの

基本は擁み基準となることが多い。従来、プーノレ用途としてのアク

リノレ樹脂板の静水圧荷重による初期最大撰み率は長年の経験により、

長尺フェンスタイプの場合、その開口高さ の 1/ 500、J: TI ; 開支持タイ

プの観察窓等てやは、関口短辺の 1/ 300程度 としているが、この程度

の撰みは殆ど目立たず、十分に安心感もあることが分かっている 。

水視と 室温の差がある平盟主大きい場合は不均一なも知支差による反り

が発生するので干反j享の割り増しが必要なこ t もある 。

l曲並凶山iIけげrr門、''j j佐 ;

とな つfたJ 士場易合lは立長J期羽l世曲並幽伽iIげJ' ，、応応、j力]カf執言存討許I1午「岨容応力をJ超也えることカがf ある 。高層

ビノレの上方| 渚への設置ケースてやは耐;J震 チェック もよ り重要となる 。

プ- ) レへの取り付けデイテ- ) レ

Jゲラス の場合、ほとん E の場合必ず金属枠を必要 とし、 錆等の原

因となることが多い。 また、コス トアップ、施工の煩雑さもある 。

取り付け作業の安全管理においてもかなり緊張を強い られるであろ

o

 

p

「

ノ

アクリノレ刷} ] 制反の取り付けディテーノレは至っ て単純なものである 。

S i mple  is  Best '  !:. 言っ たところか。

プーノレ側壁 に用いる場合は、明るく開放的な上部フレームレス の

表 1 各種材料の引張り強度、ヤング率と伸び

λｾ＠ ｪＢ ｪｬｾ ｒ 強 度 ｾＡｩ ｟ｬ＠ '11:  やl' ぴ

アクリラ イト 760kg/cm'  3  x  10' kg/cm'  4.5 % 

1-リカーポヰ一卜 560- 660 2. 1- 2.4X  10' 100- 130 

硬 質 1孟 ピ 350- 630  2.4- 4.2 x  10' 2.0- 4.0  

ポリスチレン 350- 840 2.8- 4.2X 10' l. 0- 2.5  

欽 3800 200 x  10'  80 

一/ノν ミ、 ニ一γ』ムi  

780- 2800 70 x  10' 1- 20 

yゲ 7  ス 350- 850 70 x  10' 

木 材 80- 100  x  10'  

、

ぜ

ク

』

(
E

)

均

悔

い

拠

出

酎

援

l  

ア?リライト 1

1  

J  

I  

I  

I  

J  

/  

/  

/  

/  

10 12 

板厚 (mm)

1式片サイズ =300x  300mm 

-一一ー 鋼球霊さ= 1000gr 

-ーー 鍋球重さ=290gr  

図 1 アクリル樹脂板の板厚と落球衝撃強度

自立フェンス タイプが可能な上、方立て然してやフェンス小口同志を

直接シーラン 卜でジョ イン卜出来る 。底継を含む水中の一部の観察

窓には四周 支 持 タ イプ が一 般的となる 。 ｉ ｾ ｉ 立 フェンスタイ プの 場合

は、躯{本で直接取り付け講を形成してそ の巾にアクリノレ晶、J)J 旨板を差

し込み、事 ｉ ，ｾ賄首グラワ卜て や 固定する 。 観 察 窓 の 場合も同じく躯休で

直接枠を形成し、 パッ キンを介して直彼 アクリ ノレパヰ、ノレを取り付け

ることができる 。金属枠は特妹なケース以外では先ず必要としない。

アクリ ノレ樹脂板周り のシーノレには水族館と同様、信煩性の高い、 1硬

化斉'J反応、型のシリコンシーラントが用い られる 。

おわりに

現泊三 アクリ ノレtiWI 旨板はスイミングプーノレ、ダイピンク守プーノレ、

及び流水プーノレの大型観察窓や似IJ壁に用いられ、デザ、インの自由さ

は言 うまでもなく、水中特有のl培さ、 圧迫感、恐怖!惑を取り除くの

に大いに役立っている 。特に、将来は学校プーノレ、スイミングスク

ーノレにおいても 安全監視性の良さ、 雰囲気向上の面か らも広〈取り

入れ られることを期待する 。 これらの卓越した特性は水ばなれの続

く現代の子イ共たちの将来にも明るい希望営予感させるに十分なもの

がある 。

最近てやはガラスにはないアクリノレ樹脂独特のあたたかで柔 らかな

質J惑が認められ、スパープーノレのみな らす' ホームパスタブの内面材

にも用途が広がってし、る 。歴史も半世紀を超えたアクリ ノレ樹脂であ

るがその卓越した長所により、 これからも 長 〈愛され統けられて欲

しいと願う次第である 。

「参考資料J

三菱 ν イヨン株式会ヰJ: : アタリライハ/ 概要 物性偏

( しみず ひろふみ/ 附袋晃アタリテック事業部次長)

表 2 アクリル樹脂板の一般的性質( 平均値)

工頁 目 試(A験STj司品法il' [i . 位 7クリライト 7タ川E
L . S  

.  lt 重 0792 l. 19 l. 19  

- 光化学的性質

1:Ii j)r 率(n O) 0542 l. 49 1. 49 

透 過 率 Dl 003 

平行光線透過率 %  92 92  

全光線透過率
%  93 93 

D  {而
%  1  1  

- 機械的性質

引張試験 0638 

磁波 強度 kg/cm'  760 750 

51!t 性係数 kg/cm'  3X I0' 3x  10' 

やl' び %  4.5  4.5  

IU，げ試験 D790  

破壊 強度 kg/耐 1，200 1，200  

ｾｉ ｩ ｬ 性係数 kg/cm'  3X I0' 3x  10' 

圧縮試験 0695 

降伏 強度 kg/cm'  1，260 1，260 

ｾｬｩｩ 性 係 数 kg/cm'  3x  10'  3X I0'  

ヂj 断強度 0732 kg/cnザ 630  630 

衝撃試験 0256  

アイ〆ット(ノッチトJ) kgcm/cm 2.0 l. 8  

硬度(ロックウエル) 0785 M- I00 M- 98 

- 熱的性質

加熱成形温度範囲 'C  135- 175 120- 160 

熱変形 i民度 0648 'C  100  90 

線l捌長係数 I  0696 帥 /cm/，C 7X  10-
5  

7X  10→ 

表3 アクリル樹脂板の耐薬品性一覧表 ( 20'C)

(1) 耐酸性

ｪＡｾ 機酸 有 機 酸

薬品名 i皇官E 抵抗性 薬品名 ｩＧｾｉｊｉ＠ 抵抗性

時ii 酸 30% 
。

h官 般 20% 
。

70 ×  40 X  

98  ×  目下 般 30  
。

1M. 酸 10  
。

氷 雨 西 支 98  ×  

30 
。

無水目下酸 X  

36  ×  クエ ン酸 20迄
。

frJ'j 酸 20 
。

t内 石自主 20迄
。

40 
。

ピクリン自主 i  
。

70 ['， オレイン酸
。

95 ×  手L 酸
。

i弗化水素駿 20 
。

4主 酸
。

40 ×  チオグリコール鮫 X  

燐 R量 30  
。トY? ロル酢ij ×  

クロム酸 40 
。

ステアリン阪
。

R包平日 X  

(2) 耐アルカリ性

アン モニ Ｗ Ｏ ｾ ， ｩ Ａｖｍ 主化カ リ 、 ｩ Ａｬ Ｏｾｾ 量化ナト リ ウム 、 Ｑ ｍ 量ｻヒカ ル

シウ ム{石灰乳)石ケン水、 炭般ナト リウムな E ほとん Eのアルカリ

に対し て.担E抗性を示し ます.

。' .L， 60'C  10%のアンモニアホに対してはぷ而にやや借 りが生じ

ます.

(3) 耐有機薬品

市t品で犯きれないも の

プタン、へプタ ン. ヘキサン、ケテ λ 石油エーテ作、イ iilll ベ

ンジン、 パラ7 ィン、 '1i 許紘成分の少ない石油、ディーゼルil ll 、

変n:: 器iI "、オ リープiI"、テ レピンil iI、松ヤニ. エチレング リコー

片 . ? リ七? ン‘ メチノν アミ ン‘ トリエタノ - / 1/ 7 ; ン、
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水中スビーカー

間

四

前 島 秀 朗/ 植 木 正 孝

はじめに

水中スピーカーという 言葉が使われはじめ世間の注目を浴びるよ

うになったのは、日本のシンクロナイズドスイミングがオリンピッ

クてや活躍をしてテレビ等て手中継されるようになってからであろう 。

現に今でも名前だけは知っているが、実際lこ{ 射殺したことがある人

は一部を除いてほとんどいないと思われる 。

これは今まで療する機会もなく、また、設置してあるプーノレも極

端に少ないためていあったが、近年シンクロナイズドスイミングは勿

論、水中エアロピクス、リラクゼーション、プーノレ内での水泳指導、

健康ランド、スキューパダイビングの指示 ・伝 達等に必要性が生じ

ていることもあり、また、 一般フィッ卜え、スクラブ守等て、の水中エク

ササイズの有効性が認知されてきたために小規模のプーノレ等にも設

置するところが増えつつある 。

特徴

周波数特性/ 伝晶車度

空気 と水とでは密度が大きく異なるため、周波数持性/ 伝達速度

は大| 隔に違い、特に低城の減衰は大きく、音i原から数m離れただけ

で低城は聞こえなくなる、そのためアンプには空気1:1:t i: は異なるイ

コライザー補正カーブを持たせる必要がある 。 (図 1 )  

導電' 性

水は空気に比べ' S l I:: ' i l ' ; に導電性に富むため、万一 スビーカ ーや接続

ケーフツレに一部破損等が生じて品酎剥企が疎外されたときに、微弱な

電流州荒れても感電事故となる可能性が高いため十分な保護対策が

必要となる( 漏骨険出セ ンサー+ 2重断線回路を専用アンプに搭載) 。

水圧

水中スビーカ ーは水中で使用することが前提なので、振制反は外

圧が掛かっている状態で振動し音圧を発生させなければならず、そ

のためには通常のスピーカーのコーン紙のような軽〈 柔らかな振動

板とは遠い、厚〈丈夫な振出片反を振動させるために非常に強力な磁

] 回路が必要となり、また、逆に水を充填していない状態でスピー

カーを駆動すると振動板が破壊されるという危険性も 111せも って い

る。(*i 架約10m迄の耐水圧を石倒呆) 。

耐薬品性/ 耐熱性

水道水は消毒のため都品ミ系の薬品が含まれ、地域によってはイオ

ワ系の水もあり、その他海水などに対する対応も非常に重要である 。

これはスビーカー木体の樹脂はI!J論、接続用コオ、クタ 一部、ケーブ

ノレ本体までも対応していなければならない。

また、 iJ 毘水プーノレが主流の明主、再開惟も 45・までを確保し、 iA't7K、

68 建 築 と 社 会 ・1996. 6

薬品等の相乗作用により発生しやすい、錆、腐食、電食等の民知向、

ら製品を保護するための手段を講じる必要がある 。 (図 2)  

設置方法

吊り下げ設置型

水中スビーカ ーの使用頻度があま り高くなく、使用時のみプーノレ

サイドの排水清等 を利用して水中に吊り下げて使用 (7以来60- 70cm

程度に設置を推奨)

・長所 : 移動、撤去が簡単であり、水中エアロピクス等、 インスト

ラクタ ーが巡回 ・指導する用途には便利。 ( アンプ、スピーカ一、 C

D、カセ ッ ト等 を l システムにしたツア ー用ラックもある)

工事が不要で、スピーカー木体やケープツレなどのメンテも水か ら出し

て行えるので、プーノレの水を抜くこともない。

使用用途に合わせてスピーカーの位置を移動でき、必要な範囲に効

率よく音源を集中できる 。

- 短 所 ・吊り 下げのため本体やケーフツレがプーノレ壁面より出っ張る。

排水溝等スビーカ ーを吊り下げる鎖をフックする場所が必要。

水中固定設置型

・長所 ・壁面に埋設するため余分な発包はなく邪魔にならず、設置

位置が固定され位置合わせは不要。

- 短 所 : 工事 はフ。ーノレ木体竣工H寺に合わせて着手しケーフツレ通過用

パ イプを埋設したり、スビーカー; 埋設 ・取りつけ音11の防水処理をし

なけれlまならない。

メンテや部品交換時にはプーノレの水抜きをしなければならなし、。

使用例

- 小プーノレ( 表面積180m' 以下) :  1個のスビーカーをコーナーに設

置、より明瞭度が必要な場合には、対角線上に配置する 。

.25mプーノレ (251η X 15m 375m呼呈度) : 水深 60- 70cm干呈度のi奈さ

に相対してスタガーに 2佃設置する、専用アンプは 1 台でスピーカ

ーを2 台駆動できる( 図 3)  

.50mプーノレ (50 mX 25m 1250m呼呈度) :  4 台のスピーカーを 2 台

のアンプて唱区到jする 。 (図 4 )  

注意点

- プーノレの材質、特にコンクリ ー卜 、ステンレス、プラスチック、

FRP製のプーノレに取りつける場合、その材質カサ;辰重か|反となってしま

うこ t があるため十分な配慮が必要である 。

仔IJ えば、 FRPの場合*1やでの音波は空気中より 3倍以上速いため

FRPが音波に振動し( 共振する場合がある) プーノレ全体が音響板の



役目をしてしまうことがあるので注意が必要。大，t策としてはスピー

カーを極力コ ーナーに配置することである 。

・ビノレの 2 階五U二lこ設置する場合には低域がビノレ全体に伝播するこ

とがある 。( 防振処理等を施しており

・プーノレ室内の空中へ設置のスピーカ ーにも十分な注意をして反響

の少ない l明11京度の高いスピーカーをイ史用し、水中ー空中の相乗効果

により全体としてより解像度の高い音響システムとなる 。

特に少量;のスピーカーてや大音量を出力するとプーノレ内に反響して却

って聞き取りにくい音にな ってしまうため、空中用スピーカーは小

出力型守数多く設置して分散させる方法がよい。
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図 2 スピーカー

おわりに

品丘li 水中スピーカーも プーノレ使用のみでなく、地面に埋設 して

走行エリアに下から 音を出すことで、エリアを狭め音111も少なく抑

えられ、上述のプーノレ室内の反響問題を減少て》る埋設型スピーカ

一「ランドソ ニ ッ ク ｪ 等 も 実 績をあげてきており、水中に ｉｾｬ ｾ ら ず今

まで条件がきびしく使用できなカ、った用途にまで注目されているこ

とを報告してまとめの言葉にしたい。

( まえじま ひであき/ テ ィ ア リ(附nJ: 子機総事業苦1Iタスカ ム書1Iマオ ージャ ー¥

うえき まきた か/ ウエタックス(仰代表取締役 /  
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図 3 スピーカー設置例( 25mプール)

図 4 スピーカー設置例(5日m プール)
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遊び心好奇心、冒険心をか得た｜ｾ

日日町日目口自己J VEYEP2LF白

東京都大田区東調布公園

//liiiii; :  

眼。11 Mぜ忌切室内レジャーブール

いつでも利用できます。

夏だけでなく、オールシーズンいつでも快適に利用できるのは大きな魅

力です。

コマツ F R Pプールは、保温性が抜群のうえ、フリーデザインですから、

さらにより楽しいアクア空闘を演出します。

タイルとの併用で一段とグレードが上ります。

コマツ化成 ZZ込言語ETiJcitfA米 ビ ル 剖 以3496) 1315

東北支庖/f i 022 (227) 1241 中部支庖/包052( 201)3191 大阪支庖/f i 06 (304) 2300 九州支后/f i 092 (451) 7680  南九州営業所/f i 099 (251) 5501 
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我が国では、従来の耐お構造設計技術に加え、

f出丘、地震や風簿による建染物の振動計制御しよ

うとする免: 班活法 ( 地 震 の 入 力 引Hらげる構法) 、

制 振 村 出ミＨ地震による重 Ｑ Ｑ きをｾｩＡｬ ｉ ｊｪ ￦ｬｬ する桃法Ｉの採

用が進んでいる 。

市IJ振柿法に使用される装置( デバイス、ダンパ

ー) の中で、エオ、ノレギー減哀型制振装置には粘性

型、 ｾＡ ｩ ｩ 塑Ｇド旦 Ｒ 、摩擦型等の装援があり、監 ｼ 生 ｊ�ｘ で‘

の優れた履歴減衰特ｼ生を待った低降仇 Ｎ ｉ ｾ 鋼が、。Ａｾ

塑 性 型lli l服装置として使われている 。 図 1 に示す

ように、鉛直荷重を伝達 ・支持する柱や梁書rl 材と

は全く独立に設置されるもので、地震やエオ、ノレギ

ー を安定して 11放収させる装置である 。 その原理は、

通 常の柱梁の主会幹刊の鋼材よりもはるかに降伏点

の低いこの鋼材が、地調1寺に早期に|咋伏すること

で、地誌エオ、ノレギーを鋼材の塑性エオ、ノレギーに変

換してi ! l IJ 振効果を発却させるものである 。 この鋼

材 を 使ったi ! l IJ 振装援は他装置に比べて安価でかつ

信頼性、耐久性も高いことか ら、実用化 に向けた

研 究開発が進み、 10数字|二の笑秒バ牛に適用されてし、

る。

従来の建築物 制震装置を用いた建築物

図 1 地震エネルギーの吸収

なお ここ で、 2 3 5 N クラスのものを低降伏点鋼、

ＱＰＰｎ クラスを松長 ｦ 氏 ｉｉｾ イｆＮＮＡ去斜角 ｩ ということにする 。

材料特性

鋼材に要求される性能

履 歴i成衰型lli り振装置に使われる鋼材 l阜、 I也良 時

に他の柱w ; の椛造部材に先行しでかつ設計て狙っ

た応力レベソレて塑性化 することが必要である 。他

の;fj Yf iili:昔11材に先行して塑性化させるためには、形

状や使用方法の工夫によっても可能で、あるが、降

伏耐力が低い特牲を持った鋼材を使用することで

1"1(1勺が容易に達成される。このため、 ml 服 装 置 用

の鋼材は、降伏点が低いことし 11制太平Zのばらつ

きカ苛郎、範囲に J i)l.ま って いることが要求される 。

優れた伸び性能と低サイクノレ疲労特性も重要であ

る。

図 2 に、低降

伏点鋼、事到底降

60 

イ犬点錦lの応力歪 i

此l線の例を、他 き咽

図 2

鋼材の応力一 00 

歪幽線の比較

10 20 羽

歪 ε ( %)
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低降伏点鋼・極低降伏点鋼の材料特性

大 隈 哲 夫 おおくまてつお

新日本製銭鞠大阪支居市場開発技術室部長代理

の鋼材と比較して示す。

母材糊全

低 1
1
年伏点鋼、樹氏i降伏点鋼の化学 成 分 、 機t.刷勺 3

性質Ｚの製造目棋値と 実主ｾＧｩ ｩＹ ｉ ｊ を表 Ｑ 、 表 Ｒ に示す。 目。
区

区12 に示すように、 低 降伏点銅には明らかな降伏 民

柳lがあるが、極低降伏点鋼は明| 阪な降伏棚がなし、

ラワンド型になっている 。

主到底降伏点鋼の降伏耐力 ( 0. 2%オ フ セ ッ ト 耐

力) は 9 0 - 1 3 0 N/ mm' 、低降伏点鋼は 215- 245N/

mm' を目標にしている 。仲び性能は、それぞ、れ50% 、

40%ι ん七が製造回収値になっている。

表 1 化学成分の例

ぶ哩竺

板厚 C  Si  Mn  P  S  

( 四)

産伏量

製造目標値 孟0.18 亘0.035 亘0.035

試験結果 No. l 12 0. 05 0. 03 0. 27 0. 021 0. 012 

No. 2  20 0. 04 0. 02 0. 24 0.018 0.008 

No. 3  40 0.04 0. 01 0. 27 0. 018 0.009 

著書

製造目標値 三五 0.03 孟0.035 ;;;0.035 

試験結果 No. l 6  

No2 9  0. 003 0. 02 0. 14 0. 007 0. 012 

No. 3  12  

表 2 機械 的 性質の例 試験片形状 ]I S  5号

ぷ哩竺

板厚 試験 降伏耐力 引張強さ 伸び

(mm)  方向 ( N/mm') ( N/mm' )  ( %)  

製造目標値 ＲｬＵ ｾＲＴＵ＠ ＳＰＰｾＴＰＰ＠ 主主 40

低降
試験結果 No. l  12 L  238 335 55 

伏鋼占

C  229 332 55 

No. 2  20 C  224 325 62 

No. 3  40 C  215 313 71 

製造目標値 ＹＰ ｾ Ｑ ＳＰ＠ ＲＰＰｾＳＰＰ＠ 主主 50

E  降伏鋪占

試験結果 No. l  6  L  123 255 58 

C  116 251 59 

No. 2  9  L  123 253 63 

C  112 253 61 

No. 3  12 L  103  260 64 

C  100 263 66 

溶 接 性

溶 接|由主、表 1 に示すようにー官矧司材に出i攻し

て炭素立や添加されている令金元素も極めて少な

く、特』こ級低降伏点鋼 I;u"rr欽に近い成分となって

いる 。 よって、 i:f付加企は、炭素含有企が緩めて少

ないため、 一向賂! 司材に比べて同等ιμ ニの良好なi芥

按性を有してし、る 。リ2)

低サイクル疲労特性

履歴エオ、ノレギ- 11刷又裂のl I i lJ振装置としてイ却1 ' 1す

るため、素材としての低サイクノレ疲労iJ.f.' f性は重要

な性能となる 。 また、実桃造物への道i J l ' J の際には、

ある形状 に加工した状態での低サイクノレ疲労性能

を実路公てヲlミめ、設青|で'mった性能封筒呆できて L 、

るカ叩的fすることが必要である 。

母材そのもののヒステリシス |曲線の仔IJ を図 3 に、

低サイクノレ疲労青悦対主果を図 4 3) に示す。
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図 3 低サイクル疲労試験時のヒステリ シス曲線
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図 4 低サイクル疲労試 験結果

極低降伏点鋼を利用した制振技術の現状

極低降伏点鋼を利用した履歴、減衰型のlli lJ振 装 置

がいくつか提案されている 。 詳創1 I は、公表されて

いる論文を参照していただきたい。例え It、

・ハニカム夕、ンノ f ー タ イ プ

文献，小早，昔、楠元、 LLI I壬lほか、ハニカム |卦J nを

有する鋼板ダンパーに|射する研究 その 1 ーその

6  日本建築学玉t j . ご会紋松昨ー、1988. 10- 1992 .8

・ ｩＡｬ Ｑ ｪｊＺ 辰 ｲｭＪ ｾ 主タ イプ

文献， J誌はか、事到1111制犬点鋼を用いた現l:fJ r降 伏

型t I i 肘辰吉11材の低サイクノレ疲労実験 その 1 - その

4  日本建築 学 会 大 会t文明松長、 1992 .8- 1993 .9

・プレー スタイプ

文IW，;  7/臼|ーほか、低|咋イ犬応力 j支鋼を用いた K 型

プレース l!i IJ 振装置にl見jする研究 その l ーその 5

日本建築: 学会大会級相限集、 1991. 9- 1993. 9

文献，花: J I'ほか、低11干イ犬応力 J支鋼をmいた X 型

フ〉ース制振装置に|旦lする研究 FI本主I ! 築: 学会大

会似事魁長、 1992. 8

文献，絵師l、岩凹、利111ほか、被害レベノレ制笹J l WJ

造に| 刻する研究、 日本法築学会大会級事魁長、 1995. 8

今後も、低降伏点鋼、小E百出降伏点鋼を使った種

の々i ! l IJ振祁此去の提案がなされ発展してし、くと考え

られる。さらに、 このような制振技術が処築全般

に幅広く普及することにも期待した L 、。

1) 111 11， Ｎｴ災尺、望月、低降伏 ｉＮ＿ 鋼及び粉 ､ 止降伏 ｉｾｾ 鋼の材料

性総 n本主I! 築学念た会総仕問主、 1994 .9

2) 断筆、h' t K '1'川、総私鋼の材料午児七、 n本記I ! 築学会大会

f!l! W肥s. 1995. 8 

ＳＩ 佐伯、杉沢、山口ほか、 ｦ 邸年イ九，ｾ鋼の低サイクノ昨夜労す制主

に| 刻する研究 H本長I ! 罫古学会総造系論文集m472ー守、 1995. 6 



生前 ｕｊｉ 杭の ＧＱＧ で、 ｊ 二 業製品は ｾｊ Ｎｴｦ知斗 ｊ ニ に大きな

位目立を内めている 。 むしろ玖呪1げ{-代-て℃りJ人Lは工業品災11JIl'H1Jhg1の{ 洪J共L  

y水ドの l川l' てで.生i前丹していると 言つ ても i過品 r斤守て

ろう九。 プレハフ守"1:住土宅やヒピεツノ庁レテデデ、守‘ インクグ、などは_[ 仁業製

品の集4ゐu羽T本で、あり札、ギ在E米工法の住宅もi 、 lほ孟とん E

の膏部 ｼ目 ｾｉｉｉ 品 ｨ品 ｌ が工業 生 ｉ産童 化されて ｌ 、必る 。 Ｑ 二 木ユ コ ｊ ￧ をはじ

め外部広tJ :JZにも 同じことが言 えるのである 。

このレポートでは、その工業製t弘、特に設備の

ｾｈｾｩｽ 機株が公共の景観形成の ｲｬＧ て｜ どのようにイ子

花しているかを考えてみたし、。

京都の街が示すもの

京都のfEも、西山や束山のrl' J l友か ら 凡 る し チ

ョークを立てたように、白ｉＱ ｅ の雄物の集令体にｊ， ｾ

える 。 11 本の近代地築には、アイボ、リ一色やi炎い

グレー( コンクリート打放し) の色が、モターンさ

そ表lHするかのように蔓延していて、いかにも色

彩を失ったう片側として広がってし必 。

この以境が栄たして十|本の風土にふさわしいも

のなのかどうか、初、は疑問を抱く ものである。ス

ペインの トレドの街は、丘のよから兄ると全市が

一様に淡いレンガ色である 。急速に近イロヒした n

木の文化は、悶ＺＺＨｾの色を見失 っ てしま っ たのだろ

うか。外 部 相IIJ にi ; HJ . 合される工業製JJ ，も新しし、主主

制作に適応して、 (=1ｾ、物体として ＱＳＡ 掛されてし 、る。

京都の街も例外ではなく、生百/iJ の室・外機、クー

リングタワー、 119ツドタンクなどが、 またI也上の設

世物としては向重! J J仮:;IG i 機が、いろいろな間業色を

力 Ｑ ＱＱ 床しながらも、やはり ￋ ｉ ｾ 、Ｉｊｬ ｦｩ ｊ 体をさらしている 。

n本人の心の前. i l l . として、京都の街のかたちゃ

色は、イメ ー ジとしての 口本の色とかたちとして

定将していてもおかしくはない。木や土の 1"1然 京

材 の持つ色とかたちを、京都の街は保作し、また

兵: y; ! して きて L 、る 。特に制調IIIJ を1 ] ' 心とする '1似 E

美観地区では、展般の瓦の色、壁のじゅらく色な

白い貯水揚水タンク

景観に及ぼす設備器機の色とかたち

中 村 隆 ー なかむらりゅういち

京都市立芸術大学教綬 ・デザイン科プロダクトデザイン研究室

どに、色彩的な主ｬＡ築規 ｴｬｩｬｈ ｩｔ ｾＴ 妥結 ｗｩ ｊ があり、市民も

その包l彩と ;草剤';1' !:芸を街の主主11m削 iのアイデ、ンティ

ティーとして、是認していると 言 えよう 。

京都のこの色彩と栄; j ' ，J ! 必は 11本文化の悶有のも

のであり、 とりも在[ さずそれは、 H木のl司有の色

彩と素材の空1mであると も常えるのである。

Ｇｉ｜Ｈｾ ｗＺ美存期也区を歩 ｌ 、てみて、野 ｬ 次図に設世され

た工業製品が、どのように Ll 立っているかという

ことに焼いた。 テレビのアンテナ類や1 Ei柱、それ

に取り付けられたトランスをはじめとして、設fi /，'i

排機の類が、街の色彩のアイデンティティーを大

きく乱していることが制絞される。

自己防衛のすがた

伝統的な業材と色ぞ 多分に残している京都の衝

は、日本の街ぞ代表する、典型的な空間て府あろう 。

特に色彩的なilfi からとらえると、オ寸4の古みの色、

じゅらく壁の色、 路線のいぶし似の瓦の色などが

多〈残ってお り、努めて保存されている。商業 空

間として の紙|豆]l IIJ などでは、街路に |台lかつて細 長

L 、一戸一戸の家 ( 1 ; 刊! i ) が立ち並んで‘ いる。

生前のｾ ，外械はれ 進 し、く つかの数が 必要な ので

あろうが、街路に而した部屋の室外機は、表通り

に1'-1 ｾ、 ｊｊ 阿 ｦ 本をさらすことになる 。

室外 般のほかに!J<'{! こLl 立つのは屯力会社のメー

ターと j f スのメ ーターであ る。

京1' : 11のf主n' はかつて、IIIJ 主役がI l llj 脱」な E を取

り決めて、地域を! と1ら治めてきた伝統がある。も

っ とも、江戸H占イたには 11 本会同の家並みは一定の

統 一 ｊ 惑を持 っ て丸、て、ムｬＡ築 ｾｌｩｬｩｉｊ がなされていたの

である。左I ' H応r - L - . 軒高制限、外装の黒塗りなど、

主にき友者建築のjJ LiIi 'J としてであるが、秩序正しし、

美 ｊ Ｚｊｾ 識が存在して いたい 、対主緋があり、京 都に

は玖胞でも近隣同上が持つ、 見苦しさに対する| 坊

件前村守あるように思える 。

写 真に刈る ように、空間のｾ ，外肱 ｮ［Ｚ 気メ ータ

一、ガスメ ーターが露出して街区の色彩と芽¥( - l ' .i:!空

1mのアイデンティティ ー を古しさないように、おの

おのが製作した木製の額いをつけている状態が制

絞される。 この: y; ! ; u{は工業 製llbの心ない色彩への

市民の l士|己防衛の姿であり、伝統文化の悲鳴のよ

うにお、には感じられるのである。

屯 Ｉｊ の メ ー タ ーは大口のお用者には 、 イ ｉｾｉ 月 ｉ ｊ 住宅

HJ の数僚の 1'-1 t 、柄、iが建物の表而に取り' ( ，J けられ、

ｰ ゲスメーターは地 ｬ わ からの ｉ ｉｾ ｉ 入り の太い ユニクロ

ーム メッキのパ イプが Ｚ 必ず ｾ Ａ ｜ｉｩ 創 ｩ 作に立ち上がり、

メーターへの接続も決してきれL、ではない。 また

そのデザ、インも、問l羽に気を配ったデザ、インとは

需 えな L 、。 '，[!:jJ やヵースのような公共イ ンフラの設

fiIIHi 1百四作「行万いづ数であり、対組制昨成する

大きな要ぷであると考えなければならなし、。

京都のこの引象のごとく、インフラの設備は生

前者に一方的にあてがわれるために、 13l，*合される

世!IJ カ号苦心して対hiS:策を考えている毛刷犬であるが、

いt 、解決ブJ法を凡出したいものである 。特にガス

メーターは、j : l ! ! . . _ 上に上がる jfrj (こ 2 本の恰; が立ち上

がりノ明、ノレの '1'に装j挺されて、 そのノ明、ノレの '1' に

メーターが合まれるよ うな、エコテ、、ザ、インを盟み

たいものである 。' ; 1 1 : 気メーターも同じような解決

法を取り入れ、 出来れば二つの統一テーザ、インが成

立されることが望ましし、。主主:F.J liJ の室外機は本体の

塗り 色に伝統色を加え、兄 λ 掛かり の被いのノレー

ノずーを附加l したインターフェイスデザ、インが当2ま

れる 。

公共性い、うものは、役所が責任をとるも の で

はなく、市民が公共的意識を持つことから成り 1 ・

つものであろう。 この京都で のｾ ｾ象は、市民の イ ＩＡｉ ｊ

の美，1U!，識か ら始まった公共%J: "識である 。製品を供

給する ｪ Ｚ ＮｊＱｩｾ 朝ＩＡｉ｝Ｈこも、公共な識に基づいた公制へ

の円以也を具体化したデザ、インを期待した L 、。

露 出した空調室外機 箱に入れられた電気、ガスメーター 格子で覆われた空調室外機
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ル・コルビ、ユジ、工一太陽の詩学- 1 r海の日』制定記念・展覧会 『海j

キe ヤJ レリー ・タイセイ主催の今回の展覧会では特に、 平成 8年から毎年 7 月20日が じ毎の日 j として国民の

ル ・コルヒ. ユジエの前期と後期の建築作品を取り上'1、 祝日になる。これを記念して、安田火災東郷青児美術

それらの光の採り入れ方を模型、図面( 複写) 、スケッ 館で、海をモチーフにした絵画約70点が展示される。

チ、写真などから検証することを中心に、絵画、スケ 人間と密接なかかわりを持ってきた「海J を、モネ、

ッチ、詩にも及び、光に対する彼の私的で詩的な思い ターナ一、ルノワール、そして青木繁や藤島武二とい

を探り出そうと試みる。 った偉大な画家たちがどのように1諦見してきたかをた

会期 ＱＹＹＶ 年 Ｖ 月 ＱＷ 日 Ｈ 月 Ｉ ｾ Ｘ 月 ＳＰ 日 幽 ＱＰ ＺＰＰｾＱＷ ・ ＰＰ どり、その本質を探ろうとするものである。

土日祝日、 Ｘ 月 ＱＲ 日 ｾＱＶ 日は休み 会 期 1996年 6 月29日仕ト 8 月18日(日)

会場 ギャルリー ・タイセイ (TEL03- 5381 ー5510) 9  :  ＳＰｾ＠ 17 :  00 月曜日休館

東京都新宿区西新宿ト25- 1新宿センタービル 17F 会場安田火災東郷青児美術館

展 示 模 型 一 一サウe オワ邸 (ノマ リ郊外、 1929)、ラ ・ト

ウーレツ卜の修却完( リヨン近郊、 1957) 、影の

塔( チャンディガール、 1956)

図面( 複写) 、建築写真絵画スケッチ、詩画集

卒業生作昂展8 記念セミナー

大阪ガスインテリアデザインスクールの95年度卒業生

による作品展と、記念セミナーが開催される。

期 間 ＱＹＹＶ 年 Ｗ 月 ＱＱ 日同 ｾ ＱＳ 日出 ＱＰＺＰＰｾＲＰＺＰＰ

東京都新宿区西新宿ト26- 1 安田火災海上 プールヴィJ レ税関吏の小屋・波立つ海( 1884年) クロード・モネ

本社ピル42 F  TEL03- 3349-3081 ジヨ J レジュ ・スーラ 〈グランカンの干潮〉等

入 館 料 一 般 1000円 (65歳以上は 800円) ②; 毎に想うーーポール ・デj レヴォー 〈女神〉、

展 示 ① 海 を 見 る一一ジョ ーゼフ ・ターナー 〈イン オディロン ・ルドン ( j帯船〉 ほか

ウ' 工ラレイ城の見えるファイン湾〉、ギュス ③ 日本の; 忽日本人の感陸一一藤島武二 〈神

ターヴ・クールベ 〈海ーいかなこe を採る人々 〉、 戸港の朝陽〉、吉原治良〈; 替水夫と犬〉、青木繁

ポール ・シニヤック 〈ヴェニスーばら色の雲〉、 ( j魚弐晩帰〉 ほか

京都地域住宅< HOPE> コンクール募集

ただし、最終日は 15 ・00まで 京都市は、京都の気候風土や都市環境の中て.'j 9t i 直に住 い優れた居住空間の提案、街並みや地域の景観

会場大阪ガスインテリアデザインスクール臼結後 み続けられるための知恵や工夫、そして「京都らしい に対する配慮、都市に住み続けるために新たに

国Tオークピル6F) すまいづくり J の伝統を現代に継承することにより、 付け加えた住まい方の工夫一一

大阪市中失区備後田J 3- 6- 14 都市居住を促進し、市民生活の活性化を図ることを目 ②市民の参加による住まいづくり、まちづくり

展 示 ス ペースデザインコース、インテリアコーデ 的に、昭和58年度に京都地域住宅< HOPE> 計画を策 への取り組み( まちづくり地域活動)

イネーターコース、インテリアデザインコ一 定している。 応募 自薦、他薦を問わず。 A 2 判ケント市肋、画用紙

ス、住宅製図コ ース、パースデザインコース

の95年度卒業生の卒業制作作品

・記念セミナー「伝統とこれからのライフスタイルj

講 師 喜 多 俊 之 氏 ( 環 境 ・プロダクトデザイナー)

日 時 1996年 7 月12日幽 19: ＰＰｾＲＰ Ｚ＠ 30 

会場大阪ガス本ヰ土ピル ・3F ホール

定 員 200名( 予約制、参加費 1，000円)

申込先大阪ガスインテリアデザインスクール

(TEL06- 262- 4089、FAX06- 262- 7202)

A円T BOX NAGOY  A  ' 86 

竹中耳結名古屋支広が主催する展示会 i ART BOX 

NAGOYAJ は、今年 7回目を迎える。

『ものづくり 」の原点に帰ることに主眼をおいて、本

展のテーマを「つなぐJ に決め、 30cm立方に込めた同

社社員のその想いを、普段と違う感覚世界で詩見する。

入場無料。

テ ー マ 環 ' 96 iつなぐJ 一「つなぐ」はひとつでは成

り立たない。何かと何か、 2 つιんと無制限。

いま、その在り方が筒われている。

期間 ＱＹＹＶ 年 Ｗ 月 ＲＳ 即ト ＲＷ 日 出 ＱＰ ・ ＰＰｾＱＹＺＰＰ

最終日は 16 : 00て倒場

場 所 A T ピル B I F  名古屋市中区錦ト 18-22

( 名古屋ヒル トンホテル向かい)
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この HOPE 計画の趣旨に沿って、住まいづくりや景観 等 1枚に必要事項を記入し、応募事例の概要資

向上への市民意識を高め、施工技術の向よを図るため、 料を添え、裏面に応募棄を張り付けて、 6 月 |

「京都らしいすまいづくり j の優れた事例を表彰する 日 ｾＸ 月 ＱＶ 日に京都市都市計画局都市企画部都

「京都士也域住宅< HOPE> コンクールJ を行う 。 市づくり推進課( 〒 604京都市中京区河原町御

対象 CDi&J 去 3 年間に京都市内て噺築または増改築さ 池上る TEL075-222-3503) へ提出または郵送

れた戸建住宅、集合イ主宅、建築物一一京都らし 審 査 三 村 浩 史 ・京都大学教授一審査委員長ーほか

大阪まちなみ賞( 大阪都市景観建築貰) 募集

大阪府 ・大阪市 ・件批大阪府建築士会主催の第16回大阪

まちなみ賞( 大阪都市景観建築賞) は、大阪府域内の

建物およひ建物を中心としたまちなみで、周辺環境の

向上に資し景重見上優れた建物やまちなみを表彰するた

め、自薦、他薦による該当物件を募集している。

対 象大阪府域内の建物 Ｈ Ｑ ＹＹＱ 年 Ｘ 月 ｾＱＹＹＵ 年 Ｗ

月末に完成) 、およひ建物を中心としたまち

な み ( 1995年 7 月末までに完成)

推薦方法ハガキに、推薦物併〉名称 ・所在地 ・完成

時期 ・推薦理由 ・推薦者名 ・通絡先住所と

電話番号を記入し、 Ｗ 月ｼ日 ｾＷ 月 Ｓ Ｑ 日に

大阪都市景観建築賞運営委員会( 干540大

阪市中央区農人橋2- 1-1 0 大阪府建築士

会内、 TEL06- 947- 1961) へ郵送

審査員朝野富三( 報道) 、今井範子( 建築) 、岩井珠

慧 ( ビジュアルテ'サ.イン) 、市陸予桂人( 都市

計画) 、駒井武士( 報道) 、清水実( 建築) 、

高橋叡子( 文化) 、徳田ニ美郎( 建築) 、 中嶋

龍彦( 建築) 、速水久夫( 色彩) 、パ 卜リス ・

ポワ卜ー( 国際文化) 、増田昇( 造園) 、松本

隆憧築) 、宮崎八郎纏築) 、吉川↑ 帯主 (デ

ザイン) の 15氏

発表は 10月下旬。表彰式は 10月29日ω建設交流館で、

建築家 ・内井昭蔵氏を講寅者に迎えて行われる予定。

日影規制事前審査制度廃止

堺市は従来「日影の取扱い讐j により目影規制の事前

審査をしてきたが、 1996年 6 月| 日をも って廃止。今

後は日影規制については建築確認申請の中て審査する

こととなる。

問い合わせは、堺市建築局開発調整部建築指導課審査

係 (TEL0722- 33- 110  1) へ。
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インターネットによるシェルター・アイテ、イア・コンペティション

作品として画像だけではなく、添えられる

テキス 卜も重? 見する ・… .J ( 募集婆項より)

応募資格職業、年齢、性別、国籍、個人/ 団体の別

などは一明間わない。

1996年 4 月20日仕ト 7 月20日仕)

作品の提出をもって応募とする。

画像( データ) : 横640x  480dot  2cut 

テキス卜( データ) : 日本語で800字以内

送 付 先 e- mai l で ykkap @archi tecture- today. c om 

へ。 またはフロッピーディスクを郵送。

送付先 YKK アーキテクチュラルプロダ

クツ側コミュニケーション部 ・井よ良孝宛

(干130東京都墨田区亀沢3- 22- 1 Y KK R& 

D センタ一、 TEL03- 56 1  0- 8 1  68) 。

提出作品、作品送付方法の詳細問い合わせは上記へ。

コンペの結果は、 1996年 9 月20日lこY KKAP ホームペ

ージ (http: // www. arch旧 cture- today. c om/ YKK AP)  

で発表される。

応募期間

応募登録

提出作品

インターネ ッ 卜上での建築デザイン・コンペ* シェ ル

ター・アイデア ・コンペティション。の作品を、 YKK ア

ーキテクチュラルプロダクツ側 ( YKKAP) では募集し

ている。最優秀賞| 点 ( 30万円) 、優秀賞 2 点( 各 10万

円) を選定。

コンペは、インタ ーネ ットの YKK AP のホームページ

上に告知され、作品提出から審査、結果発表までが繰

り広げられる。第 l 回の「隠れ家J ( 最優秀賞、The

RE F UGEヘクリエーター: Gerard Fuk旬、 USA) に引

き続き開催される 2回目のテーマは f(i位求との) 島の

上の、ンェルター」。審査委員に建築家・岡部憲明氏、写

真家 ・港千尋氏らを迎えて開催される。

課題補足 「島は実在のものでも架空のものでもよい。

ただし地球上の島に限ることとする。

あなたが選んだ( 設定した) 島の環境の中

でシェルタ ーは どうあるのか。コンヒ.ユー

タのパワーを存分に使いこなしたユニーク

な提案を期待している。審査に当たっては、

「明治村賞j に坂本勝比古氏

明治時代を主題とする学術 ・芸術に嚇責のある人を対

象に実施されてきた( 財用; 台村の「明治村賞j の22回目

の受賞者は坂本勝比古氏に決定し、 6 月18日に東京会

館て噴普呈式が行われた。

この受賞は、居留地異人館を始めとする日本近代建築

の歴史研究と保存に関わる「童の業績によるもの。

・坂本勝比古氏プロフィ ール

1926年8月21日生まれ

1949年神戸工業専門学校( 現 ・神戸大学

工学部) 建築科卒業

197岬神戸市住宅局営稽苛洋牧建設課長

1973年神戸市事情委員会井土詩鐸指名主幹

1980年千葉大学専服

199時 神戸主摘訴状学教授

1995年神戸芸術工科大学窓潜館長

・業部貰( 抜すい) 一一工学博士坂本勝比古氏は神戸市

役所在勤中から、神戸居留地とその異人館群の形成過

程と復原的研究で錨酌な業部責を上11、| 日ハッサム住

宅や居留地15番館など謝東の異人館や、北里子 ・山本地

区の町並みの保存と重要文化財の指定に貢献した。

デンカC S Aファミリー製品

-子二.I 0CSA ( 膨張 |生混和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・子二Ｎｉ ＰＢｾＱ ヨニ Ｎｉ Ｈ グラ ウト用無収縮材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

Ｍｔ 二ＮＱ Ｐ 守 Ｓ ー子 Ｎｊ Ｇｊｾ Ｈ建造 ､･ｔＩ コンクリート躯体の漏水補修に
・雪ニ. InES(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・雪ニ. 1011000(製 品用超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

J 、イモメント製造用に

ネ土

A

Q

玄式株業産
白

木浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖 TEL 本 社 ・京 都 ・制 針 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0773) 7 6 - 0 1 3 3  

;甫金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 ネ土

TEL 大 阪 ( 0  6)  

A

Q

玄式

4 4 3 - 6 1 8 1  

株業産

TEL 大阪 ( 06) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 東京 ( 03) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

ネ土

A

Q

玄式株成イヒ東ネ土

A

Q

玄式株産物羊光 郷

滋 賀 ・守 山 ( 0775 ) 8 3 - 2 3 8 1  

大阪 ( 06) 8 7 7 - 1 5 8 1  

TEL  

TEL  

75 

2 5 2 - 6 0 0 0  ( 0 6)  T E L 大 阪



出版委員会だより

夜景、ワイン、

そして本

出 版 委 員 長 ・ 山 田 修 ( 修建築事務所)
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1  3月は大林組の会議室で行う

3 月の例会は、出版委員の下回尖! i ft さん妙。t:本

kID のお世ZZTて、ブc休組の 8 階会議室て、行 L 、まし

た。議長は、サ|ニ上まるみさん (1主まいの研究室)

て、す。

う分かるんだ.。 このジレンマ。

出版い、う大仕事は、忙しい人に頼まないとで

きな L、ことも合めで・… ー。

cm去のトラブノν( "I") 11清 清 水 技研 ほか著) :  94 

年 に 吉l王l除さんが束京に 出向 き軌錐を依車凡 清

水 ・ 鹿島 ・ 大成 ・ ブ己 ｾ 木の各技研メンバーによる共

平成 7 年度の最後ということで怒籾会は、ブcj ，本 同執舘に修正する 。 95年 50ポイントの項目挫理、

ヒツレ五I I 階のフランス料理をいただきました。l浪 96年 2 月に十泊I者会識と進む予定が、 96年 5 月の

下に広がる夜長をめでつつ、ワインと i酉ぞ飲みな ョ主休あけに打ち合わせとなった。

がらの話し合いです。 ⑤風と主I ! 築設言|一( 西村宏明 日 本刻現総念合 ｩｩｩ ｜Ａ ｾ 金

大川 を見おろす大阪の夜景のすばらしさを、あ 所著) :  94年 11月、当時ーの出版委只北Ilr l雷さん( 松

らためて併Q験しました。 L 、t 、景色をみて、うまい

料理と酒を口にすれば、自然に口元がゆるみ、楽

しい話し合いカ力説立するものです。

2  4月は新しい委員がふえる

通常は毎月の第 3 オ寸liil 日の171時半から 1 11寺間半

の会合を持っところ、今回は東京からお招きした

著者高木任之さんの 「者Ilili 計画法を読みこなすコ

ツJ を出版委員も |羽こうということで16時から 1

1時間の会議となりました。議長は山田修です。 あ

とに勉強会カサ会えているので能率よく事を述ばな

ければなりません。

新年度となり、山』版委員長に 山田修 ・同副委員

長に」ゴ京正行さん( 竹 中工 務j苫) が選ばれました。

新しい委員は、柏村県人さん( 西野田工正月) と中

川11放さん( 清水辿設) です。 これで19名のスタッ

プとなりました。

忙 しい方ばかりですから、全員があliij うことはあ

りません。 したがって、 この程度の人数で茨次日を

出 してもらえるだろう、 と忠っております。

3  4月の会議の内容は

今イ;fZのテ ーマと拶! l ( f 者選定は、吉田|監さん( 学

云出版羽才から説明を受けます。毛彫在、 出版進行

"1-'のおもなものの概況を次に示してみました。

任漣綻主 ｪ ｾ 宣の合迎 化 Ｈ古 ｬ 坂秀 三 Ｋ荒 Ｉ Il r的民生ー) :  

92年の打ち合わせ後 4 年がたつ。今年の 4 月末に

ｊｊ 財高の予定だが・ Ｐ ・・・・ 。 予定通りには物 ｉ ｺｲ ｾ は進まな

い。 まして、出版はその最先端iたるものなり 。

② CA Dオペレーターのための建築知識( トラ

ンス ・コスモス C AD 部省の 9拘 三に松木克l啄さん

( 大成建設) から紹介があった。 95年 3 月にi iJa:冬

Jl足A防だったが延び、 96年 2 月に松本さんが会社を

訪 問 、文字 Ａ 東和諸官 Ｉ ｉ ｾ ・ 図版チェックをされて著者

イJlI Jを励まされた。 これは犬切なことだ。著者と編

集 者 ( 出版委長) は、っかず離れずの一定距同H"

保ちたし、。

著 者{)!IJ も発替、 もうすぐ JJ 財布の予定である 。

③ C AD  Ｑ ＦＡｊ Ｇ ｉ ＧＱ す［のための 構 造 ｉ ｾ ｉ 入 門 Ｈｦｬ 瑚 防 ｅ 之

著) : 昭和こで剤11さんより内毛織成案石油界。100

ポイン ト形式に変更して 4 0 %まで進行する 。111聞

が原稿を見る 。

②と同H寺発売とし、う線で進めていたと ころ、阪

中 ＱＱ 大 ￭Ｑｾｾ て背 初 ｉｴｦｩ ｙ￭ Ｚ造設計の事務所カ司王宮多 ｉｴ となっ

て中断。今年中には何 とか出版したい、と著者 ・

出版者とも燃えているがー...・ ・。執筆にかける莫大

なエオ、ノレギーを J品したくても 出せない事務所の現

状ぞ背相11さんは訴えていた。

キオ品I D の紹介て訪問打ち合わせとなった。 95年 6

月に目次案提出、 一部執筆に入るも、そのご大き

な仕事が入り "1'1析する。 96年 5 月末から執筆を再

開する予定とのこと 。 うまく い けば¥' ¥、 の だ が

。

@住2と・の手法( 前田邦江著) :  70- 80の項目で

見 |百!き 2 瓦の写共 ・文字 とすることて 一昔I1原稿は

完成した。 山田が一昔11の原析を兄 る。

96年春の出版が先に延びる 。著者の手なれた経

験がものをいい、協明日丹て"}I闘 l.j! 二進んだケースだ。

耕民jkのJtf JIi ¥J は長すぎても聞のびする 。 わたしの経

験では半年から 1年間が適当と思うが ー 。忙 し

い人にとっては地獄の期間ともいえよう 。

4 今後のテーマと執筆者選定

わかりやす L伯紙製斜主のはなし位四T 大統雄

二若) は、 111凹 より大統さんそ紹介、吉田|径さん

力ちU 二して若者と会い、幸J J1ikを進めてもらう こ と

に決定しました。

人と王し ｬｾ と建築のはなしＨ近畿大学 Ｚ 梶井宏修

著) は、具体的 な話には進みませんでした。情報

不足のせいです。

出版委員は、いろんな' げ尚誌を探りながら、ひま

を見つけてはiJ.FI; 15の知行リ書 コーナー をのぞき「テ

ーマと著者J を1m拓しています。

ＧｬＧ ｪ Ｇ ｦ 十民主ナ ｾ Ｚ ｈ るためには、 自ら力 市Ａ 狩 ｉ ｾ を発しなけれ

ばなりません。 協会は大阪が拠点て‘ すから 、* の

情報を待にくい而があります。 それで‘ も無い知恵

をしぼり、短いアンテナをイ111ばして 出版情報を得

るように努力して い ます。

テーマとキJ t 1 ( f 者が見つかっても Ti ij( こ進まないケ

ー スがあります。本のとらえ方が人によって災な

りますから 、共体的に進むためには、; t ; l t i 哉と l時間

と誠なが必要です。軌全戸二が進んでも終点まで行く

かは不lリヲてす。

今までにも ｴ ｾ Ｑ 版委員会の ｉ ｷｱ 街包にはあがったもの

の、消えてい ったもの、途"1-' でJ l 見落したもの、著

者がお手上げしたもの等、数多く符住しました。

l:t，)坂ヰ土も，:1:，) 仮に声、f してはリスクをおって い ます。

それほど単行本の出版と い うものは、むずか し

いのです。 ほとばしる官IJ 作 欲 ・根 気 ・体力 ・知力

のカットウカ亨うずまいている仕司主弘H. l 、えましょ

う力、。

I:J:，) 坂委託の皆さん、お互いに勉強 しながら、連

幣J訟をもってゆ っ くりと頑張っていきましょう。



【平成8年 4月分】

月 間の動 き

事 ( 1駒田事業委員会の報告

(2)実施報告

(3)今後の予定、候補について

第 l 回事業委員会総会

Ｑ Ｙ 日 ・ Ｕ 時半 ｾＶ 時半 ・ 於中の島プラザ

出 席 者 多 井 委 員 長 ほ か2 1名

議 事 ( 11' 手成 8 年度正副委員長 ・幹事の選出

(2)各小委員会からの報告と検討

5事E

第 l 園出オ委員会

Ｑ Ｐ 日 ・ Ｔ 時半 ｾＵ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 和 田 委 員 長 ほ か 6 名

議 事 ( 1休性反応便化形塗料

建 材 委員 会

第 l 回出版委員会

ＱＸ 日 ・ Ｔ 時 ｾＵ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 山 国 委 員 長 ほ か 8 名

議 事 (1 浮 成 8 年度・正副委員長の選出

(2) <プロのノウハウ〉と特装本の経過報告

(3)今後のテーマと絞筆者選定

(4)  rプロのノウハウ」講座シ リー ズ

出 版委 員 会

|  見 学 会

大F却存立門真スポーツセンタ一見学会

9 日・ l 時半 ｾ Ｔ 時 ＲＰ 介 ・ 参加者 Ｖ Ｒ 名

旧古河邸本館と法務省赤れんが棟を訪ね る

ＲＶ 日 ・ ＱＱ 時 ｾ Ｔ 時 日 分 ・ 参加者 ＳＳ 名

(5休 会 創 立80 . 周年記念特集について

(6)  r建築の眼」新執筆者選定

(7編 集のあり方について

第 l 回設備介科会

ＱＷ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 西 問 委 員 ほ か 7 名

議 事 ( 1潟諜委員会総会の報告と委員会出置の説明

(2) 10月号設備特集の企画

(3)  r設イ請の頁J の企商

第 1 団法令介科会

ＲＴ 日 ・ Ｒ 時 ｾＴ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 入 江 田 委 員 ほ か 3 名

議 事 ( 1) r法令コ ーナー」の企画

(2)  r災害! 非常時に生きる出本系J 特集報告

(3漸年度法令分科会幹事の選出

(4肱令介科会の特集への取り組み

第 2 回計画系ーインテ リア ・住宅一合科会

ＲＵ 日 ・ Ｗ 時半 ｾｉｉ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 角 方 委 員 ほ か 4 名

議 事 7 月 号 特 樹 鮒

第 l 回作品作風小委員会

ＲＵ 日・ Ｖ 時半 ｾＹ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 前 川 幹 事 ほ か 6 名

機 事 ( 1駒田編集委員会の報告

(2)(乍品の掲載状況並びに掲載予定の報告

(3} f 乍品の選定

(4)  rGal l eryJ 掲載報告 ・予 定

(5)  r S KET CH  B OOK欄j の掲載予定

第 l 固定191JI'里:事会

ＲＴ 日 ・ Ｔ 時 ｾＵ 時 ・ 於本会会機室

出 席 者 市 川 会 長 ほ か31名

議 事 ( 1  ｊｉｾ 里事の会務分掌および常 ｦ ＺｦＡＧ里事選任のイ牛

(2)平成 8 年度名委員会委員委嘱の件

(3) f 也団体役員引き継ぎの件

(4)定仔I] i 里;事会および常任理事会日程の件

(5)入退会者承認の{ 牛

(6)1，圭援名義承認の件

(7湾 業 報 告

理 事 会

ス ラ イ ド ・レ ク チ ャ ー

「プ ロのノ ウハウ J 講 座

植 村 典 人

{ 酉 野 田 工 睡 高 崎}

::H方サ 稔

( 北村デザイ ン事輔所)

田中 拓 雄

{ジ ，.. アカマン}

前 田 芳 弘

{ 静 居酒歯蝿股計事輔所)
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三機工業側名古屋支庖

建築と社会 ・1996.6

アメリカのキャンノマス

ＲＳ 日・ Ｖ 時半 ｾＸ 時半・参加 者同 名

円

略

二

2

す

者

L

日

コ

劇

み読

時

を

8

法

~

函

時

計

6

市

・

閣

悶

第 2 8 8回朝食会

Ｙ 日 ・ Ｘ 時 ｾ Ｙ 時半 ・ 於大阪グランド ホ テ ル

演 題 「自動車開発の裏話」

講師西国弘氏( ダイハ‘ ン工業財謙頁問)

参加者 56名

入 会者 ( 敬称略)

岩 井 伸 子

{ 竹中 工 務 唐}

川 崎 健 市

(近岨燈股)

白 井 伸 幸

{兵n・県}

野 口 太 郎

(関西大型炉}

保 浦 文 夫

{ヤスウラ建揮監E十恵器所}

建 築 ク ラ ブ

〔団体会員吋i )

大成建言気悌名古屋支庖

〔個人会員同名〕

飯 塚 万 喜 子

{近雌地方櫨股局)

大 前 泰 也

( & 眉 園 祭 事 輔所)

，可里予

想私書幸

村上 順 一

(大日本イ ノキ化学工 . )

美 子

|  事 業 委 員 会

第 l 回若い会員の集い小委員会

Ｙ 日 ・ Ｗ 時 ｾＸ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 阪 国 幹 事 ほ か 9 名

議 事 れ 胤 団 事 業 委 員 会 の 報 告

(2)実施報告

(3)今後の予定について

(4斯年度の副委員長 ・幹

(5漸委員の紹介 ・挨拶

第| 回震 災企画分科会

Ｙ 日・ Ｖ 時 ｾＷ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 米 井 主 査 ほ か 5 名

議 事 震 災 企 画 に つ い て

第 l 回広報小委員会

10日 . Ｖ 時 ｾＸ 時半・於本会会議室

出 席 者 南 、 原 見 副 委 員 長 ほ か 10名

議 事 ( 1揃回事業委員会の報告

(2)実施報告

(3)今後の予定について

(4漸年度の副委員長・幹事の互選

第 l 園近代建築見学分科会

ＱＱ 日・ Ｕ 時 ｾＹ 時半 ・ 於本会会議室

出席者 山形特別幹事、福家幹事ほか 3 名

議 事 「近代建築見学会( 第 5 回) 旧古河邸本館と

法務省赤れんが棟を訪ねる」について

第 l 回見学会小委員会

ＱＱ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時 ＴＰ 分・於本会会議室

出 席 者 南 、 福 島 副 委 員 長 ほ か 5 名

の互選

第 l 回会員企図小委員会

Ｒ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＸ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 稲 木 委 員 ほ か 3 名

検 事 ( 1) rシリーズものJ の報告と掲載予定

(2鴻庁しい企画案について

第 l 国 広 告 企 画 小 委 員 会

Ｓ 日・ Ｔ 時 ｾＵ 時 ・ 於本会会犠室

出 席 者 河 原 委 員 ほ か l 名

議 事 ( 1) 4 月号「立体駐車場設備」特集・「大建設計

創 立45周年記念」特集広告途中経過報告

(2) 5 月号 r OAPJ 特集広告途中結晶報告

第 l 固剖酉系ーインテリア・住宅一分科会

Ｓ 日 ・ Ｗ 時半 ｾｉｉ 時 ・ 於本会会 宮 教室

出 席 者 角 方 委 員 ほ か 7 名

議 事 本分科会の特集について

第 1団施工材朴分科会

Ｔ 日 ・ Ｔ 時 ｾＶ 時・於本会会 議 室

出 席 者 値 田 委 員 ほ か 5 名

議 事 ( 1)平成 8 年度分科会幹事について

(2府築企画( 平成 B 年 6 月号) の結晶報告

第 l 回 計 画 系 介 科 会 計 画 系

Ｘ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＸ 時 Ｔ Ｕ 分 ・ 於本会会議室

出 席 者 吉 村 委 員 ほ か 2 名

E殺 事 ( 1)8 月号計画特集の企画

(2漸年度の計画系分科会

第 1回概宣介手十会

ＱＰ 日・ Ｖ 時 ｾＷ 時半 ・ 於本会会犠室

出 席 者 長 瀬 委 員 ほ か 2 名

機 事 ( 1ｾ 本年度の構造介科会体時ｉｪ

(2)  r構造の頁J の企画

(3) 2 月号概童特集の企画

第 l 回計画分科会一建築計画系-

ＱＱ 日 ・ Ｗ 時 ｾｉｏ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 江 副 委 員 ほ か 5 名

議 事 9 月号特集テーマ案の検討

編集委員会総会 ・第 l 回編集委員会

ＱＶ 日 ・ Ｔ 時 ｾＶ 時 ＲＰ 介 ・ 於本会会機室

出 席 者 市 川 会 長 ほ か20名

誠 事 ( 1)8年 4 月号「立体駐車場設備J 特集報告 ー

(2) 8 年 5 月号「災害 l 非常時に生きる法体系」

特集報告

(3) f 乍品作風朗係報告

(4冶員企画関係報告

編 集 委 員 会
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テトカッバー防水
| カ ッ パ ー 防 耕一 一 コ ー パ → イ ト オ ク ロ ン 防 水 裕 I

質事唱をご・51<下さい。

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式
A 、

ヱｾ ネ土

本 社

支 庖

倉 庫

神戸市中央区三宮町3- 7- 6(神戸 7 クトク ピル5階)

電 話 神戸 (331) 0881- 3  

大阪市北区西天満2丁目 6番8号( 堂ピル5階)

電 話 大 阪 (364) 2031- 4  

神戸市東灘区御影石町 4 丁目 ( 電話811- 3610)

奥 莱 机Z 吉
山イt工…・比

本 社 東 京 観 中 央 区 銀 座8- 4- 9 奥山ピル T E L ω (3571 ) 2703附 F AX03( 3571 )0264 

大飯事務所 TEl 06(391) 1081 - 2同 X 06(391)2109 名古屋出揮所 TEl OS2(811) 3660

慣浜宮瞳所 TEl O・1(320)柑32 同X041(320)  4  761 庫 本 出 量 所 TEl 0462(21) 1761  FAXO・62(23)田1341

3司王宮揖所 TEl 048(774)  2841 五 雄 出 強 所 TEl 0292(28)  0878 FAX0292 (28)  261 4  

ｾｾ ｙ ｻ［ ｓｨｵｴｴ･ｲ＠

東洋シャッター株式会社

本 キ土 干540 大 阪 市 中 央 区 南 新 町1 - 2ー l O( TSビル)

T E し ( 06) 943 - 6 5 7 1 げて)

・東京/ 術浜/ 盛岡/ 仙台/ 水戸/ 勝同/ 岡崎/ 名古屋/ 富山/ 大海/ 京都/ 神戸/ 広島/ 高松/ 福岡/ 他全国主要都市

黒 板 ・ 掲 示 桓 ・ 家 具

電動黒桓装置・サイン・スクリーン

〒547 大阪市平野区加美北 3 - 4 一 5

T E L 06(792)  5858 F AX06(792)  2810  

情報処理/ 編集・企画/ 印則・製本

Ｍ｟Ｑｾ＠

日本電植株式会社

大阪市開区西本町 l の 13の33

T E L. 06- 532- 0 4  6 1  ( 代表}

F A X.06- 53S - S  18 1  

天 鹿 市 丹 波 市 新 町 4 9  

あ T

勺-，- -

ゆ こー さ

z 一一 阪 フ

忌門主 ア
一一 .  J  j目 a Ｎ ｾ＠

彼 4 占 i雇 ヲ

工.l!L i &ス

Ｇ ｬ ｾ＠ -i:tIミ ! 五五

の 唱ｾ ＺＺＺＺ六六

TU式五寸

法会主誌

社 三一五

百 号 六 四



空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設 計 ・ 施 工 )

組朝日工業社

本社・本底

大 阪 支 社

支 底

東京都港区浜松岡T l - 25- 7 電話03 ( 3432)  5711 

大阪市淀川区加島1- 58- 59 電 話 06 (302)  2270 

北海道/ 東北/ 北関東/ 横浜/ 名古屋/ 中国/ 九州

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. ，ヲイヲシ株式会社

本車・大臣本社 干550 大阪市西区江戸堀 1丁目 9番25号 電話ω6) 44ト8231

東 京 本 社 〒102 東京都千代田区富士見 2丁目 15番10号 電 話 (03)3261-8231

宜 社 名古屋・福岡

宣 庖 札幌 ・仙台新潟 ・大宮 ・千葉 ・樹浜 ・金沢 ・京都 ・神戸 ・天理 ・岡山 ・

広島 ・高絵 ・熊本

営 難 所 有F広 ・函館 ・背森 ・秋困 ・盛岡 ・前橋 ・長野 ・静岡 ・費目 ・祢・富山 ・

稲井 ・徳 山 松 山 高 知 ・北九州 ・鹿児島・那覇

出 張所旭川・福島・川崎・松江・徳島・下関・ 長崎 ・大分 ・宮崎

海外宣盾 シンガポール ・ホンコン

技術研究所 干354 埼玉県入間郡三芳町大字北永井390番地電話( 0492) 58-1511 

空気ｾＮｦ日設備

給 排 水 設 備

電 気 設 備

i X " ¥ 産 業 設 備

( / 言、 l 水処理h ' i E 設

マ-----y 環 I克 胞 設

三機工業株式会社

大 阪 支 鹿

本社・東京本庖

支 庖

取 締 役 社 長 大 島 剛

取締役大阪支庖長 琴 浦 健

大阪市中央区北浜 2 - 2  - 21 旬 結 06(202) 3071 (代表)

東京都千代田区有楽町 1 - 4 ー 1 m話 03(3502) 6111 ( 大代)

名古屋・九州・北海道・中国・東北・北陸・機浜・東関東・北関東・神戸・四国

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

φ  
三建設備工業株家畜社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 紅 梅 田T Ｓ 番 Ｕ 号 ｭｾ舌 ＨＳＵＲＩ 1  1  3  H内

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 糊 府 開T2 - 22 屯 話 ( 3667) 3431 ( 大代)

支 社 名 古 屋 . fil 灯 台 ・ 札 幌 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・ 新 潟 ・ 横 浜

。
本 社

東京本応

大阪本} ; t ;

支 応

営 業 所

出 張 所

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

晃 空 調

大阪市中央区場見 2丁目 l 番61号ツイン21Ml Dタワー :tt s青 06-949-1371

東京都新街区西新宿新宿住友ピルＺｴｴｾｬｩＰ Ｓ ＭＳＳ ＴＴＭＷＹＱＱ

大阪市北区西天満 Ｓ 丁目 Ｑ Ｓ 番 ＲＰ 号 ｬｴｬｾ 百 ＰＶＭＳＶＳＭ Ｑ ＳＷ Ｑ

1111台・椴浜 ・名古屋 ・京都・神戸・広角・縮問

-・・

-

-ー

株式会社

札幌 ・茨場 ・大宮 ・千葉・山梨 ・静岡 ・偏井・滋賀 ・利歌山・松江・長崎 ・沖縄

背森・秋岡・盛岡 ・川崎・ M山・鳥取 ・岡山 ・高松・下関

熊本・宮崎 ・鹿児島

- 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

'.J よりよき環境へ技術で挑む一一一

守 株 式 会 社 精 研

社

メンテナンス部

東 京 支 庖

大阪市中央区瓦屋町 2丁目 II 番16号( オートセンターピル l ・2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 代 表

m 話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 - 1 6 5 1 代 表

東京都文京区小石川 l 丁目 12番14号( 日本生命小石川ピル 7階)

郵便番号112 電 話 (0 3) 5  6  8  9 - 2  3  5  1 代 表

商昂は字気です。 、，ｾ
圃 掴 黙と空気の工ンジニフフ~ーー

〉ー〈J 5 T31
・宮

空 気 調 和 どと竺L 搬 送 機 設 備

給 排 水 衛 生 、てーフ7 設 計 施 工

人に優しい環境づくり

第一工擬梅式会祖

大阪支底 干 530 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁 目 6 :ffi: 14号

電 話 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 l ( 代表)

干 100 東京者11=f f ' ¥: 田区丸の内 3 丁目 3 番 l 号

危 話 0 3 - 3 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代表)

本 ヰ土

ガス設備の訟計・施工のご相談は

大 阪 ガ ス 指 定 工 事 会 社 ・ 大 阪 ガ ス 住 設 機 器 特 約 底

。
大晃設備株式会社

本 社

大阪市此花区西九条2丁目 13番28号 電 06- 466- 2268

大阪営業所

枚方営難所 枚 方 市 甲 斐 関 東 町 9 - 3 電0720- 49- 2128

給 ・ 排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・ 空 調 設 備

お 25西原衛生工業所大阪庖

大阪市北区中津6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 ( 458) 3628番

支 底 ・蛍喋涜rr 楠岡・ 京 都 ・天 理 ・!II 西・神戸

O K U J U  

自 箆rEfff!ffffi を壱鳥島Eク妥宣言ヨ鏑拶窃忍

「大規模天井無足場工法j

内外装創作パネル・システム天井・間仕切

闘凱オクジ: コー

本 社

大阪市北区西天満5丁目3番7号〒530

TEL (06)312-4131 FAX (06)312-7998 

東京九州横浜名古屋仙台宮崎京都

79 
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何時もあなたの街で

お会いしている
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良轟轟圭桑雲霊

人と都市の快適な環境をつくります

- 空間・鎗排水・衛生役僧

堂貴闘制

工喝配管

水処理

コージェネレー γ ョン

クリーン J レーム

・プラント

プラント針轟

システムエンジ二アリング

y 凶 山 崎 司 王

。 住 友 電 設 株 式 会 社 諒22ztiZ訳語2222512izl ぷ1T

- 情報通信政備

情縄通情ネ γ トワーク

情縄駐理

通情システム

抽送システム

・電力泌且股備

畳宜電

架空送配電

地中送配電

官. 種目位計・施工・監理

・電気位備

畳 宜 電 幹 踊

動力・嗣圃義置

電話、融送、インターホン

防犯、防虫

中失監槽制調

システム計義

言I

工

間

百

裕

岡

敏

計

一

一

-

井

品

叉

・

・

事

施

i

工

A

Z

鮒

気

a

u

諏

電

織

化
。

大 阪 市 北区 西 天 満 2 丁目 6 - 8  (堂ピノレ 5 階)

屯 話 0 6 ( 3 6 1)  3 6 7  1 ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 茅 場 開T 2 丁目 1 7 番 3 号

屯 話 0 3 ( 3 6 6 6 )  1 4 7  8 (代)

堺 ・ 泉 州 ・ 泉 南 ・ 滋 賀

ヰ土

庖

本

支

営 業 所

設計施工

| 朝 陽 電 気 株 式 会 社 I

⑤ 
電気設備

電気位備・計義制御設備・空調位備・クリーンルーム段備・プラント段備

飴排水衛生設備・エネルギー集中監視システム 段計施工

三宝電機械式会社

取 締 役 社 長 嘉 納 秀 一

f

，
一

、

町

司

内

凶

、

川

ぷ

一

''4

M
士

本 社 〒530 大阪市北区 '1' 之ね三丁目 2- 4  (朝 H ピ/ レ) ;t al，06 (385) 1361(fI:) 

大阪営業所 干564 吹 111 市 垂 水 町 3 丁 目 34 - 6 電話06 (385) 1361((1j 

京都営業所 干615 京 都 市 布 京 区 内 京 極 高 野 町 21 電話075(311) 1I 85(f l:l 

神戸営業所 〒650 神戸市中央区浪花田T59 ( 神戸朝日ビル) 電話078(333) 7756(f l:l 

よ4本山代 表 取 締 役

革 担〒日O大臣市北区西天調2-6-8( 宜ピル) TEL 随(3制) 147HAX 06( お4)5日3

型車豆誼 〒105 東覇軍軍区新揖2・16( ニコ一新蝿ピル) TEL03(3初心0231・FAXω 〈関心0268

昌古屋豆庖 〒462名古屋市北区毒劇-12- 14 TEL回以旬。5131.FAX郎氏側)7日5

掬 戸 貰 后 〒筒7神戸市轟巨岩厘申町1-2・9(工ピスピJレ) TEL 078(881 ) 557HAX 078(871 )6261 

師 団 究 所 〒5関大師廓市三宝旬七T369 TEL 0722(27) 制関. FAX0722(27)1424 

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会

関 西 支 社

馬 田 栄

大阪市中央区高厩繍4丁目 3番 7号 電 話 大 阪 (202) 0325- 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北海道・東北・丸ノ内・新宿・神奈川・東関東・中部・九州

社

特殊壁装材製造販売和室に最適

四-ー:!ニプ!?)Ｈ株Ｉ副ｾＡｊＺｊ Ａ｝ｄＺ
常務取締役支社長

場

一

一

一

工

第

第

「 寸

圏璽盟副屋圏璽調

Const ruct i on chemi st ry for the future.  

総 式 会 主t 王 ヌ I ム ピ 一

線 式 会 主t ポ リ " リ ス 物 産

本 社・ 東 京 都 港 区 六 本 木 3 - 16  - 26 

大阪宝庫: 大阪市中央区北浜3-2-23( 僧愛ピル)

T  E  L06-202-3294  

1111
11 

。 Ｎ￞ＱＮＮＮ ｜ｖｾＭ 酬の断熱用シｾ人
1多づ午J ヤ.， - ， ..... ，J-d(み

8 n，，'，イナ11ーシートP
日立バイナリーシート P は，目立防水シートに発泡ポリエチレンを独自

の貼り合わせ技術て相暗した，二重構造の断然兼用二重防水シートです。

自 主 電 線 株 式 曾 祉 制 問 干 代 田 区 糊 汀 自 制 ( 干 佃 ピ}l!)

Di gi tal  Pri -Press 

τiDl庁、，..，.........，.!"'V"""

代表取締役社長 依 藤 孝 行

青葉印刷株式会社

干534 大阪市都島区中野町2丁目 10番 11号

Phone. 06・351・5428 Fax. 06・351・5299
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; 王立たずグなウォータースライダー

安全・安心に楽しめる各種ウォ ータースライダーを提供します。

今年の夏も、全国各地のウォーターレジャー施設で、滑る ・

曲る ・スピードなど、アクティフゃでエキサイティングな要素

をもっ各種ウォータースライダーが登場します。

新型スライダーの導入や新製品の開発など、お客様のニーズ

に合わせた独自のウォーターレジャー施設建設のため、プラ

ンニングから、設計、施工、メンテナンスまでトータル ・シ

ステムのもとでお応えいたします。

日 本 ウ ォ ー タ ー ス ラ イ ド 工 業 会

. ウォーターパーク・ウォータースライダーの資料請求、お問い合わせは

日本ウォータースライド工業会事務局

東 京 都 豊 島 区 高 松 l ー| 卜 16 1i ( 03) 5965- 2869 

日本ウォータースライド工業会会員 (50音順)

安全索道株式会社東京都中央区日本橋本石町3- 2- 12 1i ( 03) 3241- 2361

株式会社石井餓工所東京都中央区銀座 4 - 2  -11 合 ( 03) 3562- 3212

兼松テクノ株式会社東京都港区新橋 4 - 23- 4  合 (03) 5473- 092 1  

川崎エンジニアリング株式会社 東京都港区西新橋 1- 20- 10 合 ( 03) 3593- 048 1

栗 田 工 業 株 式 会 社 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 3 - 4  - 7  合 ( 03) 3347- 3736

小 松 化 成 株 式 会 社 東 京 都 目 黒 区 大 橋 卜 6 - 3 1i ( 03) 3496- 1315 

ジーエル開発株式会社 東京都港区西新橋 3 - 3 - 3 合 ( 03) 3437- 373 1

株式会社 シラ卜リ

泰 後 商 工 株 式 会 社

株 式 会 社 ニ ッ コ ン

株式会社日本アルミ

日 本 鋼 管 株 式 会 社

株式会社 ブリヂストン

ヤマハ発動機株式会社

静岡県静岡市古庄546 公 ( 054) 26 卜 3400

東京都目黒区碑文谷 3 - 18- 9  1i ( 03) 371 4- 4100 

東京都新宿区下落合 3 - 22- 15  1i  (03)  3954- 0 1  1  1  

東京都台東区北上野卜 10- 14 1i (03) 5828-7403 

東京都千代田区丸の内トト 2 1i ( 03) 321 7- 3379 

東京都中央区日本橋 3 - 5  - 15 1i  (03) 5202- 6864  

静岡県浜名郡新居町向島3380- 67 1i  (053)  594- 6512 
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ヤマハは 「つ ま恋ウォーターパーク」

「合歓の郷アク アパ ーク」 などの施設を

グループ内で開発 ・運営する中で培われた

ノウハウを生かし、ハード・ソフト両面

から裏打ちされたプランでご提案します。

ブール環境の明日在、トータルに考えるヤマハです。

YAMAHA TOTAl CRfAH SYSHM 
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- お問い合わせお申し込みは

ヤマハ尭動徴掠式会社

ブ ル宮集部宮第毘 TEL: 053 日4-6511

〒43ト回 静岡県盟名曲新居町向島羽到卜67

- 通年利用型定期点倹. 完 成 テ ス ト ラ ン- 品質管理

. 施設管理

. 基礎施役目

効率検討 と配置

. 基本レイアウトの

作成

. 完成予想図の作成

・施段配置・安全性

的最終硲認

- 幸町利用型定制点検

雑誌 03379-6

. 工事権査


